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. ヒ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

・ 木 造 建 繁 洗 浄 ・ 美 繋 仕 上 工 事

. ビルテインタの清婦・一般管理

( 登 録 商 慣 )

美

美

弘 社 人

工

物

( 株)

理( 株)

P  

九

U R  
-・・・園田園田・・

* 特 長 *

1.  1  m < ・li リ100kg /  h も

2.  Ｕ ＰＥ も多〈思いが門ゐｾＧＩ ( ' 、

くの， t;' i  J が不' J i t

3.  3  r ノ Z )- J ) 和l 0- It ｃＢ 、伊，ｾ免れが

20 %  /}' ｾＮＩ＠ 100%ま P 、11 U  l  ｾ，Ｉ＠ f ' I 什で

も、， t、i J 効ぞ [.t 、い》て t
J
87 %

P I  

4.  

新 開 発

. M P 日 f ， U ItIf，!J 

1 τ t  1  h 力 ら 10 0  t l  h J: ｴ＾ Ｙｾ 規 ｆ

ffリ l  F(  1ヰ 50・・・・・・49 ｾｭ＠ 。t ，h  

U  R  t; 100 ・・・・ 9 9 6 m
2  昨

10t / h 

株 式 会 社 平 川 鉄 工 所



床材のハイファッションマチコカラー・.

- 美しし、ファ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色で が ぜ ん 注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー / きひ、しいか日、各

に も 余 祁 の 合 格 を し た 丈 夫 さ

ア メ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

イタリヤでも定汗 ｉ ｾ のあるマチ

コ タ イ ル は 国 立 京都 国 際 会 館

や 束 京 新 八 重洲 ピ ル な ど 有 4ノI

ピ ル に 続 々 採 }-IJ されています。

美 し い 色 が 26種 ま ね の で 主 な い 間 際 的 な フ ロ ア

タイノレの色です。オートメ ｾ ｉ Ｚ ｮｾ で Ｇ ， ＨＱＧＨ しています

か ら い つ い か な る ごI上文 に も O Kで す 。 =

マ¥手3、E

リノリュ ー ム ・リ ノタイル ・ ビ二ラート Ｗ イル ー マチコフィル・ナイアンリ ノタイ ｮｾｴｒ ＮＧ Ｚ ｒＺ

@騨リノリ三株士
ＩｕＺ ＧＮ ｬ ，ＫＧｴＢ・ Ｐ 司 ， Ｎ，必白Ｂの Ｒｾ ，士 川 ・T E L や，，; ＱｾＲ＠ ;  

0 ・・叫レ悩伶 " 1 U  i J I ! . .  ・T E L '" y  ｾＶＱ＠ 83‘ l  

床 " の比 合 ，JI. - / J - Ii 柏."ル・'"町 Y 樋 " ｾ＠ j- ・T E L 仏 身 ， l l i 刷 "



ピニロイト‘ 防 水 を 施 工 し た 工 事 中 の 包 士 銀 行 本 庖 ビ ル

ど ん な 地 域で、も ど ん な 梢 造 の 建 物 を つ く っ 営 業 品 目 ・ ピ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 ・ ア ス フ

て も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一一一 そ れ を 実 用 化 ア ル ト 防 水 工 事 ・ 三 星 ソ フ トン タ イ ル 貼 工

して す で に す ぐ れ た 数 々 の 実 績 を 示 し て い 事 ・ 保 杭 ・ 保 冷 工 事 ・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル

る の が 〈ビ 二 口 イ ド 2 号 〉 で す ・ 三 塁 コ ー キ ン 販 売 ・ 工 事 . シ ポ レ γ クス

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 工 事

の 冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 府 り

ま せ ん そ れ は 弊 社 が合成繊維( こよる不織平11

を独 特 な 方 法 で加 工 し た 技 術 の 成 果 で す

富 士 銀 行 本 庖 ビ ル も ビ ニ 口 イ ド 2 号 に よ る 防

水 工 事 を ご f采 用 い た だ き ま し た

マー-
Ｊ ｊ ［ｾＮ Ｑ￭ｬ Ｑ 干代川 区 皆本町 Ｓ - 11 - 13  

T  E  L ( 866) 0271- 6  . 6121 - 9  

ＮＮｾ悦所 Ａ Ｇ ｬｾ ＩＱ Ｈ ＷＲ Ｉ ＶＰＳＱ＠ 制1;'-，( 21 ) 5366ー 7 Ｎｹ，， ｾ￭ＯＱ ｈ ＹＴ Ｑ Ｉ ＳＷＵＱ＠

( 97 1) 4574 大 阪 ( 443) 9721 焔 岡 ( 76) 2076( 75) 029R 

，
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E F: : E- I B 

Ｎ ｷ を 吊込 んだまま、 ｉｾ Ｇｬ 鎖速度制

緩 が で き ま す ・扉 は 急 速 な 閉 鎖 を

せ ず、 自動閉鎖 し・ 9似皇:で 自然 に

完 全 停 止 します ・表而 板 は ステン

レス 鋼 にサ テン 仕 上 げを 砲 し ( ス

タンダード ) 又特 別 に ドアーにマ

ッチ した 表而 板 も製作童文し ま す。

・ 'lilhJ :ii はステンレス 鋼 にヘヤ ー ラ

イ ン仕 上て、美 し く 、 す ぐ れ た I¥! j

ｾ ， ＧｬＮｴ ｬ Ｚ をも っ ています ・ ｉ ｦｊＨ 十 ｬ は 、 ｽボ

[日 がコンク リー ト、 木 製 に か か わ

ら ず 、 か ん た ん に J[ j( 付 け で き ま す

ふす ｉＺＺＺｾ 末Ｚ・ νι ｓＭＷ 可

近 代 建 築 に マ ッ チ し た ユ ニ ー ク な デ ザ イ ン

完 全 な 耐 久 性 と 耐錆 性

圃 横 振 れ は あ り ま せ ん

・ 摩 耗 は あ り ま せ ん

. 発 錆 は 完 全 に 防 止 し て い

ま す

圃 強 靭 な 規 格 で す

・ 取 付 け ・ 取 外 し は 容 易 で

す

・ 戸 当 り 17m"， ま で 適 用 で き

ま す

. ド ア ー の 重 量 は 10- 60kg

が 震i直 で す

・ ス テ ン レ ス 絞 り カ バ ー を

使 用 し 、 脱 落 防 止 と 、 外

見 美 に 優 れ て い ま す

《砂| み詰主Ii 討議弐旨三三社

木社大阪市生野区ｾｾ矢柄町 Ｑ 2  8  T E L 大 阪 ( 751 ) 127 1- 5

工 場 大 阪 府 伎 悶 市 布 市 町 5 0  T E L 松 岡 ( 8 1) 5  5  6  6  

東 京 東 京 都 中 央 区 日 本橋 本 町 4- 4 T E L 東 京 ( 663) 6 7 4 8

営 鍛 所 ( ク ラ ウ ン ピ ル 内 )



金属性の美しい可動格子 ＼ ｾ会ｾ＾

ワンタッチで、OK!

羽根の開聞は軽い連動式

日除け/ 防火 (建設省認定、乙種防火戸) / 盗

難防止 Y台風防災/ 通風、換気は調節自在

・雨戸と栴とブラインドの三つの役目を果します

4  

ホ ー ム ル ー バ ー の 種 類

固 定 ル ー パ ー 羽根は白 111 にIJf.l li{j

引分けルーパー 敷居、鴨討 をつけて リ|分けに

聞 き ル ー パ ー 枠に蝶需を つけて IJ f.I きに

価 格 の 一 例

羽恨7J レミ ・1: ド枠ステンレ λ

{ア ルマイ i 加 I 青みま '")

お 宅 の 窓 に 合 せ て 作 り ま す

凶 株 式 会 社 油 製 作 所

大阪市此花区商品町 3 丁目 15酢 地 泡 抑 止 阪"62- 4661(代表)

.(  



日 新

最 高 の 品 質

国 内 の 気 温 較 差 の

著 し い 所 に 於 て も 能

く そ の 苛酷 な 条 件 に

‘ 抗 し て 老 化 せ ず 特

に 寒 冷 地 に 於 け る 投

術 的 困 難 は 殆 ん ど 解

決 さ れ た と 云 っ て も

過 言 で は あ り ま せ ん

1; 1絡のが( } トl歩

‘  底材みら

￸ｮ ゐい ｩｂｾ ・・・・・

落4づb、たIt - F

マルヱスルーフイ ング製造元

エ 業 株 式

4 企』

ヨコE
社

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 93 T E  L 東京 (888) 2101ｾＹ＠

大阪支庖 大阪市西区新町北通 1 丁目 40 T E  L 大阪 (531) 5281 ｾＳ＠

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 ( 73) 2135 ・広島 T E L 中 ( 2 ) 1019 

九 州 T E L 福 岡 ( 5  ) 0768 ・札幌 T E  L  ( 5  ) 6885 

5  



ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は l  

会 名 変 更 御 通 知

Ｚ ［ ｦｾ ミ ｩｩｬｪ ｬ ｽ ザ ［↑ ｩＱ を ｬ 似 わり ＩＡＮＷ く相 ＱＱ ネ ｌ ｦ ｾＱ し Ｑ ＮＮ げます

/ 「般 会% を下心の @ り変更いたしましたので術l通知 l 申し J ます。

的今後ともー屑 の御支阪の程お ｉｾＡ Ｈｪ l 、申し上げ ます。

〈新会名)

( 旧会名)

社団

法人

社団

法人

日本アスフアルト同業会

ア ス フ ア ル ト同 業 会

ET 日 本 ア ス フ ア ル ト 同 業 会

関 西 支 部

本 部

関 東 支 部

九 州 支 部

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 101 T  E  L  (441) 8531 

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 1 - 3 T E  L  ( 271)  2208  

向 上

福 岡 市 万 行 寺 前 1 4 T E L  ( 28 )  40 12  

関 西 支 部
. . 6.  

コ文 員

砂 製 造 業 社 ‘ (五卜Tf JI関)

協 和 建 材 工 業 ( 株)

大 P' :"J 来淀川 IX 同川通 5 ノ91 sOil 6!137- 8  

( 株) 工 英 社

大|坂"i 山ーj災Ix! 前通 9 ノ2，1 ｾＶ ＱＸＸＶ ＱＭ 2  

( 株) 工 盛 組

大 Ｑ ＱｊｪｔＡｊ・以東区内Ｂ， ｧｾｦ 6 ノ43 ｾＶ Ｑ ｜ Ｎｪ ， Ｑ ＶＰ ・ ＸＲＸＸ

田島応用化工 ( 株) 大阪営業所

大阪市内 IX: ，'i' :J II) 郷 1 ノ7/1 '4416951  

大 恵 工 業 ( 株)

大阪市 ｉＧ ｬｪ 淀川区 ￝ｉＺ ［ 品 ｩｾ ［ 曲 Ｒ ノ ｊ ＵＳ ｾＷ ｊＱ Ｓ Ｑ Ｓ ＱＭ 2  

新 関 西 化 工 ( 株)

堺市浜川( } 児IIIJ 京 4 ノ270 J界(6)1788- 9  

東 亜 工 業 ( 株)

八! 己市' ( : 太了常629 八! 副2)2308 ・ 3039

日涯青化学工業( 株) 大阪営業所

ー 人 ｉｾ 什 ￎＪ 淀川 ｉｘＺｙＧｬｩ 上 ｩｩｬｬＳ ノ ＳＹ 側0051 - 6  

日 新 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖

大阪TITi! [j l i 新 IIIJJ t.通 1 ノ18 MI出28l - 3  

ア オ イ 化 学 工 業 ( 株)

広J;tjT有三筏-1，11汀2 ノ13 "4，出荷ピ J レ J1二!; ，¥(37) 9 1tI4

ー 島 工 業 ( 株)

伊予 三 ｉｾ 市 三 ｊ［Ｚｪ 町 ＱＲ ＰＰ Uf 子三 品4420

七 王 工 業 ( 株)

普通寺市普通寺町240ノ 1 ｾ ＨＮ［ ｾｪ 辺守 ＹＵＰ Ｍ 2  

砂 販 売 業 社 ‘

朝 日 渥 青 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪TII IJ ljl 京市y，ii? l 一斉問J l 4 ｇＳｾＲ Ｗ Ｓ ｬ＠

悔 本 石 油 ( 株)

大阪市対I 淀川|込者rr;: ':i l '句通 l ノ28 脚 0531 - 4  

枝 松 商 事 ( 株)

大阪市北区道水 IIIJ41 061) 5858- 9  

川 崎 物 産 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北 1><)潟:'2: 111]"50 ( 笠ビJ レ 21}' 与) 061旧774

( 株) 三 ;由 商 会

＿ノ，， Ｇ， ｨＡ Ｎｔ ｬ￯Ｇｉ ｉｪ ｾ Ｉｌ ノ ｬ 付 Ｒ ノ Ｑ :y，，'，)i !.a31) 7721  (¥; 

中 西 涯 青 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北 1>( を必111J 2 ノ 7 (364)430: ; ・6285

日 本 建 設 興 業 ( 株)

大|沢TI I *区北浜 4 ノ19 ｾ Ｓ ＱＩ ＲＷＷ ＱＭ 2  

富 士 ア ス フ ア ル ト 販 売 ( 株)

大阪市内 1>(); (III]" JJni 3 ノ20 刷1) 5195- 6  

前 田 商 庖

大 II){ "i IJlj Ix  1. If，:州通 5 ノル1 (1付1) 5223-
/
[

丸 一 石 油 ( 株)

大 ＱＱＩｾｔ ｬｮｩｊｉ［Ｚｪｬ 引を州 本 ｊｭ 1 ノ48 (1511760 1- 5  

村 井 工 業 所

大11)川I I  ｊＺＮ ｾｦ＠ Ix: I l:J 'f 111局111]"94 U3112514  

山 文 商 事 (株)

大阪市 (Jljl 五J .Vc品1:通 l ノJ 3 (H110255代

(株) ;定 見

大阪市住古 l三御崎町 3 ノ166 W岡185



「云えフアル竺竺竺竺竺竺i 三三L 」|

砂 工 事 業 社 ‘

旭 化 建 工 業 ( 株)

大阪市北区茶屋町38 Ｈ ＳＷ Ｑ Ｉ ＶＵＵＵ ｾ Ｗ＠

(株) 井 上 浄 夫 商 庖

大阪市西区江戸羽 1 /  101 (441)  8531  

大 阪 耐 酸 工 業 所

大阪市北区浮 ml ll T82 (371)  1333 

大 島 応 用 化 学 工 業 (株)

河内 di 新庄 II I (782)4171- 3  

(株) カ ナ ヱ 商 会

大阪市 北区空心III T 1  / 30 (351) 2922(352) 3412 

共 栄 涯 青 工 業 ( 株)

大阪市東区船越II IT 2  /  31 Ｈ ＹＴ Ｑ ＩＵ ＵＶ Ｑｾ Ｒ＠

(株) 木 下 謹 三 商 底

大阪市岡区江戸j届5 ノ5 (443) 0115- 8  

(株) 久 保 商 庖

大阪市北区rrr沙問T5  (364) 0206- 9  

坂 口 興 業 ( 株)

大阪市北区神 山IIIJ26 (312) 1  118- 9  

清 水 興 業 ( 株)

大阪市北区鶴野町34 (371) 0251- 3  

島 崎 興 業 所

阪市北区西扇町扇H可ビノレ (313) 3776代

(株) 新 光 商 庖

大阪市南区塩町通 2 ノ13 (261) 7195代

大 日 特 殊 建 材 工 業 (株)

大阪市減東区今稿1112 J  32 (939)0156-7  

(株) 大 和 商 会

大阪市南区 ;:'5titUl f四番丁73 (631) 6221  ｾ Ｔ＠

高山工 業 (株) 大阪営 業 所

大阪市北区老松町 2 / 19 (1昭栄ピノレ) (364) 9015  

友 田 工 業 (株)

大阪市都島区都島中通 6 ノ41 (921) 0531  ｾ Ｓ＠

内 外 工 業 (株)

大阪市阿倍野区旭日ITl ノ 51 (641) 3434- 6  

中 岡 ア ス フ ア ル ト (株)

大阪 d1 ' 城東区今tl l北 2 / 14 (961)  7034 ・1205

日 新 エ 材 (株)

大阪市西区新町北通 l ノ17 (541)  3785- 6  

日本涯青 工 業 (株) 大 阪支底

大阪市北区宮田 IIIJ 40 (361) 5496(1:; 

フ タ パ 興 業 (株)

大阪 dJ' 福島区上福島北 4 ;. 49  ('158) 0267 ・0277

(株) 双 葉 商 会

大阪市東淀川区木川 l'可ノ 町2 / 6 Ｈ Ｓ Ｐ Ｑ Ｉ ＳＸＵＵ ｾ Ｖ＠

マ ル ヱ ス 工 業 (株)

大阪市福島区上初仏 I ノ152 ('158) 4841  ｾ Ｓ＠

丸 藤 高 庖

大阪市北区天神精筋 2 /  1  (351)  2150 ・6595

三 星 産 業 (株) 大 阪 事 務 所

大阪市西区凶京 11町姻 1 J  74 (443) 9721代

城 南 建 材 ( 株)

布施市森河内東1-17 ( 782) 2255 

関 本 建 材 (株)

高槻市問IIIT通146 ioi 槻 (5) 1646- 7  

谷 中 建 材 工 業 (株)

京何日 l行下京区西七条掛越11可54 京都 (37) 8228

岡 田 建 材 (株)

名古屋市西区住木田T3 ノ8 名古屋 (571) 7461代

高 橋 建 材 庖

名古屋市中区丸ノ内 ト15 名古屋 (231) 3295

中 央 建 材 工 業 (株)

名古屋i lTI Il 区南久屋町 3 ノ12 名古屋 (251) 354 1代

(株) 名 建 商 会

名古屋市111区宮山 田J 41/ 2  名古屋 (261) 3671 - 2

日 東 物 産 (株)

名占屋市中区東瓦町39 名古屋 (241) 6176代

横 井 商 庖

Illj 宮 dJ 今tl ! 1I削If l 3 / 1  1
14;'; )，' ( 3) 5613  

石 井 建 材 有 限 会 社

神戸市兵庫区荒田 IIIJ 1丁目 神戸 (51) 5353代

棚 田 建 材 有 限 会 社

神戸市封合区上筒井通 8 / 22 布11戸 (22) 9182- 3

(株) 中 出 商 会

神戸市兵庫区上沢通 6 ノ9 神戸 (55) 4630

一 信 工 業 所

神戸市兵庫区仲間 III J 439 神戸 (34) 6930

中 村 漉 青 工 業 ( 株)

神戸市生田区北長狭通 6 神戸 (34) 5884

日 建 工 業 (株)

神戸市生田区多 聞通2 ノ28(大橋ピノレ2階) 神戸 (34) 5763

日 建 渥 青 工 業 (株)

神戸市兵庫区水木町 8 ノ5 神戸 (56) 0505

千 代 田 建 材 (株)

姫路市北条口180 姫路 (22) 4471

有限会社 小 野 甚 商 庖

|向山市内山下30ノ10 岡山(22) 4272

(株1 浜 原
豆盛盆Z  

荷 庖

尾溢市吉利目IT新浜 JTh道2760

青 盛 建 材 ( 株)

広島市鉄砲町108 広島 (21) 2281- 7

古 市 断 熱 工 業 (株)

高松市宮脇町2130 ｾＺ ＵＪ 公 ＨＶＱ Ｉ Ｕ ＰＳＴ

正 和 商 事 (株)

松山市-. i fi : II IT巾21 松dI  (2) 8161 - 5  

有限会社 伊 東 工 業 所

徳島市IIRfil lllT119 徳島6880 - 1

惨 賛 助 会 員 .... 

丸 善 石 油 (株)

大阪市南区長掘橋筋 3 丁目 (271) 1251代

社団法人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 大阪市西区江戸堀1- 101 (441) 8531  



東 ・西 ア ス 協 組 統 一 年 限 仕 様 確 立

絡の希: 〉&う，ィふ?

?ヌ φイ会 M水
ω  θ  

歩 行 用 屋 上 防 水

11憎昨号 勾 配 下 地 材 耐年}限11  押 ぇ 1i 詰
k重gl量m'  円単1m価'  

建 物 的 例 f上陥昨日 勾 配 ド j也 付 耐tr jFH 1l 押 え 方 法
k盟gl量m'  

lz』脈l/m{dE'  建 物 の 例

日間- X2 

l鉄'11 筋tEfE 所.t  

目。0 - 日2

旦砂利

朗MIlIt 舗海付地住宅l帯U  GC-2 1 0  12  95 840  P C・2 1 0 12  
コノ蜘クmリl事ート

249 660 

砂 利 撤
仁 J劫 耳

コンクリート

一 (l jJ l 支給)

4j1h5  !"i 問fI 宅所

4学公11校fl・民ド所テ自ル持1I  日間- X2 Xo o - X2  

1  :  3  :  6  

GC・2 15 15  100 1. 100 PC.2 1 5  15  コンクリート 249 920 

ftl ぷ u幼耳 奴 畑町F

コン クリ ー 卜

凶2日1t 1E:・I?T問雌釘銀I 内行耳十

2  露 出 屋 椴 防 水
PC.2 2 0  

日∞- X2
20 クリンカ ータイ ル 164  1. 1田

鉄眼{与 筋州f f1主11. 宅t7k Ta  
S C.2 1 0  弘5以上 10  11 780  

日向- X ，

シンダ コンクリ

5f、竜 ｦＺ ｴｔ 冊 Ｑ， Ｑ［Ｂ Ｇ Ｑ［ 子 ｩ Ｎ ｪ ｾ校 J革
砂 I.t 

PC.2 2 5  25 ー ト8伽1mJft 274 1.3' 0  

ト一一 クリンカ ータイル

見5以上 シJレパ ライト jち 1，;111- .事校E  

S C-2 1 5  

15  耽 H ) 止は

1. 960 
，EE J劫

( ，0;傾 .41;1、) コンク' ) - 卜 4  室 内 地 下 防 水

見s 以上

11< 骨 造
ト一一 彩 色 砂 l-l

提品t1' Jj(唱町市所ぃ

? 閣 崩f制恒
fm 3叶1  SC. 215A 本 毛 (片) 15  14 1，240  10 -2 0  ， 

( 同" ^大)
セメント 板

立 陪 食 1M::;

弘5以J

P  C  "j 

12  I  7シ A ン7 rグルルト
比1本 1，;1官I1 宅館持

BH- 20 1  コンク リー ト 地 下 室 床SG.  12 15  1. 110  1. 0.0 

ft 101( J 一地

弘5以上

鉄 筋 住 宅地帯

AC・2 1 0 10  I  7  Jレ ミ ン 9  980 

悼 fo' 飽

BV-2 0  1  
1.280 地 下 室 虫

3  砂 利 撒 屋 上 防 水

( 注 ) 苦行 I W呈上防車の11¥1晶は防水層のみ

( 凶 ア ス thM，JH l )責 任 施 工 組 合 員 名 薄

( 株) 久

( 株) ;.f、

近 1 ( 株 ) 11  

(1主) ).; 

1
1
'1 外 1:

1世 .lfi

1，1;  1  j，阪 (364 ) 0207- 8  .  4836- 7  

1，1; 1よ 阪 ( 443) 代 J i Ol 15

山 | よ 阪 (441 ) 8531- 5  

会 1).; 阪 (631) 6221- 4  

ｾ株式 会 日 1).; 似 (64 1) 3434 - 6  

旭 化 ill 1 業 株 式 会 社 | よ 似 ( 371) 6555- 7  

日 本 雄 山 l 荒( 1 ま) 太 阪 五 山 | よ 阪 ( 361) 5496- 8  

尚 111 1 荒 ( 株) 六 阪 日 草 刈 1 j，阪 (364 ) 9015  

{; JI - ¥ J l 川 ( ， 限 公 社 | 神 ド (55) 2140 .  2697 

畿 Ii株 ) '1
1  .'B 尚 会 ! 神 ド ( お ) 刊30 ・岨50

タ テ パ ヘ・ ン 尚 会 I ! ; ( 剖; (81)  0871- 2  

十川 . (，，'， 応 川 化 r . (J車) ) < 阪日並 1;Ir ｪ ， ｾＱ＠ ( 441 )代 }i 5951

川 ｉ ｾｉ 111 法 11 株 式 会 社 1721片付 (57 1) 1461 4  

瓜 1 ( ほ) 日 ill 師 会 1 r，川，( ( 261 ) 3671- 3

山| 品 情 ¥ J l H 山 ，r，， 'il ，[  (23 1)  3295 '  3431 

1  .昨 1 " !Ii 物 町 株 式 会 社 r，，'，'1;[ ( 26 1)  2501代I i

1  _，，_  1  .It 川 根 山 L ｾ＠ 株 式 会 I - t l :lt ［ｊ ｾ Ｈ ＴＱ Ｉ ＱＱ Ｓ Ｑ Ｍ Ｕ＠
:It  Ｑ 川 Ｇ ｾ I  Ｎ Ｚｾ Ｚ Ｚ＠ :'，:; 
.，c  1  .It 川 雄 N l 並 ( 株) 山 山 :1' ，'; fll'lr 1  ;，;，; 111 ( 21)  22 18  (41 )  0391 

叫| 北 川 i陪 N 1:  lt ( 株 ) k.i JI- :1' ， illl'lr 1  k，i  JJ- ( 23)  1134  
陪 I -:7.，. ｾ Ｇｉ＠ (1，1:. I  I  I  ＮＮ ｾ ＮＮ［Ｇ＠ 1'" ｉ ，ｾ＠ s'I 1 I  ＮＮ，ｾＢ＠ J'" :  ;' ， 1  ' : ↓ ;  

r記 1 ( 株) 小 .(: J 1: ｦｾＱ＠ 山 明 ( 3  )  2463  

I  .1.  I  N  "卓 ¥Jl 11 株 式 会 社 |止; 向 (21) 2281  7  

γ I  ，!{ ｊＯ ，ｾ 也付 Ｑ ＱＪ Ｑ 1判 山 町 草 刈 | 附 111 ( 23)  8285  7  

川 I ( (1 ) 小 y(. 1-" 尚 山 ! 附 111 (22 )  4272 

.  1  ( ，株 ) 共 同f ｾｾ尚 Ｑ ，Ｑ［ 16  jli 2760 

1' 4  1  ( 1:1<)  ｩｊ｜ 似ｾ ｾ尚 Ｉ，Ｇ［ド ［ Ｉ ｪ 1(. 1 支 1，1; ｾＩｪ＠ I{.I ( 2 )  3611 

Id I  r'i ili  l段 熱 l 盟 株 式 会 社 l 仙 松 ( 3 )  5034 
1"1 I  ｾＺｾ＠ ｉｉｾＢ＠ O l  ｾＮ Ｇ Ｎ，＠ .i. :  ..t;:，.  ，'" J¥， . . : ;  ｾＺ Ｎ＠
川 1iE 剥1 前 'Ii ti ｊｾ 会 社 ｼ 松 ＱＱＱ ( 2 )  8161- 5  

ーで'，'百τ 付 市了 M 附 言 荒 川i 1制 附 ( 勾 ) 日 ト B

J し |出 船 l 提 出 パ 会 社 | 長 崎 ( 4 )  1726 

，ー| ぷ山 !m 1: ｾ＠ けま) 北九州 ＧｩｾＧ 業 所ｼ小 (t (53)  6337 

… 1  (; ，fi ，Jr 輩 出 式 会 トi 雨 l瑚 ( 53) 5161- 2  

作 Ｑ Ｑ 市陥工ｾけま Ｉ 自 民 本 ｈＧ Ｎ ｾｾￆ＠ J昨 |熊 本 ( 2 ) 1098 ・9464

I.. ， 陥 L :I!¥ ( 1主1 ).; 分/ 1 ' ，岐所 1)< 分 ( 2 )  3811 
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川

州

制

刊

ｉ ｩＧｾ＠

n  
〆、、

"  

制lI也l正
U:  
z・... 

icll l 札 帆 (26) 5616 

社 |札 帆 (25) 7181  

icll 材 社 |札 帆 ( 73) 1131 

社 |小 1時 ( 3 ) 2181  

Ｇｾ ｕＺ＠-y， 

〆λ

"、

u  

式

L

K
恥f

 州

問

業

土

色

4

I

 

M

臨
'

M

M

株

(

(

 

( 及〈 ア ス 『弘幸且員 )

什制l

( 株) 浜

j也IR

|ヒ

海

道

述 付111 

材 1111 形 ( 2 ) 8161 

イI Ｎ Ａ Ｎ ｾ＠ 7 ス ブ ヲ ル l 尚 会 1(111  -1-; (23)  2663  

両 会 |仙 台 ( 25) 1611 

3品形( 除) 111 

点

It 

八 本 fl首 。Ji 株 式 会 社 I lif i!') ( 22 1  3218  

'1' 1. lt 川 税 庁 工 業 ( 株 ) lif i!.J 'i: i  ｾ所 Ｑ Ｑ Ｑ＼ 出 Ｈ ＴＵ Ｉ 3526 

:1:1 j; J f Ilf. ，ＺｉＡ｜株 式会社 ｉ ｉ ｾ 本 Ｈ Ｓ Ｉ 8001 

j担 111 1:  ｾ＠ 株 式 会 社 11是 J f ( 3 )  2459 

l刊 ! 桜 ) 1 辿 M 1' (( : I ! ¥株式 会 社 1，." IMI (54 )  6211  

JI- J : 放 ，I. t _L  ｾ＠ 株 式 会 社 | 点 点 ( 541 ) 1914 '  0964 

ｾ＠ /J ;f ill H 川、 式 会 社 1 ｾ Ｈ＠ ，;， ( 368)  6973  '  8794 

( 株) 小，1;-: ，J 訪 山 * J;( ＧｪＺｾ Ｇ 業所 ｼ 点 点 Ｈ ＸＲ Ｑ Ｉ 1050  

協 和l 也 材 株 式 会 社 1i!¥ 訟 ( 54) 5461 

1瑚 1，:' :;  111 J : 業 株 式 会 社 1 ｾ Ｈ＠ ，;， (251)  0161  

会 | 見( ，;，(251) 8861 ・

( 株) 山 ，'J!， I 水 ド ( 2 ) 9151  

点 l u本 ガ ン ツ 工 業 ( 株) 千 来 日 草 刈 I r  出 (82) 2430 

'1' H 概 行 」 業 株 式 会 社 | 見( J; ， (892)  0131 

( 株) 三 1(1 ｮｾ＠

111 .(.  1<.: 川 化 工 株 式 会 11:1 点 J;，( 866) 代表6101

ム

ロ

ム

ロ

東 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組

東 京 ・ 千 代 間 区 岩 本 町 3 の 11の 13川 ぬ /;;:;. 川 内 T E し 代 表 ( 866 ) 6101 

大 阪・ 大 阪 n.j 凶 区 ，;t JRf 桝 1 の 7 4  T  E  L  ( ¥ } ， ( 44 1)  595 1  

札 幌・ T ，E L  ( 22)  6  0  :.1 8  福 岡・ T 1よし ( 28 ) 2  8  0  7  

仙 台 ・T E  L  ( 22 )  6  4  1  3  広 島 ・ T 1，:  L  ( 21 )  2  2  8  1  

名 古 屋 ・ T E  L  ( 571 )  6 3 6  1  岡 山 . T  E  L  ( 24 )  2  6  9  2  

述設省阪主主22号認 "f

建 設 省点 言 Ｑ Ｇ ＶＵ 号 ｾ ｑ ， ｉｉ ｊ

8  
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レオノ f ノールB A シート により

防水 された新幹線 / 浜名橋梁

J E WE L R Y  COL OR S  

1  N  

I  F  

ｾミミ ｉ ｾζ ー

グッドセンスを

敷こう

ストレートで

イ" T- 7  

ラインマット

ι7目、，ール' BA

特長 . ｩＧｩ主ｾ ｾや紫 外 線 ， -耳、治1' 1:で1m被光線のもとてぺよノI <久: : ｾｦ ヒしな，、 。

' 11.品ノ'1，せず完全不透ノド1'1: てーそれ1' 141，';，¥倒! されない。

・大きな 伸長性を右 し柿造物に '1: ずるへT ークラ 〆タ，Ji; . び: : (':lI l1主fN!ii に

火 令 に対応 tLI!1月、 る

・- 30・C ＫＶ Ｐ ・ ｃ の弘 山 純 Ｑｭ で刊状，Ｍ変化をＧｪＺぜ Ｍ ｉ ＢＧ ＯｾＺ ｾｾＺこ Ｈ Ｇ ＱＲ 川 Ｑ Ｑ Ｇ ，ＭＪ る

・シートの，Ft ね介せ ｬ よ冷 ｌ 付 で完全，Ｍ出 Ｑ ｾ され、 ｊＧｉ ｌｴ ＡＮ｜ ＨｉＧｾ Ｑ［［Ｎ Ｑ リ ｪ ノト 併 が ｉｦ ｾｉ ｊ 止

さ ｬ ｬｾ 。

!日 途 一 般 隆 屋 根 ・地下街 ・地下道 ・地下室 ・水泳プール ・高架惰

・ずい道 ・P . S 桁等の防水

- 薬液注入工事

M. I 並ひl こL W互法

- ブチルゴムシートによる防水

本J t J l -7.インタシート

持制lにl刻して は弊祉は業部 にお[::1合せド さい 。

⑩日照?合??ヤぞ締 役 tl : ｊｾ＠ 1I1 Ib:'i t! 'i  



地 区 別

北 海 道 地区

東 北 地 区

関 東 地 区

北 陵 地 区

東 海 地 区

近 織 地 区

中 国 地 区

四 園 地 区

九 州 地 区

年 限 保 証

g 本7スの7ス，7? ' "与

- シ グ マ ー トによる ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 持 rA<. 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 版 中 )

. メ ル タ ン 防 水 工 法

- 全国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 と 技 術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け い た し ま す 。

会 社 名 代 演 者 f主
干R

日 新 本 ス レ ー ト 株 札 幌 式l 会 社
仲 川 憲吉 札 幌 市 北三 条 東 4 - 1

日 逃 エ 株 式 会 社 L 出 張 所 大 木 久f畳 。 南 大 通 り illi l 3丁 目

日 新 挫 工 株 式 会 社 仙 台 出 張 所 滝沢 月耳目11 仙 台市 二 日 町 1 - 2

伊 穆 建 材 株 式 会 社 f;pij 壷 雌吉 耳ｾ Ｊ 都台東区西浅草 Ｒ - 15- 9  

北 条 f弘;文t 太3闘台1  

。 中 央 区 湊 町 3 - 7  

有涯B 蝶宇キ土土

金山岡中辰華
e  千新宿代区柏神木 5 - 1172  

。 田 区 田 佐久間 町河 岸5 1号

'iiJ( 野 英 夫 e  荒 川 区 南 千 佳 6 - 42  

日 ネ土 山 崎 慎二 。 千 代 田 区 神 田 猿 楽 町 1 - 9

マ キ土 西 国 勝 治 e  台 東 区 北 上 野 2 - 2 1- 10

再審 キ土 藤 井 事昌 。 文京区林深町川9 4  

7繭木官 キネ社土土

小 島 英 夫 江 東 区 f主吉町 1 - 14 

帽木自下白

武 e  千民代 田 区 富 士 見 町 1 - 12  

。 田 区 江 東 帰 4 - 32  

理大1晶干 ネネ社土土

野由市量口喜柵票 伝 八

。 渋 谷 区 下 通 り 3 - 15  

喜克重

。 荒 川 区 商 千f主 6 ー 15 1- 2  

。 大 田 区 南 蒲 田 1 - 14- 2  

+石同量 1ネ社苫土
偽想昭造吉二巴

木戸市泉町島f乍1009 

^ 図1 11 7

高新崎潟市市 流 場 宮 浦 1 ー げ 11

島有脊大 手限口限屋工会社操建社繰会折式設小会橋株社政島富次式工山郎営会操商難社1所所苫

品守斤 目寄人

金沢市此花園1 5 - 7  

備島禰 一 郎
宮 山県 高 岡 市二 番 T

。
。 志 貨 野 2 5  

小島田 一真公一
宮山市堀川 l小 泉 町 7 7  6  

株 式 会 社 三 井 ヱ 鍵 所 ニ 井 康 雄 静 岡 市 大 和 町 1 - 20 

協 中 和 建 材 エ 柴 株 材式式式 会会 社

渡木伊宮下辺勝崎 作隆亘ニ造勇

清 水 市 渋 川 5 2  0  

央木 強 制 工 柴 棉 キ土
名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 町 3 - 12

宮日 建 材 興 柴 株 会 社

4砂 西 区 南 押 切 5 - 3

崎 建 1苫
d勉

中区伊事寺山 町 1 0  0  

B るf zバさZ三興 持 空袋Jf線a15F式 武 会主会 栓

井 場 年園 大 阪 市 西 区 新 町 北通 1 ー 17

マ ヰ土

山崎本 盤遺実'失治h  

。 福区島泡区町よ福通商 1 - 152 

株，マ膏 J  ネ底F土H  
キi勝構丑ヲ見ド

。 商 2 - 13  

e  北区鶴野茂町 3 4  

尼 崎 市 木 堂 加 6  4  

中 社 中 村 秋 太 郎 神 戸 市 生 田 区 元 長 狭 通 6 丁 目 神 織 共 栄 ビ ル

棚 キ土 棚 田 秀 吉 。 驚 含 区 上 筒 井通 8 - 22 1  

フ ヲ偶 キ土 友 長 保 男制主 大福阪井市市温松阜ケ ｅ 棺ｾ Ｍ ｾ図 ｢ＷｅＶｚ 島 Ｒ 北 4 - 49 

石 建 材 株 式 会 社 石 橋 節

挫平中日永式工国柴建会防株 材 株 広式洋島 出会5民社

木 村 量豊 広島市右草午町 1 0  6  5  

大株 式社会三社 4  所llIl 

。 庚 商 図1 1 - 2  

谷 間 百量 広 島 県 大 竹 市 小 方 町小方 2 4  5  5  

束 木 工 鎚 有 限 主会 社 馬 場 久 岡 山 市 麿 屋 町 7 ー 18

株 式 会 社 山 式 本 商会 会 山 本 進吉
松 山 市 =番 町 7 - 8 - 1山 本 ピ ル

大高 三 工 業 株 社
飯 悶 浅 高松市市本 ｪｾ 町 2 ー 17

知 涯 膏 株 株 式式 A キ土 備柴 井 良 一 徳高知島 屋 崎 町 2 - 20 

徳 島 大 三 工 紫 冨会 社 田 秋 男 市 矢 三 町 東 野 181- 1  

線日 新 式 興 会 柴 社 株 工 式 村 会 社社 河竹野村 綴毒ー殺

延 岡 市 本 小門 路 7 4  

北 九 州 市 司 区 大 里 束通 10丁 目

線式式耳毒 会 社 大 ニ 商 会害
戸北高原 線 路正

宮 崎 市 和 知川 原 3 6  5  

株 会 社 北 原 建 式 式材 会商

鹿 児 島 市 草3長牟 田 町 3 9  8  0  

安 工 事 株 ネ土 川進勝 正之 福 岡 市 大 FJE1 一 新 町 9 5  

日 強 工 材 株 会 社 綴 博 一 e  大 手 2 - 8 - 6  

. 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

10 
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3 0 年 の 技術 が 生 き て い る /

治 車 輔 用 の オ ー ト ド ア を 作 って 30年 の 歴 史

ー を も っ タ イ ハ ッ が 、 そのイ憂れた技術を駆

使 し て 開 発 し た 建 物 用 オ ー ト ド ア 。

ホ テ ル か ら 工 場 ま で 近 代 建 築 の 陰 の 立 役

者 と し て 活 躍 し て い ま す 。

F  

-1ダイハツ 1

7tートドP

発売 元 株 式 会 社 = 哩 到 す

東京都中央区日本橋本町 2- 7 (信和ビル内) TEL (241)  1301 (代表)

大阪営業所大阪市西区新町通り 4- 39 T E L  (531)  4776 (代表)

駐 在 所 札 幌 ・ 名 屋 ・ 福 岡

製造元 ダイハツテsイーゼル株式禽社
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4 中 部 日 本 ビ ル と 明 治 村 を 見 る 会

日 時 10月16日 ( 日) 集合 ・午前 101時→解散 ・午後 511寺

集 合 所 国鉄名古屋駅前 ・名鉄自動111駐車初 ・目標会旗

会 Ｑ ｾ＠ 7  0  0 円( 昼食，ノミス代，入場料〕

申 込 10月 5 日までに「往復はがき」で協lいます。11 日頃までに参加祝をお応けいたします 。

行 程 名古屋駅前] 発 10. 00 ( 貸切パス) →巾部日本ヒソレ見学 10. 15- 1 1 . 30 昼食( 向ヒリレ内 . rl : J 日パレス) . 同研

発 12.30→明治村見学 13.30- 16. 00→名古屋駅前解放17. 00

明 治 村 解 説 者 伊 藤三千雄氏( i ' ，城大学助教授)

中部日本ビル・ 建築概要

所 イE 地 名 r' ，屋市中区新栄町 1- 6

i3t 日u ¥設計工務株式会主l

1)在 二[ 株 式 会 社 竹 中 工 務11i

敷地I ( O砧 6. 591. 468m2  

機 ifi - 規校 S. R . C造 ・地下 ，11桝 ・j也lニ121桝 ・桃! 五

H 持

ill 築而脳 5. 772. 4 m
2  

延建築 l同組 8'1. 446m2  

明 治 村 明治村l土佐築家谷門吉郎. 名鉄社長土川元犬両氏の発案で ，Hti 川夢声氏を村長とし昨年 3 )]IJN村し

た。敷地は犬山市の尾張富士山絞入臨池畔約50万平方メート J レを占め， 各地の明治名建築16棟が是正を並べている 。乙 ζ

には塗ヨハネ教会堂( 重文) . 西郷隆憾の弟従道正11 ( 童文〕を始め J ' J 木将軍l時代の学習院々長宮舎 ，同] 外 ，i J l 立石邸，旧

凶布教室，山梨郡役所， 六述| 援

兵 舎 等 か ら 品}I I 灯台 !C 至るま

で. 'YJ 治の各H寺j切の建築を多磁

多機 ｉｃｾ められている 。

また ， その正ｾ物 ｴζ 附属した調

皮Jil や . 'YJ 治をしのぶ興味ある

展示品まで集収され，明治資料

湯としての価値は極めて高いも

のである 。 しかも建物は整然と

よく広 Ａｽｾｉζ 合致して配置され Ｎ

エキゾチックな風景を十分に楽

しむ乙とができょう 。

。UI 1)1， 
Ul H  

1970年万国博会場計画特集 ・有料頒布 (雌と社会 8 月 号 IJ Ji: IJ)

内界・万国博と建築/ 東畑謙三

12 

1970年万国博の会脇計岡/ ，ilj 山卯三

・万国博会場計画における技術的諸問題

1. 会場計閣の方法とプロセス ( 技能治的アプローチの可能性〉

2  万国憾の機能

3. 会局計画の考え方( 未来昂111; のコア について)

4.  i I ! 築条件の惣定( 未来の lJl築 ・シンボル空間 ・お祭り広場 ・人工頭脳 ・他)

5. 地形と土地利用 の現況

6  交通計画一一アプローチ 一一

7  会場跡地の 計 画 ( 的判l科学郎市の従来)

11111111111111111111111111" uI IIIIII ，，11I1I 11I 1111 は1111111 白lI11111I U1 IIIIII LlIl IIIIII Ll" II IIIIIIIIII: : . I"IIIIUIIIII Ll IIIII111111111111111111

r  

頒 布 : ￥ 250 (送共)

申 込 : 日 本 建 築 協 会

電 ・大阪 231-9649

111111111111111111111・1IIIIIIIIIII Il tlLIIIIII IIIIIII l111 lJ III l

司



員 倍 加 運 動 実 施 中

日本建築協会では，明年 3 月30日をもって創立.50周年を迎える乙とになりましたのでこれを契

機として会勢を伸展すべく目下会員倍加運動を展開中でどざいます。

何卒新入会員の勧誘にど協力 下さい。

なお，期間中の入会については下記特典があります。

(1)  入会金の免除

(2) 今秋発行の会員名簿 に登載 ( 9 月末迄入会の方)

司 会

員 名 簿 の 発 行

今秋発行予定の会員名釣について内容の正確を期するため， 目下皆様方 le 会員名籍原稿資料

( 記入用紙) をお送りしておりますので，早急にど記入の上，ご返送下さいますようお願いいた

します。

4 会

司 会 員 グ ル ー プ を 結 成 し て 下 さ い

同一職場で，同一ビJ レ内で，または隣，近所で 5 名以上会員のおられるととろは，

結成して下さい。会費の 10%を手数料として払戻すほか，種々¢特典があります。

グループを

4 京 阪 天 満 ビ ル 見 学 会

9月10日( 土) 午後 l 時半( 集合) - 3 時半( 解散)

上記ヒツレ北側竹中工務庖作業所前 ・目標会旗

所属の会の事務局へ包話で 9 月 6 日までに願います。定員200名

所 在 地 大 阪 市 東 区 京 橋 2 丁目35 建築面積 8.  297. 55m 

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 延 面 積 82.082.  22m 

構造規模 S R C造， 地 下 4 階， 工 期 自 昭 和39年 6 月25日

地上 8 際: f ; 答屋 4 階 至昭和41年 9 月30日

軒高 G L + 31 m 搭屋最高部G L + 43m 

日本建築学会近畿支部，大阪府建築士会共催

日 時

集合場所

申 込

建物概要

、v

一一 彦谷邦一氏を囲んで一一4 第 3 回若い会員の集い・ 「住宅を見る会」

9 月の企図として. &t 谷邦一氏

の設計になる住宅作品を見学し ，

ついで彦谷氏を囲みその作品を通

じ建築の造型について話をきき，

討論の会を催したいと患います。

日 時 9月29日( 土)

午後 l 時半( 集合)

- 41時半( 解散)

国鉄芦屋駅北 出口付

近 ・目標会旗

申 込 往復はがきで20日までに願います。参加証をお送りします。

b 生 田 邸

① 建築場所 芦屋市朝日ケ丘町258のl

③ 床 面 積 2ωrri  78T  ( B階，織械室，物也含む)

@ 構 造 鉄筋コンクリート造，一部鉄骨造，平家建( - 1 l s B 階〉

@ 島 根 制緩，不I開板，一文字卦

⑤ 外 壁 色モルタル( 惑水入) カキオトシ

「第 4 回 若 い 会員 の 集 い ・ 予 告J r植木と庭園を見る会J 10月22日 (土〉午後 1時一 5 時

集合場所

耐

震

・

耐

火

・

軽

量

・

堅

牢

防

鋳

完

全

・

中

空

防

音

合

理

的

工

法

・

責

任

施

工

大 会株

阪 社式

電 市

話 北 奥

北 区 村

(364) 木 吾

凶 幡 呈

ー町 兵

三さ 衛

7選商

四地 庖

| 武智式日信三角杭 l

誌 智 工 務filf

取 締 役 会 長 福 留 並 喜

株 式 会 社

大阪市東区? ，1 Iiru1.精 2 の20( 高 麗 新 ピ ル 3 階)

ｾ Ｂ＠ T  E  L  ( 202) 3233( 代 ) 7501(代)
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4 第 3 回 実 務 に 直 結 し た 建 築 工 事 別 説 明 会

「 新 し い 内 外 装 材 と 工 法 (1 ) J  

第 4回建築工事別説明会・ 予告

『新しい内外装材と工法 ( 2 ) J  

10月2J 日( 木〉午後 l 時

於大阪科学技術センタ ー

日 時 9月28日( 水) 午後 l 時半- 5 時

会 社 大阪科学技術センタ ー4 階 ・401号室( 大阪市西区靭 1- 118，市パス靭公園前)

定 員 2∞名( 申込は不要です。お誘い合わせど出席ください)

説明題名 ・説明者

『最近のガラスプロ ックの性能とパ才、J レプロックの施工法j

日本電気硝子株式会社建材課長 孝 橋 昌 秀 氏

?建築材料としてステンレスの新しい使い方およ びアルミ 鋳物』

株式会社田島順三製作所営業部係長 中 村 光 夫 氏

『画期的なアルミ カラー内外装材ミ フレクサラムミ』

三協アルミニ ウム工業株式会社営業企画課長 藤森 其氏

口最近のガラスプロックの性能とパネルブロックの施工法: ガラスフ' ロックは，光を透す唯一の

壁材として，一般住宅からマ ンモスビノレに至るまで広く使用されております。とのようにガラス

フ' ロッ クが，広く使用されるようになったのは，ガラス ブロックがもっ，すぐれた性能が認めら

れたからです。

(  1  ) 防音性…・・・透過損失 40db 基地周辺学校に使用

( 2) 耐火性・… 一重盛，耐火 3 級 B 種防火戸合格二重壁， 1時間耐火 ( WN- 1∞8) に合格

( 3) 耐風圧性…・・室戸台風の 3 倍の風圧に耐える

( 4 ) 耐震性… ・・新潟地震のミ震度 5 ーでも大丈夫

その他，採光性，断熱性，強度並び1<:: 結露現象においても他の建材にない性能をもっておりま

す。また，去年 9 月より新発売 しましたパネルフ. ロックは ，一定数のブロックをパネ J レに組み込

み，一般住宅用 として広く利用いただいております。パネルフ. ロックは施工が簡単で，組合せに

より ，明るく美しい壁面を構成いたします。

口建築材ーステンレスの新しい使い方およびアルミ鋳物:

( 1)  タジマフ ロンティア 18 - 8

株式会社回島順三製作所はヒワレの高層化 lζ 対応して従来のオ ーダー製品は勿論のと と，50年に

亘 る経験と蓄積された技術の粋を結集 して ，3年ほと前より田 島ナタルワーク株式会社を設立さ

せ，レディメ ー ド製品の開発をはかつてきたが，乙のほど 「タジマフ ロンティア 18- 8 J の製品

化1<:: 成功し た。 乙のタジ 7 フロンティア 18- 8 は

① 金属製品の最高品質であるステンレス材にもかかわらずアルミニウム材並みの低廉価格。

② 部材断面の合理化に成功一ステンレスのみで高強度を確保ー

③ ジョイントに安全確実な新工法を採用。

④ 新しい生産システムによる 7 スプロ体制を確立。

⑤ ユニット工法を採用し現場取付の単純化lζ 成功。

(2)  アルミ鋳物による壁画の出来るまで 実例一 「山口銀行本底一壁画一」

上記の施工例にもとづいてアルミ鋳物の工作法を説明します。

口画期的なアルミカラー内外装材< フレクサラム> :

< フレクサラム> は，世界的なア J レミ建材メ ーカーである米国ハンターダクラス社との技術提携

により 開発された全く画期的なアルミ内外装材である。弾力牲に富んだ特殊アルミ合金 lζ ，ア ク

リル系樹脂塗料を焼付けしたもので，①天井材，②サンルーパー，①外装材，④スクリ ーニ ング

の4 種に大別できる。その特徴は ，(1)弾力性が豊富で曲げ加工が容易，(2)耐宣告、性が強い ，(3)色彩

が豊かで色むらが全くない ，(4) ボル トナット 等が不要で簡易に施工できる ，(5) ノマネ J レとストリ ン

ガーの組合せにより自由なデザインが得られる ，(6) 特に天井材については，軽畳で換気性，空気

浄化性，吸音性 lζ 最も適し ている。

施工は，躯体星 ｾｉ＼ＺＺ 設定したサポ ート ｩζ ス ト リンガ ー Ｈパネ ｊ レ保持材Ｉを取付け，乙れにパ才、 ｊ レを

はめ込む。また，ス トリンガーのピッチの大小により耐風圧性の増減が可能である 。

ｾｮｴｶ￸ｬｮＢ＠

送風機

. L A F形 リミッ トロ ー ド送 l瓜機

・T A F形 可 変 式 軸 流 送 風 機

・S L 形 ストリーム ライン送風機

・C L 形 セントリ ーラ イン 送風機

・プレー トフイン・ヒ ーター ・クーラー

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所
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召 JPhaoct

レタリング一一アルファベットの字版

広告やデザインの分野で、英字のレタリングを使用する度合が

はるかに多くな って きたが、さいさん使われるそのレタリングの

タイプが、どうもぎニちな〈、美しくないという意見がある 。ニ

れは、古典的な原型をよ〈知 勺ないニとから生ず るものだ ともい

われて いるので、 この際、古典的なアルフ ァベッ トの原型を知っ

てお〈ニとが大切だと考える 。そういった意味で、 F reder ic . W 

GoudyのrT he A l phabet J  (  1918) から、英文のフォ ームを紹介す

るニ とにした。ニの r T he Al phabet は政岡基次氏のご配慮で京

都大学よリ借用したものである 。

以下に、 A より Z までのアルファベットのフォームを紹介する

が、本号は、 A とB 、次号には C とD 、次々号には E とF という

風に、つぎっき1こ字版を紹介 してい〈つもりである。つぎの文章は

Goudyの解脱である。

なお、ニのレタリンダはさりとり線をつけているので、 A から

Z まで絞ったとき、切りとってひとつのまとまったものになるよ

うにし fニ。

d  

l  

ア ル フ ァ ベ ッ ト の 字 版 に つ い て

アルファベソ卜の作々の文' j - : が 作 i ': 版 に ぷ め さ れ て い

る が、 そ の ・ つ の 文 i ヘについて 15 の j主 っ た タ イ プ の レ タ

リ ン グ カ ヘ そ h ぞ i L の i<J阪の I，;J じi、川町 に / J ¥めさi L ている。

こ の 15 の君主化 を作 っ た レ タ リ ン グ に つ い て Jl o' ':;:;・に 興 味の

ある l先 史 的 なれ 釈 が な さ れ て い る 。

NO. l  Ｎ この止 Ｚ￯＼ はロ ー Ｗ のトラジンの れ の Ｉ，ｾ礎 の ＶＱ｜Ａ 銘

( 紀厄 11 4  (ド) か ら 米 た も の で あ る 。 そ の 銘 の 釘l ま れ て

いるイ i は 3 フィ ー ト9 イ ン チ の r'，'，'j さで 9 フ ィ ー ト争 の 以

さ の も の で あ る 。 こ れ に 般 に 六1 1・の文:i に が 彫 ら れ て い る 。

その ｊ Ｚｊ ｾ 五 ｉｊ の ト ーから Ｍ ＮＱ i は 作 々 4 Ｍ ｾＭ インチ、以 Ｍ Ｑ ， Ｇ ｬ￬￭ｩｬ 表 した

ＱＢ Ｑ さの文 ￯＼ で ｪ，Ｇ， ｊ ｾ ら れ ている 。 セリフＨ文Ｇ ｪＭＺ の 縦似 の 端 に

つけられた中 ＱＱＱ Ｇ 、ヒ ゲ 街 ｬｩ リ Ｉは 小 さくが Ｇｉｾ 術 に 、また紛ｼ し、 ｫ ｊｾ

の 11I は太い品i，[ 似の 11I の 約 、|七分 で あ る 。 s 1-' R の カ

ー ブの ｊｊａ は ｾＮ ｹ にￌＢￌＧ Ｎ ｉ ｉ さ れ るべき総である 。 Ｑ Ｑ J .  K  

U .  w  y  ＯＮは ｊｊｌ イ Ｑ ・ ｩ ＾ｬＡわれている ｉｦｾ とや、 ｹｬＡ ｾ っ てい

る 。 こ ｩ ｩＮりの人ー文 Ｚ Ｇ ｪ ヘは大ｉ￟ ｲ Ａｬ物館 でその 俳文より 紙ｾ ｾ ｦｦｬＺ に

'I j しl目見 ら れ た む の で あ る 。そ れ は 11止大| 恨 の 努 力 を は ら って

ｉｦｾ や、縦 ＫＯｉ Ｇｩ のつ りイ子い ａ なあらゆる繊制 ＱＱ なプ ロ ポ ー ション

をリ し取 っ て い る 。 1，.!.lj'<: ;たな ら ぬ こ の フ ォ ー ム は 、 こ

れ を J主従 と し た %.JI ι ぃ kJ J Lの ' 1' に IILi ヨ一 口 y パ の J占-1' (1()

な レ タ リ ン グ と し て ' 乏 け 人 れ ら れ て い る 。

No.  2 .  ft(l1 トした A 作によ っ て .' ｾ Ｚれた立 ｾ Ｇ ｪＭＺ 0  l' ・.' Y. _は 111/i>、

:(::ti ペ ン で I I  ｾ Ｎれた ｉ ｉｾ Ｇ 件、 である 。 ｦ 去 に 、 Ｗ - 8 111 紀 の ア ン ン

ヘ Ｎ Ｏレ ￯ イ Ｔ に ｾ ｉｊＨ させている 。 この ， ｉｈ 本 は 作イ ｦ の Ｇりイ本に ｊι

いた ｌ のでなく作 Ｎｲ， ーが Ｑ Ｇ Ｑ 然に Ｇ Ｑ み ｮｾ した ｌ のである 。

No. 3 . ゴ チ ッ ク 又 は ブ ラ ソ ク レ タ ー の oj fl 文' 子。 I'J いロ

ー マ め ア ン シ ヘ. /レ文: j ・がp断 次 附 汰 さ れ て '1れ た も の で あ

る。 こ の フ ォ ー ム は 15 111 紀 Il. 'j 代 の -1ヒヨー ロ ッ パ の 装飾 川

Ｇ｜リＡｾを世ＧＮＱＱしているむ っ とも Ｇ Ｑ ＧＮ き Ｇ Ｑ ＺＮ さしたフォ ー ムのひと

つ で あ る 。 また k 出 に 装 飾的 て' あるため 、 一' ( .' j-: が I I) ti:.

みにくい，'''.1.カ f ある 。 こ の レ タ リ ン グ は ロ ン ド ン の キ ャ ス

ロン JJf j立J引か ら n¥た i，rj'j<j.本 で 、 「 キ ヘ ス ロ ン の オ ー ル ド

・フ' ラ ソク 」 と も 1I'f' I;f i L る 。

ｎ ｏ Ｎ Ｔ Ｎ ロンパ ー デイソクのゴチゾク ｩ ＯｩＧｪ＼ 。 この ｩ ， ｲｪ Ｇ ｪＭＺ ｉｉ Ｚ ｾ

ｊＧ ｉＮ［Ｚは Ｑ ＰＭ Ｑ Ｒ ＱＱＱ Ｚ 紀の航行 守 なロ ー ＿ｉ ｦ ｾ パ の伝統かり肉 Ａれ ｌ 、ｾ

fiI li( ドJ な ま ｴｪＨ ｾ の ｪ ｗｊｬＱ によ っ て 剥 ｬ み 心Ｎ てら れた 。 ｉＢｉ ＪＩｾ をつけ

たリ ｉＨ｛Ｊｾｾ をふ っ くらさせた りロ ンバ ー ドを 色 々 、 発 以 変 化 さ

せた 。 これらの文 ＧｪＧ はｾＨ｛立 ＺＧｊ ヘとして Ｑ 山川される場介が多い 。
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ぞ二fJ ph泌氏
ｎｯ Ｎ ＵＮ イタリーｽＡｬｩｾの九 ｬ 床 を持った小文 ＧＷＺ Ｐ 14 惟紀 の 'lj:4王から少し

変 え て 155611三にV espas ianoに よ っ て 計 れ た 本 か ら の も の で あ る 。 古

代 ロ ー マ の ア ン シ ャ ノレ文 j 三 を 法 本 に し て い る 。 文 'i 二に 九 l沫 の 特 色 を

Ｎｦ ｊｌ しているこの ｾ ［ ｉ ｾＺ 休はがとしてゴチックの 主極端 な 灼 保 っ たものを断鈍

していなし、 。こ れは現イ Ｑ Ｚ 我々 のローマ ｪＧＺ の 小文ＧｪＭＺ の Ｉ ， ｾ本にな った ｊ ｦｪｬｾ

でレある 。

No. 6 . ゴ チ ッ ク ま た は ブ ラ ソ ク レ タ ー の 小 文' 入 Gut enber g と

F us t によって初めて l' jJ l，jl) にf¥l : われた日 ' tf .本で、 J1271?の タ イ プ の 絞 'うー

か ら 米 て い る 。 こ れ は ド イ ツ の 中世! 瓜な小文' j - : から分れ て 米 て い る

が、イタリ ーに おいてさらに洗ｾ Ｊ され、 ＱＵ Ｍ ＱＢＺ 紀中ヒ Ｚ￭ｩ に美しく〉己 ｊ ，記さ

れ 初WIイ タ リ ヤ の プ リ ン タ ー に よ っ て 抹JrJ された。

No.  7. 始 め よ リ 紛i小 さ れ frJ ば った ;; Jj- の S weynheym と P annart z

の 二 皮 Ｑ Ｑ の 爪 ｪ つである 。ゴ チ ｹ クマンネリズムの Ｉ ｪｬ￭Ｇ ｊ へ 似し、た ｉｦ ｾ を

4 、し て い る 。 こ れ は ま た ゴ チ ッ ク か ら ロ ー 7 ' j-ーへ の 移 り 変 り を d ，し

て い る 。 け れ ど も こ れ は ゴ チ ゾ ク で も な く 、 ま た ロ ー マ j にでもない ε

Ａ必じから寸ればブチソクであるが、 ｉｦｾ はロ ー マ ｪＭＺ に ｪ ＡｩＺいとい っ たと

ころで。ある 。 これらは. fJLイl の わ れ わ れ の ロ ー マ ' j-: の 小史:j-: の lJ ;t ｊｾｉｾ で

あ る こ と が 1M ｬ ｈｾ Ｑｉ永 が ｮ たれる 。

No. 8 .  N i colas J enson の t目下。 of( 吹ーな 特 伐 と 災 し さ を 作 っ た 初j

WIの ロ ー マ 川 'j: で あ る 。 デ ザ イ ンは l' J  ，、大 J"I .な }¥_ j' ーというよ りも、

むしろ完全な釣合いの取れた ｾ Ｚ Ｑ ｾ ＺＱ Ｄ といえよう 。 この ， Ｑ ｾ ＺＱ Ｄ はＭＧＱＧ Ｑ Ｚ 絡が

文内己し て い る と い う の で な く 、 そ れ ぞ れ が 適JiJi に内di rt さ れ 1，';1 <車内ぴ

介 っている。 一 比すると、 ｩￅ￉ ［ｦ ｾの ｦｲｊ のあるブラッ Ｗ レターと い Ｑ ，、m

ｬ 点的 なロー Ｗ 形 式 との ｴＺＺＩ に ｾ ｉ Ｂ ， Ｚ［｜なふＺ民をぶし てい る 。

No.  9 とNo.12. Goudy に よってテ' サr インさi L た K enner ley タイフ・て" あ

る。 こ れは十JJJ tJ l イ タ リ ヤ の プ リ ン タ ー が 彼 等 の 先哨たるf J JJVI J レネッ

サ ン ス 11，'1 ' 代より受け つ い だ 人t : :l'I' l:の H.i i. fj を 11(t(j と し た ロ ー マ J ・の ntJ

{小 で あ る 。 そ れ は 夫 し いディ ー テ ル に 始 ま り 、 夫 し い マ ッ ス に 燃 え

ら れ て い る 。そ れ 以 来 Ca s lonが 11討IJ に こ の 川 j ': を172411' .  ;)，'111二し た。

No.l 0 とNO.l:' Ｎ ウィリアム ・キ ャスロンによ って ＱＷＲＴ Ｑ ドにテ Ｇ ｾｦ インさ

れ 、 ｉＺ ｉ ｾ ら れた ｃ｡ｳ ｬ ｯ ｮ の オ ー ルド ， ｉ［Ｚ ＧｦＮ本 て ｾｉｅ Ｉ で似 Ｑ ＱＱ されたｦｻ ｦ れた ＱＱ 止

ト)J のタイ プ で ある 。 こ の レ タ リ ン グ は ご く ・1<}  しな輸入 Ｈ ｉ Ｈｪ な勾 ｽｯｦｴｾ を 允

分に- Kーしている。 た ず少し工、やI:i(t(j ;な トづ1<に か け て いる 。 そ れ は ) '(.JI'.

1( ' で、 NfLみやすく，'; ｽｯｦｴｾ でＧム 心， ＧＱ ¥;fと る む ら の な い 災 し さ が あ る 。

No.ll とNo.14 . 3 0doni の ，IH，本。イ タ リ ヤ の フ。リンタ ー が 177 1.1ドに :)J I) 竹ー

してている 。 こ れ は 以 前 のロ - 7 ' ( 川 j-: よ りむ へ ア ラ イ ン は う す く

ま た 怜 の と こ ろ は J'ι <f 十 っ た。 そ し て 以 tiij は ｴｾ Ｉ 守 ー でなか っ たＧｪＭＺｦ ，本を

おt ぃ，VI;J r とtJ.l. I! ILJ! ' : しし勺淵刷| てa む っ て カ ソ ト し て い る
。

No.15 .  K ennerl ey イ タ '1 '1 クて' ある。 NO. 9 とNo.12 と1，;1 じく Goudy

1'1 身 の デ ザ イ ン し た む の で あ る。 傾 斜の 山 総 は わ ず か な {tfi:t 十をぶし

て L 、る 。 こσ){:ば[$' トは どぴ〉イタリソ 7 スタイ J レて. (.， ｪｾ ， ら ｩｌるように Ｑ ヲ

ずかである 。 ｉｦ ｾ に おけるイタリ ソクの 本町は人ー さな ｦｴｪ｛Ｄ トを必吹ー とす

るも のて" は な い 。

わ れ わ れ が 使川 し て い る ロ ー 7 ' j': の 形 式 の 党 以 の 限史を| うなに正

イi'fr， に 似 介 す る た め に 、 Ａ ラジンの ｾ￭ ｬｊ にＧｪＭＺ よ り はじまる Ｑ Ｕ の ｪＧＺ につい

て、 ｪＭＺｊｾ Ｑｬｩ で Ｍｪ￭ ｊＧｩ ， ￬ 比する 。 各ＧｪＭＺ ｮｬｬｩ に不充ぅ〉 であるが ｲ ｪ ＺＮ 釈 をつけ、こ れ ら

の 発 以 の ' ]¥突 を 似 介 す る こ と に し た 。

それによ ゥ て、多くの文ＧｪＭＺ形式の袋、 ＢＱＧＢ が 他 の 変 ＢｉＢｾ に ￼ っ ているよ

う に 、 お ILに |対 j1f し、 Ht 立したものて。はないということをのしみとる

べ き で あ る
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A  

"  

き

と

リ

仙

柑

il 

A ∞πesponds to the fi.rst  symbol  in the Phoeni -

ci an al phabet 却 d di d not  reprωent  :1. vowel  but  

a  breathi ng， the vowel s not  bei ng represei l ted by  

any symbol. T his breathi ng not  bei ng necessary in 

ｴｨ ｾ＠ Greek l anguage， the Greeks wh6  adopted the 

Phoeni ci an al phabet ， used it to represent a  vo weL  

d  

a  

a __ __ a_  ___  a_- ρ  

A.  A Iよフェニキヤア J レ7 ァベノトの l止+1} の" 己サに' .，たリ、 I:} (.，を .}.;:J Jl_-t.r -I. . ｾＨＨ￭ と して Ｑ 止リヲｉｬた I: J N! よい

か主る J己りに L ｊ ｾￆ 凡されてい辛い ζ 町公 I1 は￥リ y べ11ft では必' ! ! : : とされ r 、7 ふニキヤアルフ f ベ トをはリ

入れたギ IJ ｾヤ人はこれを ｉＺｽ Ｈ￭ を ｭ 且するのに ｦＧｾ ヮた

- 3  



ペ ヨ ｊｐｨｾ￲α

B ∞πesi>onds to the second symbol  of 

the Phoeni ci 且n al phabet ， and おthe sec， 

ond letter in all European al phabets ex'  

αpt  those deri ved f rom medi<i eval  Gr eek  

- R 四忠n ， etc.  

日 日 は フ ェ ニ キ ャ ア ル フ ア ベ y ト の : 併 11のJ己サであるギリンャ、ロ y' :ヤ等"'I¥t Jl止から¥] ¥米 したむ のを除与 、

すべてのヨーロ y パ ア ル フ ァ ベ y ト町二 併 11 の文' r: である.

- 4 一
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業借って安J 心 P

近イペ建築材 命 昨の歴史と最新技術の産物

ｔｴ ｉｊｉ Ａｊ弓 ｊｾｾＹ ル

ス-Jt- Jt ' JI レヲル克明ル (S P M)

カ弓ースサ{ - J t ' JI レJ ) "克明ル (C S P M)

来斤[ 1寺代 l ニ マ ッ チ し た

各 砲 の カ ラ ー製 品 が あ り ま す

オIJ 工! J 1j ｊｾ 克明ル製造株式会批

本 社 ・ 大 阪 支 庖 亙 尼 崎 工 場 / 即 日 工場 埼玉県艦市大字腿 1 6  2  0 世 話 相 32 ) 3 1 1 5 - 7  

兵庫県尼崎市長洲字縮川新 田44 包 括 大 阪 ( 48 1) 代表郎防 - 9 宣車 ・出張所 郡山八幡名古屋・川崎・岩国宇部・延問・敷町・三原・撞島・龍山

:- 4 ' _  

、 ;1'

ドアチ ェック 60シリー ズ

宇 『 向

徒 J

い} 一一 ムヘ

f  

h  

H 軸.，.;__ '

ドアチ ェッ '7 70シリー ズ

4、

J  

J  

フロアヒ ンジ

そのf也

ラパ トリヒ ンジ

ピポ、ノ トヒ ンジ

ドアρ ンドル

( スイング式・スライド式)

日本ド7 一子工tγ ケ製造株式曾社

H  . L  1句 人 : 臨 ， ! i ・1 軒 [ < 判 入 附 町 2 2  2  '，1 1 : 品げ58 125 1  f¥.. 

生 庫 高 日 本 "， ι;' <l.:. ，;・ 批 刷 出 f 代 111 [ . ( 仲川小川聞1 2 12( f.f 震 に . 1  ｾｬＡＺ＠ ，;，'; ( 293 

，1{ rb JJ J l . 中火必・， ) [ 尺 3 1  4  1 屯 品 ( 86 1 82回 一 6

官 :1: ｾ長所 れ 山 Y鉱 山 収 11: .... "  Ir. 個I I  1  1  'o4i. ，，f， ( 96 1)  

広 島 :1: 機 所 広 品 略 家 fι r.1: f{- 吹 田J U  JI 2  0  5  ，11: .l. 11 品 八 本 川 10 6
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V を生かした

新しいプレハブ骨組み

住友のスミフレーム V は、高性 能 ジ ュニア V 形鋼を主体に、規格

量 産 さ れ て い ま す。部材断面の剛性が高いワイドフランジなので

ボルト結合も容易。あなたの目的にピッタリの工場・倉庫 ・事 務 所

体育館などの標準設計も完備しています 。 ご相談くださると、

お望みの建物カ｜半ば完成 。 数段も手聞かはぶける経済 ι 九＿Ａ ｾ Ｊ Ｃ

的なプレハフ骨組みです 。札幌から福岡まで各地にス三フレ - L ，

販 売 サ ー ビ ス 体 制 確 立 。ζ 利用をお待ちしています。: Y -: 
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住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

本社/大阪市東区 北浜 5の 15 (新住左ビル) 電話(203)1201

王社 東京都千代田区丸の内 lのι 新往左ビル) 電話 (211)2211

宮革所 ＯＱ 言明・広島 ・ 岡山ＮｩＡｩｾｾ ・名 古屋 φＴ［ 伺 ＮＱ ， ￭｡ 仙 台 ｦｬｾ



読 者 の 頁

川軌を歓迎します。ハガキでお治せトさ t 、。

けいさいの分には fll 品進' i l o

会 4町 {4 

口 破 壊 へ の 挑 戦 口

l l ¥設の巨大なクレーン 11: ; 0/- ) りあげ

られ. 大きなi l ! 物の一部 Iζ 組込まれ

て行く ，小 さ な 郎 材 の つ つ に 現

代文 ｉｬｪｊ のメカニズムのなかに ｊｾ Ｑｬ i交

し，組込まれていく ， 例人のｾをｾＮｉＮ

る今

フューチュアリス トのすばらしい

2111t 紀へのW1望. 40年聞に 630 兆 11J

にも及ぶ建設 ldを含むメガロポリス

のビジョンも ，その前提として小

く占かれたミ平和1ミという乙とに大

きな「ウエイ卜」がかかっている。

都市の過密化は都市の繁栄を象徴

してはいる。人聞は幸福を求めて都

市に集中し，自然を征服して生産の

場を造る。高度の科学は ，そ乙に物

的 ，精神的福祉をi首大する 。と同 11与

にiut'i とlli 務と悦必とを生む。20世

紀の険能t _ . i 主は . 1長小の予段で'1比大

の効果を求め ，不安ーなものはすべて

治て去って，木質的なものへのj . Q 求

を深める 。 19世紀の1 ' 1山， 平 等 . rJ. 

愛というスローガンのもつロマンと

ヒューマニズムさえも. 201立紀の貨

幣と商品の支配の下に分断収脅され

る傾向がある。 11Mと集団の CI己中心

性の紙としてのナショナリズムは ，

力 の 論 理 で， 人間の悲願である，

ミ平和ミをi政争の残酷で、圧殺する 0

II 設のテンポも早くな ったが. 1政

主主のテンポは瞬時にして強烈であ

る 。 テラックス ｬζ 装 ｦｩｩｬ￯ された ， 公 ｊｉｾ ' ，1 ; . されたときに逃れて米た青年医r : 日i

なm誌の過胞には，刈伎の技術者と の一人かもしれないと思い，私もそ

l股人のI血と I1 と涙の% 以がある 。去 の 方 l而の資料 をとれから調べてみ

uの太陽の卜 lζ 灼熱の鋼鉄を r: ':jJ9I に

防接し . JJ J! Hのl次く) . L J 必の仁でタイ

ノレを張り峨を塗る 吋 乙乙 lζ は文:1日JIL

取残されたうij 働がある 符

rl 然をl1EJJ 日するi J l ，没の先立iMtc立つ

おは ，また 1' 1然 の紙J:/しをl止も強く受

ょうと思っている。天然、ねなと. の流

行州があると i返し原r ! i. えE川あ

たりからも jよU1が集まって米て，牛

ｬｩ ￭Ｎを受けようと広い庭先に ｾｉｊ をな し

てI i 民訴を待っていたそうだ。土肢が

5 . 凸コ もある広壮な邸だったそう

けるものである刊 1' 1然を倣峻する紘 だが， fli しいととに ，その後荒! 必し

時代の前J j には，人f IUt -i-l のfι 熊 が て ， 終戦 ｴ Ｎ￬ＧｩはすでＧＨ乙今の ｪｬｩ 跡、しかｾＮｴ

ある，という予兆のド lζ . H会IJ I11eの っていなか ったという。

本;命である必設が 1[ 1: *己の火金1I .'ff¥:: を ( J.UJ; 1:t! S北区神谷 2 ノ22ノ13

迎え，人類を、[ i. 和と繁栄 lζ 導く道は，

fP. j と集I.J4のもつエネ J レギーを ，人 知

の福 ｾｬｬ 価値 ｩｬｩ 求におき ， 物理的 Ｎ ＺｦｴＧ沖 Ｑ Ｑ

的暴力の世界に挑み ，人l日j理性への

チャレンジより他にはないと思う 。

( 絞昼川市平他町 6- 26

武 内 茂)

{4 

ヲIt "* 

上尾r ! i I:: li nというパスさえ j湿っ

ていない山村 l ζ / "トjな山，1が 1. 580 

Ｑ 山日の ｲｾＺｪｬ ｦＧｩ団地をｩｊｬ，没 ｲ ｬｲ ｴ［こが，その

飯 ｊ｢ｾ のーつのすぐ隣に ， 天保頃から

1111和初頭まで約 100 年， 三代に II っ

て栄えた地方医師ーの旧邸があり ，薬

局兼入院病院跡( 下図) . 土蔵，井

戸跡，手洗用石鉢などが今もなお辛

い えぎとしうてい

うじて残っている。始祖は家里周貞

f . . F i { ;、

; 志換といって，寛政 12年頃の生まれ。

江戸の人だがJ ・1いときに乙の: 本村

へ米て . ｊ 二地の郷 ｴＡ 、 ， ｜｜ｾ ｊｉ 似 ｢Ｎｻ￮ｪＡｾ￯ 門政
品、>

Ａｩ 雪の保護を受け，後にその長女をｾ

って :; 1l 1' L したらしい η 江戸から乙ん

な 所 ま で 流 れ て 米 た 山 山 は 不 明 だ

が ，二代口の家' 11川 は改進党に入

党して党勢拡張 lζ 以j あり. II) J治の有

名な改進党代議上以 ｾ Ｎ ￚ む太郎Ｈ隣村
上 れ

ヱ ｆ 瓦 ＭＨｲｬｬｾ 身Ｉもその ＧｦＯＱ下であると乙

ろなどからみて . i [ ) " でIMi 万医がj . Q

須藤欣二)

{4 

*  "* 

口 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社

事 務 所 移 転 口

乙のたびtl i H公社のすL務所を大阪

r! l 米lメノN;ffi 2 r 目221Ji:J1!l ( 勝決 ビノレ

デf イ ン グ 5 附) 'd:! 話⑮5451 孫 lζ 移 転

し. 7  JJ rlr旬より事務をと っている。

"* 

ヲt {4 

口 砕 石 コ ン ク リ ー ト 講 習 会 口

とき昭和 ＴＱ ｾ 三 ＱＰ 月 Ｗ 日Ｈ金Ｉ

午l I IJ 9 時~午後 5 時

と乙ろ 大阪科学技術セン タ- 8 階

大ホ ーノレ

テーマ

1. ( 日¥; ( j コンク リート の概説

2 砕石の宕質と採石i法

3. M¥右 ，W: たの概況と砕石の製造

4. ( 小石コンクリ ー卜 の諸性質

5 砕石コンクリー トの施工

6. ; ( j 灰，f i ( 作石

Ｗ Ｎ ｾ よ ｦ 主パラス ト

参加会1'1 会口 1. 500円

会員外 1. 800円

ql 込締切 9 月30日( 金〉定員200名

ql 込 先 大 阪 市 西 区 籾 1丁目( 大

阪科学技術センタ - 6階)

日本材料学会関西支部

T E L 大 阪 ⑪5531代表
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住 宅 団 地 に 建 つ 鋼 構 造 高 層 ア パ ー ト

設 計 競 技 募 集

A. 募 集 の 趣 旨

( II;I 略) 建築の工場生産性と鋼材の合理的かつ進歩的

な利用に対する新提案 K よる高間アパー トの設計案を募

集する 。

B. 応募条件並びに心得

1. 設計の条件

建築の工場生産性を高め ，施工の簡易迅速化 を図るた

め進歩的合理的構法であること 。

(1) 規 模

(イ) 住宅各戸の専用面積 約40m' - 80m' 

(ロ) 階 数 地 上 15階内外

i也 下 自 由

け 住 宅 戸 数 約100- 3∞ 戸

住宅間取りは同一形式でなくてもよい。

(2 ) 構 造

(イ) 地 業

杭打基礎

杭 l 本の耐力 50屯- 80屯程度

( ロ) 製 構

構造問3材 には鋼材 を使用し ，その1 : l l : 合部の構造テ' イテ

ーノレを明示する 乙 と。但し ，正確な構造計百l は必要とし

ないが近似il l釦 で見当をつける乙と 。

(3)  附帯設備

75気，給排水，瓦斯，エ レベ ー ターの設備を考慮して

設計する乙と 。

(4)  工事費

平 方 米 単 価 4 万 円 - 5 万円程度とする 。

但 し ，設備工事貨は含め ，杭 打 地 業1'1: は| 徐く。

2. 設 計 上 の 注 意 ( 省略)

3. 説明書および図面

(1) 説 明苫( 中l坂2 枚以内)

(イ) J J ! 築の工業生産性と鋼材の合理的かつ進歩的な利用

lζ 対する考案の要旨

(ロ) 設計計画の要旨

付 構 造 青1']直lの要旨

(ニ) その{ 也 ( 各要旨は必要に応じて図解で説明して下さい。〉

(2) 図 面

平面図( 標準階と l 階)

断面図

立而図 ( 2 而以上)

代表的住戸の平面図

知 ｾｾ ｉ 図

鉄'1" 1緋江主伏図. ;I¥u組図

欽' l" 1椛 造 図

問 削i分詳細II 図

( 耐火被桜等のわかるもの)

外 壁 . 1昔j仕切壁詳細図

透視区1 ( 外観) または模型写真

(様型そのものは受付けない)

縮尺1/2∞

11 1/ 2∞ 

μ 1/200 

11 1/50 

11 1/20 

11 1/200 

11 1/20 

11 1/5- 1 /20 

11 1/5- 1 /20 

図而の大きさ 中版 ( 75cmX 55cm)

寸 法 メート ノレ法

7 枚

以内

l 枚

各室の名称等は直接その位置に日本語で記入し ，外 来

22 

主 催 社 団 法 人 鋼 材 倶 楽 部

後 援 建設省， 日本建築協会ほか 9団 体

。目はかたかなJ i きとする乙と。

(3 )  説明苫および凶 lω は阪国あるいはケント紙の3丹市ま

たは挫入れ仕上げとし ，着色は白山としますの

(4)  説明占ーおよび図面には巻けないようなぷ装を施さな

い乙と 。

4. 質 疑 応 答

lイ) 質疑受付期限 9 月30FI

[ロ) 宛 先 生l 団法人鋼材似業部

「 鏑構造＿ｾｾ庖ア パー ト 設計競技 Ｇ￬ｦｦ ｩｩ 委工 ｩ 会 」

付 回答期 n 10月中旬

c. 募 集 期 限

締切仁I 1111和42年 1月31 日( 火〉午後 511年

郵送の場合，締切 11 までの消印のあるものは有効とします。

D. 提 出 方 法

応募 E は応募作品 とH .'f ( 作品記号 ，住所，氏名 ，年令，動主主先，

五t終学歴を氾入した紙1 ; を討人。封筒には作品3己号のみを記入し，住

所，氏名，その他を記入しない ζ と。合作の場合は連名として代長者

l 名を明示する ζ と。) を一倍して封紙の上，懸賞募集作品と米 川し

て，下記へ持重S. または占留郵便で送付して下さい。

Jl l J; J . : 邸中央区日本橋ぷ湖町 3 ー 16 鉄鋼会館

社 団 法 人 鋼 材 倶 楽 郎 市 場 開 桁 諜 宛 屯 ( 669) 4811 ( 大 代)

E. 審査並びに授賞

1. 入選者の等級，点 数，賞

1  ｾ ｾ Ｇ［＠ 1ぷ ｾ設大臣 ｮ 状

鋼材倶楽部11・状

白 金 l∞万円

2  ':.. q; 2.' .'';， 日本建築学会1't i丈

鋼材m楽部l1't状

n金 各30万円先

3匂 3} ，'，i， 鋼材倶楽部白状

11金 各10万問先

住 作 5 点 以 七 鋼 材似! 製剤11'1:状

1' 1: 金各 3 万 円 先

2. 審査委員 ( J 眠不岡敬称略)

委 員 長 仲 威 雄 ( 工学時土 JUJ; J . : 大学教佼)

副委員長 棚橋 諒 (工学 時 士 京 郎 大 ヤ 教 授)

鶴 田 明 ( 工学 的 士 早稲日! 大学教授)

委 口 松 下 清 夫 ( 工学時士 点京大学教綬)

H  藤本 盛 久 ( 工学的士班点工業大学教授}

N  内 田 祥 哉 ( 工学博士 .!l( 京大学助教授)

加 藤 勉 ( 工学時士 東 ) ] t 大学助教授)

長 倉 康 彦 ( 工学 博 士 川ι 郎立大学助教』克)

三宅 俊 治 (iJl 設 干? 住宅応調査' C f )

沢田 光英 Ｈｩｬｬ 設 行ｻ 上ｾｲＺ応住Ｇ ｴＺｉｊ｝ぷ課長 Ｉ

久 田 俊 彦 ( 工乍時 土J J l 設計 池 築 研究所長)

大 河 原 春 雄 ( 点JJ!.. 昂I ｌｾ 宅局技監Ｉ

〆〆 菅 陸 ニ ( 日本 fl 宅公団理!'Jl )

H  東 貞 三 ( 日本( j 宅公閉辿築部長)

成 田 春 人 ( 工学的士京 Jjt 辿築研究所長)

H  進 来 廉 ( 述建築設計' ) l : t i ) 所長)

H  草野 美 男 ( 鋼材倶楽部建築専門委日長)



の舟橋功男主任研究員はイギリス ・

ロンドンで聞かれた第 5 阿閃際プレ

建 築 と 社 会 ストレスコンクリー卜会議 IC/1¥防し

た。 ( 5 月25日〉

ユ ー ス

ニュースをお送り くださ い

• I万 国博 覧 会」 出 版 記 念 会

乙のたび ， アジアで政初｝に ｉＩｩ ｾ ｦｴｬｬ さ

れる ｉｉｾ I i Nr，'iを 4 年 後 に ひ か え

て， ｩｊｾＱ＠ 1降 ・ ・i1 IIIJム共抗 iJjl 同問

覧会」が鹿，I:.} 研究19r/L'，1仮会より 1，]1 i  

された吋それを祝う/ 1' ，1版記念会が，

去る 7) J 2811 ( 本) 午後白 11年より，

)(1坂ロイヤノレホテ J レ・リピエラ ))IJ 引

で行なわれた丹、町円の参会_ r ，は，竹

j阪証n.u1，村Tfl 隊，'.;， idi 辺鋲太UIS， ｪ｛ｾ＠

TF正ー， llt' iJ 版作太郎の各氏ら化阪の

ー お￭ｅｾ築家ならびに［デサイン関係 ｲ，

約ωo名を数えた。

. 竹 中 工務 庖 の ニ ュ ー ス

- 日本建築| ご会迎合会主催懸11設計

競技入選 。n"j¥: ill 築士会述作会主催

の昭和40年度!'M: J J : 設吾|競技「子供の

国J において ， 竹 ｲｬ ｬ 工務 応日 ＱｾＱ 釘 ｉＧｪｩｦｬｪ

木郎佐々木lよ1f ，大阪本m設去| 郎沢

In悠紀夫の作品が人選し金立を筏与

された。 ( 5 )1 2711 )

・ 全 Ｑ ｊ＼Ｑｾ設業協会のぷ［，［ : 竹 11
1

l 務

J，l; の'.J が)'};.'':;'¥'1'主取締役はノ1 < " ドにわた

り企業経常の' }l ! J慌にあり ，その企業

ならびに業界の繁栄発j訴に Jl - くした

主1) 紡 により感謝状および記念品を俊

」ヲーされた。 ( 4 月21日)

・白木サイン ・デザイナー協会より

S D A11を受ける ー口木サイン ・デ

ザイナー協会主催による江川 IIIIS D  

A :l l J i ! i i - i . : : において，竹 11
1工務J;I; ，没，11

施 工の大阪ロイヤノレホテノレのサイン

が ａ 類ＨＱＧ Ｑ 社ｾ築物などに設 Ｑ ｩＱした

サイン j て釘H 1 lc J i ! i ばれ表彰された。

( 5 月14日)

・/ i i j 外山張. 竹 rll 工務応技術研究所

. 神 戸 市 役 所 の異 色 博 士

n - 1 ，i H 築協会会日の坂本勝比古氏

(相!1(i '!I i役所勤務) は，乙のたびIlj] Tfi

ｾ策特に異人ｦｲＨ ｪ［ のｾ築について博士

りを受けられた。氏は il "j¥:，ill 築協会

の「近代ｾ築調査委口会」の委員と

して災人館 ， 民Ｇ￢ＧＡｊ ｴｩｬｬｾ 在の調査研究

! こも協ノJ された方で，相!I) ，. 市役所の

同僚たちは異色博士として喜んでい

る。

圃住宅団地に建つ鋼構造高層ア

パ ー ト設 計 競 技 募 集

ネi 問法人鋼材倶楽部主催による政

記設計競技が必集されています。 日

本ｾ築協会も後媛していますので，

ふるって応必くださるよ うお知 らせー

します。

応必締切 III{ 有142年 l 月31n  

なお，詳細lは li可瓦 IC記・|産し であり

ますのでごらんください。

. 日本 建 築 学会 創 立 80周 年 記念 大 会 公 開行 事

11本土n築学会では創な80周年を記念して ， ードJ己の; 己念) ( 会， 記念講演会 ，

ｉｉｾ 近代ｾ築展を行なう予定である 。

記 念 大 会 '' { : 術法演会 ・研究協議会一

)J 11 
ノ、

. A  

T

リ

い
u
岬

J

開 会

11年間

1O.18( 火) 東京大学工' γml 9.00 

19(/]<) I司 ー七 9. 00 

2O( 木) 1，，1  上 9.00

イ寸
手予l村

開 会 式

学 術 j，'f1ilii 会( 研究充 &206題)

総合研究協議会

「日前i I ! 築の技術的諸問題」第 2 回

( 司会) 昨! t - ? i - 勝

学 術milii 会( 研究先兵279姐)

研究協議会

「鉄筋コンクリート榊訟の向l丙化とその I:l J組点」

( 司 会 ) 武 雄 前

「公3 とiI!築 J ( 司会) 小林陽太郎

m唱の将米{ 世J 一住宅 1985
j

l' ー ( 司会〉谷軍政

「工業苅校i I ! 築科における教育課程はどうある

べ きか J ( 司会) j芋川林太郎

rn  本近 ｬｾ ｩｉＡ築 の Ｑ ＰＰ ｪｬＧ ｊ -l l ' 取と同化ー

( 司 会 ) 石 川 附

学昨'i J ，l l 泌会( 研究先&249旭)

研究協品会

r r. m 築 と11MかJ ( ..J 会〉鈴木成虫; ・町村，1( よ

ｲ ，川 ｉｾｩ ｩｬＡ 集 の 防 災 お上 ひ 泣鐙，Ｑｉ闘に つ い て」
( 司会) 花野 11:. ー

研究光点総 ｍ Ｇ ｴｵｾＧ［ Ｇ 加雌学術蛋 ｬ ｬＡｾ

1'11会 式

0 記念講演会 (':9J 11 新Il¥I !- I:) 

1. n  11年 lO)j 20 LI Ｈ水Ｉ午後 削 ｬ 与 ｉｊｉｾ 会 ＨＡＩｉｾｊ Ｚｪ， ｽ 511日0分)

l 会 J:j，¥ ':9J 11 ｾｉｙｩ ＧＺ［ｾ［＠ ( スキヤ橋際)

r  !l!);( ノに学教授 1也記」 似

1 姐 1-1講師 社会と，i l l 築家 ｾ＠ -，-' )T不動産株式会トUI 民 l U "  *ME 

l  n本法築センタ - P.l1 'Ji 長 伊 必 滋

1 人 以ヤ会でr J l，i6み ( 10刀 1 11 より) 先 行)1瓜i-i.:: i l ω 87' ，迄 ( ハガキで "n

0 日本近代建築展 米 側1!!t 料

1. 会 JVJ 10月 18 n ( 火) - 2311 ( 11 ) 作所j911与~午後 41時間協

l 会 尉 ｮ ＭＱＧｾ築センター資料飢

1 )必 示 物 近代ｾ築技術倶取以［ｬｅ Ｎ 世紀に主 ｪ よるｊ￨ｪ｟主の ｪ 従ＭＪの歩みを ｾ 築

'lfJ 'j 150.' ，'，i、lζ よって! 必見

23 



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ

車至 量 (比重 0. 5コンクリートK の重量)

断 熱 ( コンクリートの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 A: ι  耐 火 キオ 料)

. シポレ 1 クスは工場、住宅から超高層ピ、j レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用 されますが次の建物には特に最適て寸ー

工期短縮を要するすべての建物

2  空間を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館主主

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤 の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

24 

堂木印象美術館

設 計 施 1 : ｾ本法， Ｑ ＲＺ ｋ Ｎ K  

J 品(rr ;;f剖ldi 内

{士川均所 !笠，fii レリーフ

唾至主旨む

三' ポレII/ ' 7A 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代田 区 岩 本町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ピル)

E舌 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 席 大 阪 市 西 区 京 町堀l i l i . 1 ノ 125( : 東 洋 ピ ル )

E苦 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市中 村区 広小 路 酉 通 3 ノ 2 (:大商 ピ J レ)

E舌 名 古屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  



口写真と既 製をどしどしお送 り〈ださい。

凡 例 a .所在 地 b . l.I!築函獄 c 延面積 d.  rn造腕絞 e. エ J明

154. 鴬 花 荘 155.
千 里 中 央 公 園 展 望 台

設計 日 踏 段 計 工 務 K K

施 工 日 産 建 設 K K

a . 並 rl' "i新 千 屯 点 町 4 丁 目

157. 大

設計 ・板倉準三建築研究所大阪支所

箆工 清 水 建 段 K K 名古屋支庖

a  三 五 日 ｉｾ =. ill 郡 孤 野 町 湯 ノ 山

b .  577. 75，，/ 

c .  1， 810. 39 ，，/  

d .  R C.  B 1. 4 F  

e  附和39年 12月 ~ 昭和41年 5J J

石 寺 総 坊

設計 連 合 設 計 社 繍山 公男

施工 清 水 建 段 K K 名古麗支庖

a 静 l潤 y;t TJ 士 宮 市 上 野

)， 282.  39 x  2叫[ - 2.564. 78，，/ 

C .  3. 595. 20x 2棟 7. 190. 39，，/

d.  R C .  3F  

e  昭和40年 5 月 ~ 昭和41年 7 月

特徴 リフ トアップ工法をmいたオ

ールプレ 7 7 プiIl 築

160. 岐 阜 地 方 簡 易 保 険 局

設計 郵政省， 大 臣 官 房 建 築 部

施 r. 大 成 建 段 K K

a.  .， '戸 市 鷺 111 'i" '1' r"， 1769- 3 

b.  2. 505.  9，ri 

c.  10. 580. 32，ri I  

d  本 館 R C .  5E.  p f.I" I  

J崎:':t R C . 2F 他 |

e.  Ｑ 別 府 ＱＴＰ 年 Ｓｊｊ Ｍ ｉｾ ｬ 和 Ｔ Ｑ ｻ ｪＧＮ 6  J J  1  

b.  174. 10 "，'  

c .  516. 12，，/ 

cl .  R C.  5.  3F  

e  昭和40年 12月 ~ 昭和41年 4 月

158.  新千里ニュ ータウン南地区センタ

ーオ アシス

設計 ・施工 K K 竹 中 工 務 底

a .  I虫 111 ili  ;11  m 台

b.  1. 15'1. 9 ，，/  

C  2. 314. 7，ri 

d  5 および R C. 2F

e  昭和40年 11刀 ~ 昭和41年 5 月

:;JJ11:iiLl: 誌記|

161. *申 戸 市 分 庁 舎

設計 日 建 段 計 工 務 K K

施工 K K 竹 中 工 務 庖

a 争l' ，，' "i生川区ょj . ( ar 14 1ft地

b.  1， 990.30 "，'  

c  .  18. 139.  61，ri ， 

d.  5 R C.  B 1. 9 F  I  

c.  Iml I 39{1' .12J J  - 附 fn41{j'. 9 月 |

lスケッチプツクl

156. 出 光 興 産 ( 株) 京 都 支 庖

ｾｪ ｬ 村 野 ， 森建築事 務所

施工 K K 間 組

a. 京郡市下 Ji( 区内本屋町五条下Jレ

』 両日 ｾｮｂｔ

b.  377. 13 "，'  

c  .  1， 532.  83，，/  

d.  5 . ー: 市 R C. 4F .  P 2  

e . 昭和40年 ll JJ - 昭和41年 5 刀

159. 小 4女 市 庁 舎

設計 : 篠 口 川 口 建 築 事 務 所

施 工 前 回建股工業 K K名古屋支底

a. 愛知県 小牧 市大字小牧 633 の l

b.  1， 699. 5 "，'  

C .  6. 660. 85 nI 

R C.  B 1. 4F .  P 3  

e  昭和39年 12月 ~ 昭和40年 9 月

162. 中 部 日 本 ビ ル デ ィ ン グ

次 JI ・施工 K K 竹 中 工 務 底

a  名 占 hl di 1
1

1
区 新 栄 町 1 - 6

b.  5.772. 4，ri 

c .  ｾ ＮｇｬＮ Ｗ ｮＱ＠

cl .  5 R C.  B4.  12F .  P 4  

c .  1削有138{ 1'. 1l )J - 昭和41年 4) ]



大形ビルなどの400v級配電方式に -

Ｃ］ＮｉｦｉＣｾ 酪百ＢＧｾ守，ョ ｅ 音対ｾ＾

く ブランチャ〉は Ｔ ＰＰ ｖ ｾ［ 汲 ｩ 呪 電を ＱＰ Ｐｖ 高浪

200V級に円滑・に降圧 。三相 200V 級と

単 相 100 ・115 V の 同 事 使 用 が 可 能

で、 ピノレ・ 工 場などの 400V 級 l配電 ) ;

式 の 介1
1

1{ 化に 大きく f i: r拭 し ます 。

並 行 運 転 ・ 積 重 ね 使 用 が 可 能

分 11皮引 を有 効 に他} り す る た め 、 慨 しい 条

1'1の航. i F_ね 式とがiM!. ) j 式 の Hd/f. j を 解 決。

く日くV 八 と1 0 KV八〉ろえび く20KV A と30 K V A>

のk:l l介 せ は 、 そ れ ぞ れ イ ン ピ ー ダ ン ス U

ｲ ｬ ｾ と 小川 Ｑ Ｍ げ ｻｊ ［ を介せていますので Ｂ ｦ Ａ Ｇ ｛ if. : ねに

よる ｾ ￬ i-: i j -jlli '1広が可能てやす
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諸 経 費 も 割 引 さ れ ま す

配 ＧｾｇＺ 方 式の令 開化に より 材中斗費Ｍ 工事費が

減 少。 また 、 小形て') (又扱 い が 簡 単 な た め

設 備 費 ・{示三)工費も大へん経済的 で す 。

三相 ・吃 式 ( H純 絶 縁)・ 二 巻線変1: 1: :1保 存 批 5 ・10 ・20

30 ・ 50 K V  A  - 次' ，li:!iC 440 V  (60% )  420  V  (  50% )  

二次' ，l!: I，: 210V  - 105  V  結 線 ) j 式 ム - y ノ ー ヒ ユ ー スー

プレーカ 、 ｾＩｪ ［，Ｇ ，占ゴ ム ｊ 州、 ｩ 可能

・お 閉会 せは e ・

f L 悦 ( 24 )9271 ｲＮ， ｬｩｬｩｾ＠ (951)6211  

仙 台 ( 25 )8111 大 阪 (362)5151

'(叩，':;'; (  3  )  3235 t'l' I ・( 39 )8011

*  );1、 (453) 3111 広 川'j ( 41 )  5111 

梢 浜 ( 68 )0743 高 松 ( 2  ) 1194 

1怜| 品I ( 54)  1241  tI，¥ 1品I ( 28 )3331  

111 ( 21 )  8561 小 1:- (  53 ) 5221  

ィi¥: ｩｉｾ＠ ( 61 )  2125 ｊￆｾｾ ， ｲ ， Ｚｪ＠ (  3  )  ＰＶＷＱ 玄 λＱ ごｩｩＧｅｾ
司rb. r  E ! 日正面

Jli i!l ( 45)  6386 ，; ，: 町



クラスメー卜

左より( 敬称時)

鴻 池 藤 一

(KK問 地 組 取 締 役 HL<)

l

 

j

 、

l

 

l

 

正

(KK竹 中 工 務 自 取 締 役 開 発 計 画本 部長

ｉｾ 設計官盟問』長Ｉ

懸 山 良 雄

( 阪大林組取締役福岡支応長〕

徳 永 正 三

( 版記座処築 'Jl ; m所代」足取締役所長)

大阪ロイヤルホテルの庭l胡にて

昭和 12年，早稲田大学理工学部建築学科卒業。たった 4 人の在阪のクラスメ ー トが会う

のに乙んなに手数がかかるようになった乙とは，それぞれ社会的に忙しい仕事をしている

からでも あろう 。それも 8 月19 日のロイヤ J レホテルでの中食会がやっとの乙とだ った。

懸山， ミ滅私奉公ミ全く忠実な勤務振りは定評あると乙ろ 。永らく本社の建築部長を経

て. さらに有能な番頭修業のため乙の 4 月福岡支j苫長 として単身赴任した。乙の日も九州

からの直行である。手料理もうまくなったが，仕事の方はなかなかだと謙遜ぶり 。

鴻池，卒業直後しばらく大林組に入社しー現協を完成し ，他人の飯を食った乙とのある

社長である 。学生の乙ろからの風格の良さはそのまま名門社長 として身についている 。数

多くの社会団体の役員を乙なしながらも 、|時々山るミしゃれミは往年の親しみを党える。

たま K やるコツレフも正調理論派である 。

徳永，学生H与代からボ ー トで・鍛えた精神と体力の上 Iζ 造形があり，建築家のスター トは

長谷 lii5. 竹j皮j J l 築事務所から 。i以前より独立，戦後は京都を仮り出しに ，中之島に来てか

ら占い。今 や ＷＰ 名以上の大事務所の所 長 として活躍中 。かつ て欧洲旅行の士ｾ築と生活の 写

真 ・論文集を/ 1'，)坂しミ処方家ミの異名を得 . M近は作陶三l味。 ミ建写陶家ミとなる日も近

いと，思う 。

小川 ，竹中工務応に入社以来30年 K 近い。もっぱら設計畑の恵まれた仕事と機会を得

て，国際的な視野をもつことができたことは幸なことである 。若い人たちとビジョンの種

子を植える仕事でもあるが ，年の割 ｬ ζ 鴻 ￯ｬｩｴｾｦ ミ ｬ ζ 見えるようだ。座右の銘 ｉζ は ｔ ｈｉ ｎ ｋ Ａ

と あ る 。 ( 小 川 記 )

27 



C OAL: 鍵を…

あ ら ゆ る 扉 を

言蔓 っ て

き ま し た 。

豊

富

な

品

種

と

精

密

さ

・

堅

牢

さ

・

美

し

さ

を

そ

な

え

た

、コ

l

ル

の

錠

は

日

本

一

の

生

産

量

が

証

明

し

て

い

ま

す

。

有

名

ビ

ル

・

ホ

テ

ル

で

採

用

さ

れ

て

い

る

の

は

完

全

な

品

質

管

理

と

半

世

紀

に

わ

た

る

批

づ

く

り

の

技

術

を

高

く

評

価

さ

れ

て

い

る

か

ら

で

す

。

建

政

省

e

日

本

住

宅

公

団

各

府

県

市

庁

有

名

建

築

設

計

事

務

所

ご

指

定

。OAι .

4  

営 九 木 _J.J  

業 州。1 tt や↑ミ
ー ー

エ プー 竺士¥->・

所 場 場 ユー

/  /  /  ^  
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l刈 ; ， .  

郡 山 ・
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閣

陣

同|

|掴|

鳥 国 家 弘

神 戸 大 学 建 築 学

宮 秋 利 厚

日 砧 股 計 工 務 旧 {

谷 口 尚 武

田 { 大 林 組

福 田 好 雄

ダイケンサッシ旧{

7 月号より 12月号まで

上記の新執筆者で E の

「雄策の眼」欄を担当

してもらっています。

.  人 間 的 な， 余 り に 人 間 的 な一一一( 2  )  

建物のうち ，子供の作る家を除いて，最も純粋なものは一

第 11乙 神の家

第 2 1ζ 物料I の家( 共 lζ 非情のもの)

紛りものだらけの ，下の下なるもの ，それは人聞にかかわる家。それを拡大した

人間的都市空間という奴が最もいやしい。

i j ¥築家は ，商売柄乙れを逆 lζ 考え ，そしてうまくゆかない。利l の家にさへ，エネ

J レギーあるデザインと称して余りに人間的な紛りものを加え ，いやしい乙とをやっ

ている。

i j ¥築家とは ，大体において紛りものと取組む仕事だが，その中から何を取り出せ

るかが問題だ。

建築家もまた ，臭気紛々たる人間だが，だからといって ，余りに人間的な建築を

i込しとするわけにはゆかない。 (T o)

. 意 匠 ， 構 造 ， 設 備

建築設計の仕事 lζ 従事して， もうずいぶん年月が経ったが，建築界の人々の中で

も未だに意匠設計という言葉を使う人が多い。そして建築の設計 とは乙の意匠設討

を行なう人が，構造屋，設備屋に下請けさせて建物を造る乙とだと考えていらっ し

ゃる。なるほど，私たちの若い頃には ，先生と称せられる方がプランニングされた

ものを ，それぞれ構造屋さん ，I射帯設備屋さんに計算させ ，図面を引かせて済んだ

乙ともないではなかった。しかし近代建築というものは ， 施 ｊ ｾ 計固までを含め た 一
つの綜合技術でなくてはならない。深く突っ込んだ技術上のデテ ーJ レ， 計算の作

業，現湯の指導は専門屋さんが行なうにしても ，構造，設b↑ii ，施工技術を充分理解

した上で， 乙れをうまくアレンジし ，それぞれのフィ ード パックはあるにしても ，

まとめ上げ，美しく ，機能的なものを造り上げるのが，秀れたア ーキ テクトである

はずである。もちろん各分野のエキスパートに参画してもらい ，その知識はうまく

引き出して ，組立てる能力も必要であろうが，やっぱり構造なり ，設備なり IL 対 し

て，相当な造誌を有していなくては秀れた建築を設計する ζ とは不可能であろう。

その意味で ，建築家たらんとする人には ，特に ，構 造，設備，施工技術の勉強を

怠つては困るのである。 (Mi )

・ プ ラ ス タ ラ ー

乙の見出しの和訳を正解できる人は建築家のなかでも少いのではないか。正解は

「左官J である。左官を対象とするある/ # ( 誌の中で， さる学者が「左官という呼び

名が近頃の若い 人 にぴったりと乙ないので‘ 左官志願者が少いのでは ないか。 フラネ

タラ ー という名にかえた ら， 青少年が誇りをもって乙の職業についてくれると思

う。 J と論じていた。名をかえても実質がよくならなければ，決して魅力は生じて

とないと思うが，左官とい う言葉は意味もはっきり しないので，改名で便利 lとなる

乙とがいろいろあるというならそれもよかろう。が，プラスタラ ーと いうよ うな 語

感もぴんと乙ない外国訴をもって乙なくとも ，なんとかならないものであろうか。

もっとも近頃は日本語も混乱を極めている。 i ｦｴＺＧ ， ｾ ［＠ J だけで立派に職人の呼称なの

に，左官屋，左官工さらにまた ，左官技能士などといろいろある。あわせてすっき

りさせてほしい。 ( T a)

. サ ッ シ の 仕 上 げ

金属建具 lζ 長く使用されていたスチー J レは過去の材料の感があり ，現在では防火

J)I!以外はアノレミ型材全盛の時代となってきているが，その表面仕上け' についてアメ

リカとわが国との相違点、について，アメリカで次のような実例を知った。

わが国における建築用アルミ型材の殆んどは押出し 型材のまま ， 陽極酸化被l民

( アノレマイ ト〉仕上げをしているが，アメリカにおける住宅用 ，ストアフロント周

のサッシ ， ドアの製造 |て程では ，ノミフ研婚をしてか ら無色ア ルマイ ト仕上げを して

おり ，生産工数の高くつくアメ リカで，なぜ乙のような光沢仕上げ工法が行なわれ

ているのか。国民性の好みによるものか，サッシメ ーカー として商品価値を高める

ための光沢仕上げか判断に迷った。

乙の仕上げは ，わが国で‘ 車両の; 容に係用されているが，建築f Fj kl ! ; 具 lζ ，将来乙の

ような傾向が喜ばれるものか，建築家の| 恨とサッシメ ー カーの着服点と一致した仕

上げはどのような方向を選ぶであろうか。 ( F u)
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圃 本品は特に各部品の材料を l吟1床し、1 : < 而がjj 'j

びないようボンデライジング加l工を施した上

に防鎌塗装 をしております。

• 1St 付塗装仕上製品の他に、イ也の持山し吊の腕

部( 吊込後扉から鉱山する古11分) に 5 U  527 

( 18. 8) ステンレス製ヘアーライン仕上の化

車止カノ f ーを付けてあります。

圃 回転部分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを i&，入しであります。

蘭 別製の設計製作をも歓迎主主します。

- 弊 社 製 立 枠 付

ピボットヒン ジ

は ・・

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ません。
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いうわたくしのねがいもときには，かき付されてし .  
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くりかえ し，これだりはやめてくださいな。
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6 階 l 、貸事務室

• • 

• • 

• • 

• • 

• • 
3  - 5 f昔 l 、貨事務室

チ健所

2 、エレベーターホール 3. 男子便所 4 、女

1 階

• 
4  

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 
2  

• l: 軍司

l 、広舗専用階段 2  . 駐車場 3 、運転手俊道 4 、ピロティ

5 、玄関ホール 6. エレベーターホール 7 、池 8 、クラブ

ホール 9 . 会続準 10、クロー ク 11、 7 ラプ ロビー 12、

パントリー 13、バチォ

地階 1 階 l 、￥ャラリーホール 2 、クラブ 3 、研修ホール 4 、レス

トラン 5 、理援護 6 、厨房 7 、宴会場 8 、7 ラプダイニ

ング 9 、ラウンジ 10、エレベーターホール 11、喫茶 12、

庖舗
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. 位置十者のニとぱ

高速道路一号線沿いに白〈輝くこの建物の特色は会館のプレ

キャストストーンによる t構成でありましょう 。

現代建築生趨の工業化を踏まえたこの方式は、その経済性と

造形性の点で世界的な趨勢となりつつあります。設計に当って

我々は技術およびコスト蘭の検討とともに、化学繊維協会、化

畿 7 ラプ、研修ホ ール、展示崎、 地下l苫舗等を含むこの建物の

性絡および化学繊維のもつイメージの表現として、自大理石を

骨材とするプレキャストストーンの彫りの深い美しき、 H量かみ

のある撃やかさが最もふさわしいものと考えました。また、建

物内外の紫材と色測の統ー によって、沼稲いた気品を与えるよ

う努力しました。

平面is十回としては、人間と自動車の快j過なアプロ一千を虫〈

見て、一階をピロティとして解放し、地下宿怨iへは吹抜階段を

設けて、人々を誘導することにしました。

一般事務室の1 . 200 . . 慢を必単とするカーテンウオールユニッ

トは原則として、 ＱＡＡ 層ガラスの儀殺しであり、中 ｴｬｬｬｊｾＱ の金銭全

新鮮空気換気の可能な空i朔ンステムによるベリメータ - PJ ，: 出口、

および空絢時間l外のj極風を確保する通風窓が組付けられて、天

井照明器具、インテリア空調吹出口と相待って、} イスパン 3，600-

の単位事務空間! の快適さを保証しています.

なお、このプレキャストストーンの製造にはショックベトン

法を保用することになったが、強度、吸水準、精度、生産性に

メリットの多いこの方式には今後がJUI待されます。 ( 千 業 記 )

. 施工者のニとぱ

20 ヶ月余りにわたる工事期間中、関係緒官庁ならびに日建設

計工務株式会社の適切なご指滞を頂きまして‘ 大禍なくまま功す

ることができましたことを、心か ら御礼申上げたいと思います。

この建物は、前而 jt ' l 路、隣接建物等、周閉め状況を考慮して、

地下線築のための土留めは、ぜひ ows 工法でとの官庁ならび

に関係各位のd皇、‘ ご要望に基きまして、砲主のご理解を得、周

閣に ows 土惚q置を情築しましたので、公害らしきものも全〈

起らず、しこぶる順樹に推移致しました。

この建物的特徴としまして、ｾＮ、笠木、柱、段、軒天井など

には全面的にショックベトン P C が使用され、東i ! i i の大l ! l TI信が

すべて y ポレッ 7 ス版で情成されるなど、各機の P C プロック

が、大量に大胆に使用されております.

発足聞もないショックベトンジャパン社の製品を、大量に使

用することにつきましては、当初J 幾分の危供もありましたが、

関係各社のたゆまぬご努力によりまして、地工而からも満足す

べき成績をおさめることができたと考えておリます.

良〈、安〈、早くは、 P C プロ y ずでも例外ではあり得ない

のですが、特に P Cの場合、設計次第で経済性をその特性とな

し得るということを強〈感じました。

早くについては、云うをまたないところでありまして、今l自

の経験を生かして、よ り適切な施工官十闘によってさらに大 ilJ な

短縮も可能であると. i j ' えます。

現場取付作業の安全性については、当初大いに心配した点で

ありますが、結果はしこぶる上々、その方法と管理を誤らない

限り、非常に安全伎の高い作業であることを、特に申添えたい

と考えます。

今后、我国の社会的、自然的、諸条件にあった性能の向い P

C プロックが、安〈生ilfi されることを期待してやみません。

( 大林組化学僧維会館工事事務所 所長 中川一郎)
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詳 細 図

注記、大阪化学繊維会館のプレキャストカーテンウオ J レ町詳細は本誌1965年 8 月号施工トピ， 7 ス参! 附して下さい。



設 計 、 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

所 在 地 茨 木 市 安 威 230番 地

工 期 沼 工 昭 和40年 10月

竣 工 i 1百和41年 3 月

T師 楠 敷 地fm機 95. 0 14 . 77 m'  

抱E築 関 税1 1. 505. 60 m目

抵 而 楠 教 宅煉 3. 976. 02 m'  

食:! : t争点i 496. 31 m'  

その イ也 55. 30 m'  

合 間 4. 527. 63 m'  

構 造 教 室 練 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i立 地 下 1 F 地」二4 F  

食 法 制4 融 筋 コ ノ ク リ ー ト i立 3也」ニ1 F  

主 製 仕 上 外 装 モ ル タ ル 怖 引 き 向 上 リ シ ン 耽 付 仕 上

内量産 教 笠 床 ア ス タ イ ル ( 附 色 )

1哩 " ' ，レタ J レ E P  

天 井 モ ル タ ル 刷 毛 引 き の 」 ニ ゾ ノ ラ イ ト 耽 付

食 堂 版 ア ス タ イ ル ( 明 色 }

!:.!: エ コ ン タ イ ル

天 井 木 造 下 地 4 鴨 ベ ニ ヤ O . P ヌ リ 向 上

米 #.j 材 拍 子 パ キ ル 打 上 げ

N  

企 しｾ

1 、教室練 2 、 食 堂 線 上 広 場

園設計者のこと (i

来くしいi ' I 然につつまれた丘陵にこの大'''f: は往 って いる 。円4

f丘計図にあたり環境を充分にとり同れ、変化のある 織成にしよ

うとつとめた。特にアプロ一千の宅1111は大切な ものと巧えリズ

ム! 必のあるものにして、内部と外部のスムーズな扱合を巧ーえた 。

この正 lui にある教を線の表現は近づきつつ生化する税総に対す

る配慮である。この 7 ツ γ プな往物に対し南北軸のill 物は将来

の拡娠にあたり、それぞれをつなぐ機能のものを円心配しようと

した 。 このことから食堂版はその談 l立な表現とした 。

( 深谷記)
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教室棟 4 ，冒 l 、200人教前 2 、位指 3 、機械宅 4 ，3 0人教宅

教室様 3 階 l 、100人教室 2 ，50人教室 3 、30人教室 4 .fj!!所

A  fL........_i M 
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文 化 財 保 全 と 造 園

J世近のわが国の発展ノJ はその規政とスピードに

おいて，飛腿 (I': IIC増大し ， Ｎｻ｛ｪｾ市周辺における開発

は，土地 lζ 結びついた文化財( 主u造物や史跡，名

l惨など〉やそれをとりまく景観に対して ，大きな

磁場i ) J となってのしかかっている。

われわれの初先たちが学んだ文化治産主有意義

lζ 利用すると同時に ，それを保全し ，更に永く後

世に伝える乙とは ，われわれに諜きれた重大な責

務である。そのために造園学が，狭義 iζ は個人の

庭園から ，J . ム義には国土計画iにまで関与する学問

として，文化財の保全についても，直接その環境

の保全にかかわる技術として活用されねばならな

し、。

文化財として造凶に関係のあるものは ，千J ] 彰文

化財のうちの建造物，記念物のうちの迫跡、と名勝

地およびどu磁文化財などである。現在国宝 ・重要
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文化U1tζ 指定されている建造物は ，前者が 200 件

余，後者が 1， 450 件余ある。そのうちにはその敷

地が史跡および名勝の指定地に介老l するものも多

く，その他の l品合でも社寺境内なと、比較的災害か

らは安全な地; 幣にあるが，一方市街の密集地域に

あるものには ，修理工事や ，防災工事 lζ 対して高

率の国庫補助がなされ，仙の文化財にくらべて保

存対策が進んだように見えるけれども ，それは建

物J 自体についてのみいえる ζ とで，周囲の環境保

全と，防災のための空地設定の点ではまだまだ寸

分であるとはいいがたい。中にはかつて自然環境

に恵まれ，樹林や池泉などと一体となっていたも

のでも ，近年都市開発にともない ，道路や高層建

築のために周囲の緑地が削られ，i!tt:t'1や排気ガス

による空気汚染などの公害によってむしばまれよ

うとしているものも齢くない。

歴史的建造物はその昔創建せられたその j品所の

ままで保護されて ζ そ窓味がある。さらにうたなわ

れかけようとしているかつての環境美が復元され

れば出似的であるが， ζ の場合往々にして誤られ

た造園がなされるおそれがなく

はないから注意を裂する。また

ときには己むを得ぬぶ仙ーにより

どうしても元の位置に泣けない

出合も考えられる。そういうと

きには移築するという事態も生

ずる。またそれが集団的 lζ 行な

われる必要を生ずる場合もあ

る。そういう場合は一定の地域

にまとめて移築し ，佐伯すれば

公開 ，活mのi釦ではかえって不

似な元位置に倣在するよりは，

効果的の場合もあり ，乙乙でも

造図との結びつきが生ずると思

つ。

， 
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次 ｬζ 史ｾｾであるが ， それは古代住居跡 Ｎ t;Jl t. 

:史跡、， 条虫制1良跡、， 占ij) 城 ， 国的1M; . 古戦場，城

跡、，社寺境内 . 1刻所助等があり，また i立構が地下

lζ 立li まっているいわゆる J II l 版文化財を含めて極め

て多岐にわたる泣椛辿跡がある( 第 1図 八尾市

し お ん じ

心合寺山占凶〉。乙れらの史跡には 1 m
2  

rζ 満た

ぬものから数百 ha を雌える大規模なものに至る

まで ， さまざまのものがあり， しかもい ったん破

壊されれば，ふたたびえにもどす乙とのできな い

ものである。現仕史跡指定は 770 件余，そのうち

305ぢ近くが占筑である。

名 11券は λJjll して催国と1 ' 1然j瓜長 j也とに分けられ

るが，後おが約605ぢを占め，そのうち約 3 分の l

が国立 ・国定公闘に指定され，文化財保護法と自

然公園法( 一郎都市公図法適用区域を含む〉の両

者ーにより . 1示談利 j刊されている。乙れら開発予定

地域内 lζ は，当然多くの史跡地や名 11券天然記念物

および立li 版文化財包l誠j也あるいは未指定地ではあ

っても周知の辿跡であって ，なかには指定候補地

またはそれに準ずる学術的にも重要な地域が含ま

れるのである。文化財似設の立場からのみいうな

らば ，すべての文化財が そのまま厳正な保存がな

される乙とが望ましいが，公益との調整をはかる

意味において ，一部を公図的に利用する乙とを許

容し ，文化財の7主義をできるだけ lill 解しやすい形

に，造形的 . } I t ¥致的な Lメょを乙らし ，大衆の活用

』ζ 資するととができれば ， 乙れに越した ζ とはな

い。乙のような試みは以近名 j也において尖行 lζ 移

そうとする機迎が jfi iiJ j し，国でもその治、 l床から 1I {1

羽140年度より火跡、の環境盤側l 貨として 10.000. 000

円. 11(:1和411
ドJJtは37. 000. 000円の国防 flli 助をはじ

め，各地の史跡の保全を H予びかけている 。その: Jd5i
I
J

としてAW.i Ji- J 枚方市百済苛- 跡などがすでにぷ」さ

れ，神戸市垂水にあるみ色ほ占与をでは大規模な復

元的環境盤台市の予備段階として ，すでに発掘調査

が行なわれつつある( 第 2 図 五色塚写真) 。史

跡、全体からみれば制は小さいが . ｾｊｊｩ めてよい傾向

であるといえる。乙の Jお合史跡、の公図的利用とい

う考え方と ，文化財似全という考え方を有機的 iζ

結合せしめる技術を ，造園専門家たちは一日も単

く見出さねばならない丘任を負わされている。

第 2 図 発姻調査中の五色塚古ttt ( 神戸市審水区〉

4.  

わが国の現状として ， とれら文化財は一応文化

財保護 J去によって ， 保護されているかにみえる

が， 乙の j法律ではその指定物件の保護だけがねら

いであって，従来はそれを収まく周 辺 の敷地や，

それを利川するため iζ 必要な| 珂. i i l l 地域が考慮され

ていないうらみがある。また一度開発と対決する

ｊ 品 ｦ ＿ ＿ に必 ｾｴｊｦｩｬｪｦｮ が用意されていないという弱 ｬ 沫

がある。最近，近f誌の各地方や ，ｅｾ 占 ｾ Ｉ . 奈良，剣ft

fr などの史跡、の多い地域での統発する文化財のf白

機に| 刻する社会的諸問題 Iζ 点IJ 快され. . 1 遂にそれが

政治的な問題として取り上げられるようになり ，

近畿幽盤備計闘の ｦ ｾ 全地域とか ， 占者 ｜Ｉ 似ｻＯ法の特

ｊｪｬ ｊｻｾｾｻ＠ ( - l 也区指定など各方面からの制がかぶせられ

つつあるが，いずれの法律も本米の回的を; f ; l にす

るものであるから ，文化財の似全はやはり文化財

保護法の適切なえli nJ と ，今後の段境整備| 刻係チロ

の明大に j目的すべきであろう。国家的重要辿跡の

全域民上げに踏みきった政) ( 子の決断を平以宮制、だ

けに 止めず，他の重要遺跡 lζ も及ぼし ，買上げた

よはとれを政府の手によって国立史跡公園 的地域
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第 3図 一部盤備をEまみた平城宮跡

第 4 図 踏襲修理後 IC作られた* 筒寺屯n";'l 市西庭( J j( 剖1i ! I ) 1! 山区)

として整備し ，国民の卒用にあててほしいもので

ある。造図家たちも建築史や考古学専門家たちの

意見を十分に当{ 重しつつ ，都市公園法や自然公園

法の適用範囲外にある ， 乙れら国家的追跡、の公図

的利用を企画し ，如何なる形式において法制化す

べきかの検討の時期に入っているのである( 第 3

図 : 平城宮跡) 。

さて最後のと乙ろで文化財保全と造固という 与

えられた題自に対して ，現実的な回答を与えてみ
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文 化 財 保 全 と 造 園

たいと思う。まず建造物周辺に

ついては ，I勿火樹種の地裁，防

火 Ｖｾ 呉および諸設 備 の植松等に

よる p量級，当該建造物にふさわ

しい崎壁や総裁など修景上の配

鼠である。ときには折角厳正に

復元的修理がなされた建造物の

周辺において ，造国家は十分慎

重でなければならない。庭園; 意

Ifr としてす乙ぶる奇抜なもので

も，それが当該保存対象の性格

としっくりしない場合は ，かえ

って逆効果さえ生ず る乙とを思うべきである( 第

4図 . 飽 l吟j俗とその庭園〉。

また史跡の場合，{9I J えば廃寺跡、や古墳などの場

合，発錨調泉にもとづいた復元的考察を必要とす

る。建築史学や考古学の専門家と連銀して ，よく

その怠見を聞き ， 乙乙では建造物の場合と同様，

安易な造園組 l床で満足 しようとする気持を極力抑

制せねばならなし、。 そのような観点、から ，われわ

れは文化財保全のむつか しさがしみじみとわかる

のであり ，それだけに乙の道にたずさわる要員す

なわち文化財 p わかるすぐれた造国家の養成の急

務を痛感するものである。

， 

， 
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自 然 の 保 全 と 造 園

一 古 都 保 存 法 に よ る 庭 づ く り -

京間! i 1 i 計画局風致: 型民

狩 野 勝 也

一一都市の発展と風致の破壊一一

京都の周聞をとりまく自然は美しいと誰でもお

っしゃる。われわれ日頃風致地区の規制行政を担

当している人聞にとって ，その言葉は . 1J j : 円の芹

労をいやすにイー分であり ，われわれのイ 1:' j J はやり

がいがあるぞと ，心の肢から喜一びが乙みあ げてく

る。

それにしても ，段近の開発の推進 ) J というか ，

底力というか ，その圧力は ，ど乙のr I i rnr 村でも ，

f青絡などくそくらえとばかりはじきとばしてしま

うほど大きいものら しい。市街地 ，平J I 1_ 地はいわ

ずもがな ，山地部にまでもその勢いは迫 り，周辺

の 山 々の緑はまたたくうちにブルドーザーの ＱｾＶ り

とともに ，亦了!このむ き11¥した ，何ともい えずl床試

ない宅地 IC変わっていっている。

幸い ，京f，j )の 130 万の市民は ，そのような計 l向

性のない ，自然の破峻 ， 自然の変貌を容易 lζ 受け

いれない美学的系養 ，永年の歴史 lζ つちかわれた

自然の風土を愛する心をお持ちであって，今のと

乙ろそう赤恥をさらすようなすさま じい現状変史

は数えるほどしかないようである。数 えるほどし

かないといっても ， やはりある乙とはあるのだ

が，乙れもそう大規模なものでな く，乙乙 数年も

すれば，再び風致的な住宅や ，濃い緑で，その ft' j

あとはうまく ふ さがれていくであろうようなもの

がほとんどである。乙ういった風こ仁の{ 以f(-Iζ つい

て，わが京都市民は非常に厳絡であり ，その生ま

れた土地のよき風土に対する愛着は ，近年急激 lζ

人口の増加l したような新興都市ではおよ そ巧えら

れないような強さがあり ，良い怠 l沫でも思い立 l沫

でも ，その保守性は ，京都の風致維持 lζ 永年点献

してきたわけである。しかし ，そのような京郎で

もやはり それを 1-- 阿る開発のノ'J . あるいはその5 J ・

生えのようなものが，ぽつぽつ顔を山している乙

とも否定し去れない。

一一古都保存法の誕生一一

乙のような社会仙勢を背景として郷台に役場ーし

たのが六占担保存法ー一一正式には「古郎における j罷

史的風上 の保存 lζ 関する特別措民法」 ーーで必

る。 ζ れは ，JCしいものを? ってい乙 うという ，

うつぼったる国以の声をパック lζ ，国会の自民 ，

社会 . b己主1: の議員諸先生の共同提案による産物j で

あり，緊急、を要したため，円韓国会の混乱いまだ

務着きすまさぬ昨年のぬdζ ，可決成立をみたもの

であり ，現不r. 1文域指定 の段階lζ 入り 'Jj:実 |この

運用 ｉｊｉｾ ! t f i は乙の秋頃とみられている。

乙のは; i It では ，ノトまでの風致規制とちが って ，

i二j也の員|二げやm失補償を裏付 け とし て，より強

い，より計阿的な風致維持をはかるととになって

いる。われわれは ，乙の手法をもって，従来もう

一つ青I-iffii づけが足りなか ったと思われる保存計阿

をＡ擁立しながら ， いわば ，点目ｾＩの庭 づくり を考え

ていえる態勢が整ったのであると考えている。

京 仰の風致維持を庭づくりといってしま うと ，

いろいろなブj 而か ら，文イ'J が，'1¥るかもしれない。

!定 づくりというものが，何となくおイj zf !j の遊び ど

とであるような印象を 17 えるのであろうか . I Li 

分が汗水流して作 りあげ，まも ってきた財産を ，

単なる庭づくりのために ，強い規制をかけるとは

もっての ほかだ。 」 というようなお Hヒりなり非難

なりが .Q Iζ 聞え そ うな気がするし . I 乙の生存競

争のはげしい| 此の 'Ttζ 何をのんきな乙とを。」と

せせら笑う声が聞えてき そうな 気もする。
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比叡山

‘ ｾ＠

写真 1 嵐山高峰パークウェイ小倉 111鹿守i 台から I H配野を' 1! む

しかし ，風致維持というものは，ともかく現状

を絶対視して ，その現状 l乙対するいささかの変更

をも排幣して行くといった ｬｾＮ 純なものではない

し ， また逆に ， どんな現状変更でも ， 例 えば ｾＱ 自殺

など風穴的条件を守るなら ， ｾｦｦ 可されるのが原氏 ｉ ｊ

である ，というほど気やすいものでもないはずで

ある。そ乙 lζ は当然計画というものが先行すべき

であって，ほとんど現状を動かさないような絶対

保存地ｼヌだとか ， あるいは計 ｾ ｉ ｮ にもとづいて公共

施設，例えば道路だとか，公闘だとか ， レクリエ

ーション胞設だとか，一述の公共胞設を建設して

いく地区であるとか，数々のバラエティ IC. 官んだ

要素を配分して ，都市全体の豆ー観が，市民の総; 色、

に裏付けられながら ，将来に対する正確な見通し

をつけながら ，1擁立されなければならない。

一一景観計画と庭づくり 一一

京都の景観計阿を論ずる場合，市街地はと もか

く，周辺部における計阿を考えると ，その手法と

して，造園という乙とが切っても切れない重要な

ものである乙とは ，誰でもうなずけよう。たとえ

ば，写真 l でお示しする嵯峨野一一京都らし い夫

しさの筆頭と考えられるーーを思い 浮べてもらっ

てもよくわかるのではないだろうか。東のおさえ

ナラ ピ#7 . カ

には ，近来とみに有名になった双ケ岡が，その優

美な flfl 線を見せて品よく横たわ って いる 。乙乙 か
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ら 西 ， 一 条通りの北も南も合めて ， ｦｴ から ｉｾ ｾ ｉｉｾ ｾ Ａｉｉｆ＠

と総本J' したのだろうが，今では嶋花から太秦， さ

らには国鉄脱d戚駅付近は ， 乙の 5 ， 6 年来の開発

でまったく市街地と化し ，今や昔円のおもかげは

なし、。 rl-I，ζ 点々 と9 "1 る蚕の村，太秦広附寺 ， I桓折

有jlf l・，Il ti 王院などが i以前の思い 11¥訴をしのぶよす

がとなるのみである。そ乙で， 乙乙では一条通り

付近からだいたい北の方をいわゆる岐d熊野といっ

ておくが，その '1

'

心 lζ 広沢池，大沢の池が配 IU: よ

くおさまっている。そして西の端には ，お1. 1のj J ;

まA f! 

り火の五山の一つ ，鳥居のある長奈線 Ji l と紅葉の

名所小fr Ji Iがおさめとしてそびえている。

わたくしは ，造閣の; : J j : 門的なととは全く虫nらな

い門外出であるが， 自然の jl 岳写が造園の部要の一

つだとすれば，そのまったく逆の意味で ， ｉ 腕 ｉｬｱｸｾｲ

の長観はすぐれてl佐悶的である。だから ，そのZL

観言|ー阿は ，iit 図的感党なり ，手法なりによる可能

性が ｾｉＢＧｩ 常に強いわけである。ただ新たに築 山 を築

いたり ，r也を掘ったりはしないから ，そのはたら

く分野は ，ーから始める造図とくらべて ，ずっと

限定されるのだが，広沢iむと大沢の池にはさまれ

たオープンスペースを現状のまま 同図風良ーとして

回定するとか，その背景ー となる遍J l . 日寺 JJ I，jW' lJ.京山

などの緑を ，赤毛公，杉，桧などの常緑樹で的I ると

か，その '1-' 去となる住宅を ，様式を限定しながら

要所要所に配置するとか，南側の小山のユーモラ

スな向う{ 認を再び緑で箆ってやるとか ， 自動車が

予
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写真 2 京航，Ij 内l : J ' i i: l ( のある宮地造成地

無J 1TUζ 入り乙んで付近の穿聞気をぶつ乙わしにし

ないよう ， しかるべき場所に俊雄な! 駐車場を配置

するとか ，あるいは ，他の 111'1' ，川 Hi lの11-
1の小道を

補修改良して広きやすい遊歩道にして ，人々を誘

導するとか，それらー述の計岡は ，やはり造問的

感覚なり手11、をベースにして立案され検討、j されな

ければなるまい。京都全体の風致畏観計画，そし

て嵯峨野や東山など躯要な位置を占める地峡の風

致f景観青|同がとれで確立され，必要に応じて土地

の員 l二げ等によって，日l' jlIlj lζ 適合しない現状変史

は一 切j1 ] 有され，後代 lζ 残すべ き服史的風致長観

は，ますます併きがかけられ ，i削lII iit iiITitζ もとづ

く施設の後備によって，ますま- g - n本国民全体が

ひとしく平受できる道が閃かれるものと期待され

る。

一一宅地造成と庭づくり 一一一

また ，乙れより話のスケールはぐっと小さくな

るが，写真 2 で見るような新しい宅地造成地にお

ける風致的修長の千訟についても ，同じような乙

とカt いえる。

京都の山々の 山麓部で，前述したような i院f [ 波野

や東 山ほど重要ではないと乙ろでは ，調和のとれ

た開発を一概に J百絶する必要はない。 むしろ ， そ

の開発の rll で，新しい風致美を生み 11¥し ，住民の

ためのよい環境を11ゴみ 11¥すブi 法が問題となってく

る。写真 2 の宅造j也は ，まったくモテ‘ ノレ的 lζ 山米

上りのより好例で，ゆったりとした敷地 K ，i法而

の芝はもちろんの乙と ， サツキ，ツツジの紘木ｾｾ

から杉，桧のかなり大きなものに至るまで，配 ;η

よく品1'( ｾ 比されている。普通宅地造成はその 二 ＢＮ ￵ ｊ ｊＮが

完成してから ，削ったり盛ったりしてできる法面

の赤肌の感じは ， 2 ， 3 年は務着かないものであ

るが， 乙の現場は ， それを完成 と同時にやりと

げ，われわれ関係者をいたく喜ばせた。施主の) f f i I

致に対するJ 1 ] ! 解，美しいものを大切にする人間味

に触れてま ったく kit-しか った。乙のような場介，

端的にいって ，とにかく緑が立ト富にあればよいの

であって ，造園の技術などを云々するほど専門的

な知識はいらないのだが，やはり造国家のもつ心

がまえというか ，，; 終盤というか，そのようなもの

がその{ 上トーがりを左右してくるのだと思う。乙れ

が通例となれば ，宅地造成が各地で風致の破壊者

として爪はじきにされ，恋者扱いにされずにすむ

のだろうが ... 。

×  ×  ×  

以上述べたように ， 造図関係者の意見や技術

は，者s市計闘の分野で，今後ますます重要となっ

ていく。住みよい ，倒J きやすい IIITづくりに ，造間

関係者の協力が期待される 。
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写真 1 一段門んだプレイロットと中央陸

問。既イFの樹木がうまく生かされ

ている。( 阪市岡地〉
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1. 住宅団地の屋外空間について

il 宅卜l Ut 1 ! . の椛成についてはすで'ICl O余年の経験と研究

を終て1 . 1 ; 本的なパタ ーンができ ていると いってよいであ

ろうの| 羽地空間の造図という本論に入る前にその基本的

なを1m椛成のバタ ーンを述べてみよう。ただ. 乙乙では

紙而の何日合1 : . . われわれの取り 扱 っている 4 - 5 階建の

アパー卜 FJl九!HC限定して1命ずる乙とにする。

先づｾ［ 1 に. 名I U ｩｾ 立 ＴＱＱ 寺ｼ白日照を確保するという乙

と，そのためには! I : (Jlu立南而した方が有利であ り，その

以令，隣械/ 111: 2: 20- 25米必要とする内乙の距離はまた相

対するWU f l Fi .linのプライパシィも保つといった考え方

である 。

第 2 は. ，[ 活のI忌小ffil 域として子供の遊び場なとを紘

としてグル ーピ ング構成をした方が社会生活をする 上か

らいっ て有利だといった考え方である 。例え ば，子供の

遊び場を例にとってみると ，ある住械の近くに設けられ

た遊び場はそのi t lJl uζ 住む子供達 lζ 占領され，速くの住

械の子l立遊べないといった乙とが調査研究などから明ら

かにされている n 乙のような考え方からプ レイロット を

抜として1∞- 200戸程度のグノレ ーピ ングが考えられる。

｜ｮ Ｓ は Ｎ ζ れらのグルーフ。が幾っかｾって近隣市 イ 立が

偶成され. 文教 . 11，1 ' ; 完. 文化等諸施設を中心 としてコミ

ュニティが椛成される n

!:f i 4 は以近とみに問題視されてきた車の矧加に対する

処附である吋k ) ，: 近の殆んとの団地では ，司王 と人 と¢動総

を完全に分離して考え ，歩行者にはペデス 卜リアン ・ウ

ェイを配し，安全 K 目的j也tζ 送ーするようにされている内

必に，乙の$ : 行- ? ; . の動縦であるペデストリアン ・クェイ

に沿「てプレイロット . 1.査その他諸施設を配して造闘を

i  j ない . 111.1こ機能fド.J t.: 1伺だけでなく ，乙のリニヤーなスペ

ースを戸外'1 析の収かな紘ーとし ようと試みられている n

、依

2. 団 地 空 間 の 性 格

たしかに，同地は従来の伺人住宅や棟割長屋などでは

求めて得られなかった広大なオ ープンスペ ースを生み山

した。そして乙の広大なオ ープ ンスペ ースはヒュー 7 ン

な大きさに| 夫切られ，それぞれの機能，性絡に適令する e  

ように造形されている今それらはまた互いに 関述しあい

fll f T しあって同地令休として変化のある親しみやすい .

，、きいきとした生爪空間を造りt J ' ，しているのである内

乙ういったスペ ー スは個々それぞＧｾＧｌの人迷のものであ

ると同時 IC， 1万作者すべてもの ，すなわち共有 . 公符の

スペースである内

従米から，ささやかな郎、民住宅でさへも庭というもの

なしには住宅は考えられなかったのたとへ淵lのひたい粍

の上地であっても . いろいろ工夫を乙らし ，樹を摘え ，
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石を置いて庭をつくり ，生活にうるおいを

得ょうとした。従来それらは殆んど眺める

庭としてitI砲されてきたが. 政近では眺め

る庭から生活空間の一郎として戸外の食事

空間となったり，子供の遊び場としたり ，

また父殺のコツレフの練習場といったように

宅内空間の延長として生研し . 楽しむスペ

ースとなってきている η

住宅が同I . 化され ，後く持豊能fドJ な11宅.

そしてコンパクトK . コンクリー トの雄物の

l コ7 におさめられた十1 : 宅ではとのような

庭に対する郷愁は ，5¥:: 1こ述べた公有のJl 、い

オープンスペースで充足されなければなら

ないと同lL' j l C ，ともすれば個人の生活とい

う殻のrll に閉じ込もろうとする現代人の性

絡を明るく楽しい社会生活に引き込み ，健

全なコミュニティをi構成するために屋外空

間の充実は非常 lζ 重要である の

3. 団地空間の造園

乙のようにして獲得し， a 絡づけられた

同地空 111] をより 段かに ，目的 11 : 合ったもの

とするために . あるゆる造闘技法か! w 馳さ

れ具体的に造型されてゆく。

以下，主要な団地空間の造型，造園をわ

れわれの作品の 中から選んで写真を主とし

ながら紛介してみよう η

( イ〉機 関 の 庭

< 写真 2> はグルーピ ングの最小単位であ

る互いに階段窒の 向い合った住総聞の造闘

である の乙ζ では一般の場介より少し練聞

を広くし，大人の憩いの庭 ，幼児の遊び以

として佼われるよう設計されている。よち

よち歩きの幼 児 は母 親 の付添いが必ｾであ

り，その遊び場はスタティックなものであ

る、 3 ，4 才にもなると 動作は活発になり

喝 変化のある遊びをするようになるので，遊

び場も乙れに応じてバラ エティ IC富むもの

が要求される。更に大きい子供述の遊び場

は乙の長小1f 1. { ¥'r . では考えられず ，団地の rll

央のプレイロ γ 卜へ向うよう計閣されてい

る。

乙のような階段室が向い合っているスペ

ースは . もっともつき合いなど近隣の結び

つきが緊衝であると報告されている。

団地計繭上. 地価との関連などで広いオ

写真 2 線開の降( 向ケ丘団地)

写真 3 ピロティとする E とによっ て広々 ととられた棟聞の底。 左上は集会所の庭である。

〈阪南岡地)

写真 4 地表面から一段下げられたプレイロ 'Y ト( 阪南団地)
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写真 5 妥慰問の逝ぴA品。 団地の中央を通るペデストリアン ・ワエイの 7

ルコープともなっている。( 千里洋接台団地〕

写真 d 機能を主とした歩道 ( 千里背山台団地〉
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ープンスペースをとり得ない場合. 住棟の l 階を ピロテ

ィにしてとれを有効に使って団地の 中心広場とする乙と

が あ る ( 写真 3) 。 ζ の場合，ピロティを通してl定，I羽

地への 自然なつながりが要求される。

イ主械や! At の庭KWJ J きの多い遊び I坊が接近している以

令，プレイロットの地織を一段下げて構成するのが，プ

ライバシイを 保ち，またプレイ ロットLI 休の空間を引き

しめるのに効果的な手法である( 写真4 ) (写真 竹 内

〈口〉 住 棟 の 萎側 に と ら れ た 遊 び場

l∞戸- 2∞戸程度をグルーピングした場合，その払ーと

なるプレイロッ トは，持通{主tJ 1i の妥』をと安l: ，t の問を拡げ

てとられる 。似聞の遊び脇よりスケーノレが大きく . バラ

エティ IC. ' Mんだ閑地であり ，住戸のプライパシーを佼す

乙とが少なし、。また四季を通じてH与聞によ って阪なたに

も阪かげにも ;恵まれるので利用率も日くなっている。

( ハ〉 団地 の道一 ペデスト リアン ・ウェイ ー

ペデス トリ アン ・クエイは『れなる人の交通の述河とし

てではなく ，コミュニティの生活のための述河としたい

というのがわれわれの設計怠図で・ある。 <写真 5> に示

した隙間の園地や眺め強うための庭な どが乙のペデス 卜

写真 7 楽しみつつ歩く緑道〈千里背山台問地〉

.‘  

-少



リアン ・クエ イのアル コープにとられる。

乳母車をおして貨物に向う母親. ジグザ

ク行進して楽しんでいる f 供述. オシヤベ

リを楽しみながらの民物到すりのヒ婦迷，外

界の交通戦争とは- ' t く別| 比wの人r : ¥J I司復の

道である 。

人間の道には人の動きを ifi :tJ; l，した険能性

の強し、道( 写真 6 Ｉと歩く乙とをｾしむ緑

道 ( 写真 7 ) とがあ る今ともに樹々の緑や

pq季の- 1E々のヒタで飾られ. ぷーしいカーブ

を怖いて流れてゆき . tjJ -を進めてゆくに従

ってつぎつぎと変化のある眺めを展開す

る。所々にオブジェやモニユ 7 ン( 写真 8)  

が低かれてアクセントを添え ，要所々々の

アJ レコ ープには緑院のテー フソレやベンチ

が， しば しの1訟を待 っている n

( ニ) 団地の道一一車道一一

ji J i り抜けをせざるを得ない ili はカーブを

多く し'11のスピー ドが11 ¥ないように設計さ

れている。造闘も乙のカーブに沿った滑ら

かな感じのものが望ましいの ili 沿いの住戸

の窓を司王のヘッドライトがJ¥Uらしたり ，円

六11!f rl  ，カーテンを引い ていなけれU. 槻線や

首を防ぎきれないのではいけなし、。と同H与

に，団地全体の広がりが道路によって分断

される 乙とも避けねばならなし、。乙うした

解として . 道路の両側IJ IL人 II¥J の'JT丈より少

し高目のカイヅカイブキを 定の| 間隔をお

いて列摘したのがど写真 9-- である内カイ

ヅカイブキのエパーグリーンの討たさがアパ

ー トの白さを背にして道路沿いの長鋭を ']1

き しめている。

( ホ ) 集 会 所 の 庭

集会所では峨々な訴し作いや，お開占引

が行なわれる。いづれも ，'(1. かな務おいたZ

Uf1気が望ましい。しかし集会所の敷地は決

、 して広いものではなく ，: ! 1l 1L 集会所に妓し

て道路，遊び} J ; Jがとられ，住戸の窓も近く

にある場合が多い。乙れらの外周からの騒

音. 視線からなるだけ集会の機能をまもる

ため に地盤をあげたり，築111を造 ったり樹

を植え た りする 。 ｾｪ｜Ｇ ｦ 々は互の強い日射しを

i ! f f って快適な集会が持たれるのを助ける。

それらの庭は日本庭園の手法を取り入れた

りして集ってくる人々に 終おきゃ，' i ' f.けさを

与えるようデサ、インされる く写真10> 。

F  

、、¥

写真 且 モニュマンミA 蹴ミ( 下型; ! j l l ! 合同地)

写真 9 11' ;11の{ 証似。 カイヅカイプ I (})j 日l他。( 下虫津袋台団地)

写真10 倒有の縫を持つ集会所( 千盟tll 露台関j也〉
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写真11 ピロティにより持ち上げられた集会所( 千且背111台団地)

写真13 逆瀬川団地中心広場。絞林の下は姐の底
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写真 12 問地の中心広場

( 干盟問¥']1台問

地)

< 写真11> はとのような個有の庭を有しな

い集会所の例である 。 1 階を ピロ ティにす

るととによってペデス トリアン ・ウエィを

通し . 集会室を 2 階にもち上げること lζ よ

って外郎の視線や動きから集会を守り ，更

に周辺一緒を集会所の庭として眺め られる

よう工夫されている 内 11粧のピロティ部分

は，何という乙ともなしにオシャベ リした

りするミたまりミになるようデザインされ

てい る内

( ヘ〉 コミュニティセンタ一一広場一

団地のほほ. 中央におかれたとのプーノレの

ある広場( 写真12) は団地の人々のたまり

切であり ，景観の中心でもある 内噴水を眺

めながら立認しをしたり，乳母 I択をおした

阿規が樹蔭のベンチで- 11寺を過どしたり ，

腕白小W: 速が自転車を釆廻したりする n 夏

の宵には . 照明1 ( . 郷く噴水池を閉んで、ガー

デンピアパーティも聞かれたりする乙とも

あるだろう 。広場は団地のオアシスといっ

てよい 令

( ト) コミュニティセンター

一一 ショッピング広場一一

スーパー7 ーケット . 集会所. 管理事務

所，交再干等 lζ 閉まれた団地のセンタ 一広場

とそれに接した憩の庭内11. ; J t ; ) は多くの人i主

がなんとなく集ったり . またいろいろな用

途 lζ 使われたりするだろうか ら思い切 った

オープンなものにし . そ して隣接した慈の

庭は既存の松の木々を生かし . 乙れに4X.

紅葉を添えて白木庭園風の落おいたムード

のある休息所に仕立てている のベンチから

あまり距離のない屋室の窓はゆるやかな築

111や四季に花を咲かせる柿木でかくし. 宅

内外のプライバシィを保ち得るようにされ

ている η 深い松の緑をパックにして ，春tζ

は般の花が聞き ，秋には紅築』ζ 飾られる 内

足下には色どりの2まかな四季の1t を咲かせ

る木々が庭石とともに配置されている 今そ

して乙乙に憩う人々の心K . !(ft かな安らぎを

与えてくれるととであろう内 (写真13) ( 写

真14)

S お わ り に

以上述べてきた乙とは紙面の都合上，単

‘4  

ー



e酔

写 真 Ｑｾ 逆瀬川団地中心広J.I} IC接した憩の路

ー

に団地空間の・自 Ｚｪｬ を断片 ＨｉＧｾＧζ とらえて写真で紹介してき

たにすぎないが. 団地空間は ， ! 也形. 道路( 車道. 歩

道) . 建物，樹木，遊び場，公園. 広湯といった造形の

エレメントと，住む，働く. 惣う ，逓1; ，つき合う，目

(l(j :l 11Hζ |自j うといった人々の生活のリズムとが複雑にから

み合って形つくられて行く 。造形的な面を強調するあま

り人々の生活感情を無視してはいけない し，また生活の

パターン tζ 合っているからといって造形的な考慮をは ら

わなくてもよいといったようなものでも江い。両者がう

まく結びつき調和して乙そ 快的な団地の生活空間が巡 ら

れるのである 。

先 iζ 述べたように共同住宅団地である| 吸り，個人の庭

を私有する乙とは不可能である 。そ 乙で共有しなが ら

斗ム有していると感じるようなミ l定を j彰造る空間構成が

望ましい。

例えばく写真 2> ，く写真 3> で示したような機関の

庭なとはそのような感じが得られるが ，もう少しクノレー

ピングを大きくとらえて 図 1 のように中庭の形でとら

え. 乙の中庭に幼児か ら3 ，4 才までの子供の遊び} ん

主婦のたまり場 ，老人のR t tいの .tbJ. そしてできれば，乙

のグループの同好の人速によって自由に園芸ができるよ

うなスペースを与える等，うまくデザインすれば，かな

りいきいきした生活空間を得るととができる

乙のような住棟配置ではまだまだ中庭のスペースが大

二二- - コ

ー

ー

し

「

し

「

ｾ＠

= 二二二コ

図 1 ド行記飯 ICおける中庭

きくとり κ くいが， 図 2のような配置をすれば非常に大

きなスペースがとり f与る 。

tt 庭は図 l の場代よりも更に充実したものに椛成で

き，また 4 間住械によって閉まれているのでいわゆるク

ローズされたスペースとして緊迫感を盛り上げるのに効

栄がある 。グルーピングがはっきりし生活領域が非常に

lリ] { 泣にとらえられる 。 しかし， 一方，乙のような住棟配

ii ' 1 をとれば，どうしても住宅の| 向きが凶または東 ，ある

いは450西または東 IC振れ住戸の居住性が落ちる 。

図2 闘い型配世の中l i J .

乙れを落さないためには方{ 立に適合した住宅の平面形

なり. 西日対策を講ずる必要がある。

こうしてみてくると，より豊かな生活空| 習を獲得する

にはまだいろいろの手法が考えられ，多くの問題が残さ

れているが，それは. 住宅設計，団地設計そして造園設

計の緊密な共同作業があって始めて獲得されるものであ

ろう。

保存された緑の樹員長
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駒 沢 オ リ ン ピッ ク 公 閣 の 造 園

-*京d1! Jt 郎公園緑地!jf!&1町工事課長

三 橋 一 也

(  1  ) 造 成 経 過

乙の公園は ，II{H1139年lζ 行 なわれた ，オリ ンピック東

京大会の第 2 会初として誕生したが ， )，H( I句A与えかた

は，総のZ止にか乙まれた綜合スポーツセンターとして，

またレクリエ ー Ｚンヨンの易 ｾＱ Ｙｲとして ｽｪ も没すると ｨＭ［ｊｉｉＡ ｦｉ 乙 ，

オリンピ y ク会以ーとしての迎?立をJ1il 但し ，乙れを記念でt

きるような公図を丈ｾ設するというととであった刊

乙の地は ，1日駒沢ゴノレフ場跡地で，そ¢後，W: 点仰の

総合.il l i i fi J J場として平IJTIJ していたが， 車，*J也もほとんどな

く，総合運動場としての形態をととのえるにはまだ不|

分であった。たまたま，オリンピック点京大会IJI.Htti 決定

ととも IC ，従米の総合連動場JI' ll!Iiを&.':li して，部 di p. llnli

法にもとづく公園盤備事業を行なう ζ ととなり ，IIH有135

3ドlζ ，地質調査， J也]彰nlul ，Iなど， Ｑｍ 飴 ＨＱＧｾ＿ｊｉｊＱｴ にとりかか

ったのでt ある。

乙の公園の[ 立i丘は . 東京仰のJ!iiI' N:"jl ，H.' 七地，li; ーのほ lよ

小心であ る。出心からの1 : : 決交通機関は，11I 員30- 50m

の放射 4 号線であるが，乙れに通ずる道路 K 接する公| 剥

ｊ 也 がｾく ，数万 の観客がＺｭ け Ｑ する公園の Ｑ Ｑ｜人 Ｑ Ｍ Ｑ を ｊＵ える

とき ，Ｉ，Ｇ ｾ＠ ｩｬｬ 道路と園地との結ひ Ｎつきが必ｾーなので ， まず

第一 IC乙の部分の用地20，0∞n' f の日収を 1j い，乙れによ

って公邸1全 l回総は， 415，400l l i となり . 公同，11'1111ほ IJWI{i

したの

II{{ 利36"r. 4 ｊＺｊ ， 公 園 の占ｾＮＴ＾Ｚ ， 没 ｊ ｉ がまとまり，たＯごらに

図地整備 のl J i 礎工事を開始したが ，IlIi和36" 1 ' - &まではい

わば準備段階であり， 1111羽137" 1'皮より」ー本 ，i li 築，造l羽

の名工おが ｾ絡的 ｬ ζ 開始された ｮ ｉｉｻｻ 利 ＳＸＢ ド皮は 工 Ｇｊ ｾ の ｍ

盛期であり ，一 Ik' j は払!80の主t ，没業ぷが公凶 』ζ *111 し，公

園敷地全体が_ _ L ｛ ｊｾｊ ｴ｜ とな って ｾ ＧＢｩ 桜 をきわめた内

IIs 和395j 二5 ) j ，運動施 設をはじめ ， じ Ｇｊ￧ の λ 郎分 Ｉ ｾ完

了し，その後手直し工事なとをおえて ， 7) J  23111乙峻J }J

ょを行い ，総__L室( ，約46ft!: 円の巳1' 1 を投じ令 1'. ーj Cのンじlぷ

をみた。 (ill 築工学賞 16.5 億円 ，IIH也1'17.511むpj， 上木

工事 政 ＱＰ ＮＵ 億 円 ， 造園工事 ＧｬＧ ｾＵ Ｎ Ｐ 億円 ， 設似し ＱＺ ー ｍ ＧＱ Ｖ Ｎ Ｕ 位、

IIJ ) 今後，硬式野球場など，整備を予定されている』も没

もあるが，オリンピック大会 l時の辺j !ryJ施設をはじめ公図

全 体は， lI {j 和39年 12月に公用開始され，現{Eは闘際的J.k
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す格を千Iする 述1;1J公閣として，郎民のスポーツに ，また館、

いの以として親しまれているの

(  2  ) 設 計 概 要

公 ｉｾ､ の ｨ ￍｬｩ 設を わ が ｾ !ζ 配i位するためはに， ｟ ｈｾｾ 討 を Ｑ LJ川

J仙こして消施設を内向IICとりか乙むサーキュレーシヨン

砲と ， 主図 ｾｘ を縦民させてその両側 ｬ ｛ｪｦＮｩ施設を配置する

プランチ型なとがあるが，本公園はサ ーキ ュレ ーション

型とブランチ砲の折ぶ式，いいかえれば団子の :1:¥ざし主l

Ic ，n'jilii している。すなわち丘通道路を縦民 させて，凶内

を 8 - 12mのサークノレ路が一周している。

ｬＧｴｩｬｬ￭ｩ 出向は ， 公ｼ却を Ｒ 分するので ＧＣｉｉｉ［Ａ［ ｾｊ 式とし ， 11I 員 も

少道 ，ｾＡＨ樹 ｦｩ［ をふくめて ＳＲ ｭ とり ， その Ｑ Ｑ Ｑ 火 剤 Ｑ Ｑ ∞ ｭ ほ

とは 11I をさらにひろげて，I ! i のJたり 降 りに 使手IJな Jl、J必

( バスス トップ) とした勺川スス トップ羽i分は ， ｾ ｊ Ｈｊ也 ｴｬＡ

司/d1l ! . 脅l I: より約 5 mfL¥: くな り，その Id<i 端にかけられた 2 本

のi主総焔淡によって，国内のII主行者は自動車交通に妨げ

られずに . 市北川地区を 'Vliri 上で火全 !C行動で きるわけ

である内

なお ，作j泡E没の{ 立山は噌、ド Ifti 凶と|日l じ悦線すなわち2

111
から見おろす機会の乙とも J5え，制1ft!! による桃l戊の亨・

訟をとり入れた内公悶
"19と南. . 1七の土.柄II f J H.1ζ は ，.l'l: i皿ill

Hお11 1火のノミスストップをはさんで，北側 に11 1火山以，オ

リンピック ｣ ｬ｣ 念上ｾ Ｈｾ ｦ｜ ・ ｾｬｩ ｬｊ ｬ 芥Ｉ ，サブトラック ，1対側 l己反

| 付球技以， ＡＮｔｾ＠ 球技以が， 総仁』ζ
並んでいる。

乙れ lζ
対する sRI

J
4の，，

1

1交
+111*海上 !Cは，111*広島; をはさ

んで ，見LI ζ|峨 1: 続技場，IJ _4IC休育館が並びill っているの

乙のほかの}j(ij，没 も. それぞれ L M市川
ζ

、
|ι h' ，斜1-j の紬級

が車Il まれて，その絡 f 状の名交点 IL設置されている 。す

なわち，ょUl'ti から J ヒluIl
ζ のひ、る斜交

+111線上
Iζ は ，111火JL

ｮｾ の Ｑ ， ｉ ＼ｩ ｦ ｊＡｬ ｊｉ ｃ ，似式野球 Ｔｌ［ とＡＺｩ￬ Ｒ 球技場があり ，
* I

J
4の出

火 '1411総に 、ド 1i する， ｊ 凶 ｬｬ ｊ の Ｊ ｉ ｊＴ ｉｩ ￬ｉ ｈ Ｔ ＱＱ Ｊｊｾ U乙は ，サブトラ

ッタ ，;;(i 2 球技J誌を I I I *K，
'19 ¥式野球J払， 1' 1  LLIJ L、以が配

ii 1 されているのである勺

施 E没の千十々の刈低については ，すべての施 E没があまり

ｉｾ＠ ;J いものでは周辺に及ぼす影響も多く，樹木を多くした

Ａゆがん手凶Ｅをつくるための障ｾＺとなるので 極 ｪ ｪ さけ ， rl"  

4  

f  
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央広場の面を必準として乙 れより 高くな るのは，陸 t 競

技場，体育館 u己念上芥. Pil .内政技弘で，ほかの施設はス

タンドの一郎が利くなる ほかは，すべて '1
'
火広場 l回以ド

となってい る。

(  3  ) 修 景 計 画

( 彦景計画の立案にあた っては ，当公園がオリンピック

東京大会の会場ーとなり ，内外の訪客が多数訪れる乙とと

なるので， 1週内はもちろん，国際的 lζ も誇りうるものを

生み山そうとする窓欲をも ってのぞんだ

乙とに乙の公閣は，なかに多極多織の鏡技施設をもっ

という ，他 Iζ 例を見ないものであり . 乙れらの施設が中

央広明を中心に配置されるので，公園全j或の地裁による

修長は，続投施設とのバランスを考慮し . 経i，l &と施設を

_ .!，f;としてまとめるよう ，十分意図したものである 。

修ｾ， ｈￜｈ ｩ の必本 方 針は次のとおりである 。

@  線の謀長 IC閉まれた総合スポーツセンターという公

図71設の基本的考え方に蕊づき ，できるだけ緑を多

くする乙と。

@  既得大公園の槌，1 &1ζ 匹敵しうるよう，スケー J レの

小さい植裁を排し，樹木等も巨大なものを使用する

60 

乙と う

の 材料の事前佐保，機織力の君主入 . 各極

工事との翻整，協調等，あ らゆる 借置 を

講じて. 工期を短縮する乙と 。

e  Io! 大な結築物』ζ 対応する造関手法を採

JTj する乙と。

@ 樹木. 草花その他すべて日木の郷土植

物を主 とす るζ とっ

@  蹴球，ホッ ケ-}I' l の芝生フィーノレ ドの

質のよしあしは，競技技術に影響を与』え

るものであるから ，ー1':分留: ' 11: ¥し. Ｑ ，忌日 ｾ￯ の

ものを つくる ζ と「

( 4 ) 造 園 工 事 概 要

rJiJ.ili の修景 J-t i闘の基本方針 lζ 法づき，

まず，

@  できるだけ緑を多くとり入れるため，

他棋された樹木は. 53 f!ll矧 ， 27.505 4: あ

り，そのうち斡まわり ω cm以 上の大樹は .

1，462 4: であ る。 また . げ' I i 木頬は. 52極矧

ＱＱＴＮ ＲＹＳ 株 を 数 え Ｎ 芝生等の ｪ 也被Ｊｾ (1. ， 

92. 195 111' に及んでいる ぺ

乙れによって . 闘い感じ となりがちな .

コンクリー 卜をー! とする競技絡投， 1.よ境 お

よび道路等のペーブした郎分の感 じが若しく拘 l らげ ら

れ，公園全!，f; の五凶気は . 柔らかい感じとなっている ラ

@  既存人;公閣の植 l&fC匹敵す る. I  ｾ 人［な樹 木 を舷保す

るため . H付和36年度から幹まわり ω - 120cmの大樹 を

1.α)() 4:  • あらかじめ ，都内をはじめ千束 . 神奈川町 土台

二L 次城，栃木. 1ft 馬等近県にわたって， 1∞kmの範凶

l付で. けやき. いちょう，しいのき. まてばしい. しら

かしおよび ヒマラ ヤ杉を位し求め ，現地で綴l!el しを する

なとの他置を講じて保護管埋し . これを移他して公園地

肢の骨絡と した 3 乙のように ，移植技術の "Jlmな|彼りの

大樹移摘によって . ｾｦ 子公 園の植，ＱＦ Ｑ と劣らない完全な風

致景観を現山させる乙とができた。

。公園の建設は ，I凶和36年度か ら着手したが，まず用

地の貨収，続い て排水管工事，道路工事，そして各競技

施設の建築工事と ，ほとんと全域にわた って. 各署f ( 工事

を同時 fC着手したので. 造園工事は着手する余地が tJ.

く，I別刷38年度 lζ 至り . 初めて本格的 [ζ 工fYを・すすめぢ

るを得なか った。

とはいえ ，大会的に全工事を終了させるととが主. 上の

条件である ため，あ らゆ る借置を講じて . 工期を短縮す

る必要が生じた。乙のため，さきに述べた，公圏外にあ

ー

.. 



'" 

， 

る大樹を保護管理して ， 材料を 'li liiJ 確保する乙とのほ

か，機械力の導入，すなわち ， レッカーによる移植工事

や植込地盤地 fCパックホー ，フツレトーザーを使用させる

乙とにより ，従来の造図工事を機械化させ工期の短縮を

ｾ ｉ った。上 木，建築の各極工事との調整には と くに芯を

注ぎ，おのおの可能な|浪 りの協調 ，JJ) r ) J をしあ って，工

iUlを短縦し，全工事を完成むせた。

@  μ 大なit 築物f C 対応する巡l羽手法としては，当公凶

内1 t 立大施設の陸上競技切の)[，1iL1を， ｬｾｩｬ 分的』 ζ 地裁の也、肢

を': :J くし，コンクリートのマッスに対応して，グリーン

の7 ・ノスが悦党κ 強く，U" F えるように 4.α)()nf fC及ぶ大

刈込をつくりあげている 。 乙れは ，仁1:2ト:1丘凶の手法の←

つである Ｎ ｾ山を現代風』 ζ アレンジしたもので ， 陸上競

技 ｪ 必バッタスタンド ｾｬｬｨｅｬｪ ｊｩに起伏をつけて地枕している

が，その ・gjl は小国防を包合し ，大刈込の IIJ を トンネノレ

式に; 滋」かできる脱線の人; きなものである のなお，大刈込

にも!U1J した樹在fi は2l;fAに& び. 1山手それぞれのJJL観は，

乙れら各組樹木の前:W. ｊｊｉｊＮＯι 和賞ｾｉ，落」 ＱＵ 土Ａ［［ｦ ζ よって

変化する 。

f，f >: 脊舶の修ぷは ，陸上級技場j身辺の大刈. i d とは対象的

iζ ，芝生t:.' けのj J FWH的な外椛のなかに ，施設を浮びあが

らせる手法を川いている 。ー 印刷。[ l J だけは ，総出川の大

樹を自己した休恕ｼ週 ｪ 也とな っ ているが ，そ のほかは Ｎ 芝 ｾｌ 司

と;{Uti だけですっきりまとめた 。

@  4 : 公凶では. 11; 1，; を代表する公凶を1=I . f::Uζ ，すべて

日本の員111上他物を. : i : : とし ，いちょう. けやき ，およびゃ

なぎを街路樹にもとうほか. くすのき ， しいのき . うめ，

およびさくらを締込みに伏い，乙れらを地裁するにあた

っても ，なるべく人きい加悦でt : 化を〉止めるように WH的

を主とした。乙のほか，中央広jお前の階段両側 t乙は ， 日

本独特のきゃらぼくのミか と、作りミを採倒 した ほか，屋

内球技場入口は ， らかんまきを配したり . 球技場付近に

は，武蔵野固有の姿を現出させるため，え とのき を主体

とした雑木 林や， つつじ 山 を怖入するｾ の工夫をと ら し

ている。

また ，公園内に点在する ./U直は. 30箇所. 2.4∞rri' 1ζ  

』立び，人; 会H抑ζ は，仁14 : の国花である菊と，海外lζ 訴i.判

の ｩ 九いゆりを主体 ｬζ Ｎ サノレピア ， 浜菊 ｾＡ ｮＶ 種類 の草花を

ffJぷIJIJ./Eさせた。乙 とにゆりは. 普通 6 月に咲くものを

促成裁J出して. l O}-J f clヒを咲かせる ζ とに成功し，オリ

ンピック大会H与! とは珍らしい花で会場を飾った

θ  オリンピックで駒沢会場 iζ 指定された 4 種目の鏡抜

のうち ，l砿沫およびホッケ ーの 2 樋目は . 芝生フィー J レ

ドを使うため，蹴球 1uJ i . ホッケ - 3 市 ，計 4 l.uiの造成

工事を行なった。蹴球. ホッ ケー専mの芝生フ ィーノレ ド

造成は，わが闘に ｬ￬ ￭ｊ 例がないので ， 大学等 ｩζ 芝 ｾｦζ 関 す

る研究を委託する措置をとった。その結果，芝の極rtiに

ついては . ｾ｛ ｩＡ ｉｾ ｊ￭ｦｬ芝を深川している。

ただ，フィー ノレ ドの地盤構造については検討が遅れた

ため ，ゴl 公l通では独1 "1の方法を. J mJ i J する乙ととなった。

114立競技lrtJ 等と比べて主な相違点は ，従来，排水をよく

するために ，比較的統くとられていた地土居の厚みを増

して，芝の1 : 育を完全にした点、にあり ，また ，各磁土域

I;l(以Ifl J も加えた。

主化フィ ーノレドは . IIIH1. 138年fC竣反J したが，その後も

l 年イI半，芝刈，施JJ 巴. 1詰J虫害i t Jjl 徐，除草その他育成管

. E ' J ! を行なった結果，大会H与には ，芝生フィ ーノレ ドを最高

の状態にする乙とができ ，各国役員 ，選手なとから λ 好

評を受けたっ
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緑 地 の た め の 造 園 樹 木

住所の環境の '1
'
1ζ 生命のあるの機体を見出すととは ，

1 : 物である人類にとり快適な生活皮境をもたらす。

特 lζ 樹木は ，m境への適応性が布く ，生命も民く . 場f

猫え ｬ が盛大であって，乙の日的 ｋｩｬｬｾ 妥な ｊｴｩ 材と Ｒ 号えられ

る。

しかし ， 樹木が人傾の生活感覚の Ｇｉｊ で世ｾ会 ｬζ ＱＺ脊する

ためには ，樹木の生活環境にふさわしくそれを調整する

必要があるから ，つぎにその問題を列記して兄たい。

気 候 的 要 因

空気 IC対し植物の光合成作用のため c ｏｾ が ， 呼吸作

ｊｈ のため Ｐ Ｒ が製求されるが ， 特 ｉｃ 問題視はｾしない 。

しかし笠公i 'llf 乙微iE存在する S 0 2や S 0 3および炭化

水系の不完全燃焼物等の工協の排煙や自動ょli の掛気 Iζ 含

まれる有Iii 会l(4):と :政綾や砂践が起す組物の と1 : 脊障碍

は，特 Iζl込近J苦しい影響をおよぼし始めている 。

乙の 問題 に対する耐久性は針葉樹より ｬ よｾ樹が大でーあ

り ， またｾ肉質の ｪ 早いものに強い樹極が多い 。

1:: 1  !¥ii については ，それが光合成作川エネノレギーの主体

になる［な味で ｾＩｒ されるがＮ 1直射日光でなくても大気K

よる散乱光や人工) t ; がその役に立つのは士l然である 。

しかし，その日について樹雌別に樹木の生活し得る限

界があり ，2!i>Jミ 111 の比較的多いものを協捗! といって落葉

樹 lζ 多く ， その少ないものを陰佑! とい って 常 緑 樹 に 多

し、。

制度Ｚと ｉＺ ｉ ｾ :J :fi 純物の地域的分イli をtk;: とする' l ! ! 1必であ っ

て. わが倒の気候条{'I' 下では冬季のl泣低以温により . m

極分市の Jtll J ; ! が決定される伊lが多いう

たとえば ，北 日本では諸島 ｕｴ の ｾｉＧｾ 樹がタくＮ I十j l l ;j( 1ζ

は常緑の ｬ ムｾ樹が多い分布が兄られる 。

なお . ｉ Ｚ ｉ ｾ 泣との関係はわが凶の以介特に 川 ｪ 泊とならな

いが ， 季節風気候，出の雨季と位ｾの別が ｬ 列Ｏ￬ Ｈ ｡ な ｪ 也峨では

乾季に抗策す る樹極の伊j もある。

風害の| 問題は台風や季節風の影響をうけるわが凶の場

合 ，特Km嬰な問題で，風速が 15mを乙えると裂に損似

ぷ良女チ大学位医学科
近 藤 公 夫

を免れないし ，それが25m以上の暴風になると樹木の lili¥

折や風倒を生じるといわれる勺

ヰJ付ζ 風倒については線系が関係をもち ，深4良性の樹木;

は抵抗力が大きい。

土 地 ・ 空 間 的 要 因

樹木の空間に対するｾ求は ， 地上部の場合 ， 人為的に

統御する乙とがかなり可能であるが，もし自然 K 生長さ

せた l.i 樹を考えると ， イチョク， スギ， ケヤキ ， カツ

ラ，スズカケノキ等は樹高30m以上 . .fl I; )冠直径20m以上

におよぶ例が知られる 。

乙れはb. ' . 樹が都 rli 景観に導入されiSるとすれば，それ

が11.b府土tt 築と同水準の景観製業となり得る乙と ，あるい

は外部空間のmi l ! i に樹木生育空間として必要な基準が確

立されるべき乙とを怠味する 。

しかし ，樹木の空間 lζ 対する要求は地下郎についてよ

り大であって「樹冠を地IffifC垂直投影した平而」は線系

の水、j7.的発i却ζ 確保され，そのl E - : 直的発達のためには ，

小低水で' 0. 3m. 小高木で 0. 6m. ，:':j 木でそれ以上 1 m

riij 後の深さが確保されて，それが地下水に反されないj尚

柏に涼む団粒構造のｊ［ｦｾ上でＺある乙とを必要とする。

ｾｾｦｉｕ 高架務校からＱＺずる ｬ 街 ｨｬｩ は ｊ ￭Ｎ ｩ ｴＦや ｊ ｊ＼分を政収 ｻ ＺｦＺ ｦｾｪ

し，上位子を安定な111粒椛造にし ，微生物の活動を似し

てイ1機質の分解を促進する効果をもつが，乙れは，近l時

の土地造成が丘陵勾で府組 lζ 白むぷ土を11IJ り取 って ，組

物 ｾ Ｑ 引 ζ 困難な基防を［私出させ ， 植樹』 ζ 改ためてほ上 を

加えている事態K 反省の余地を与える。

上上阪の椛造は樹木線系のさ1 : 1引乙関係する空気や JJ <の抗

.i!!IをL_ { j する性質を持つもので，上粒寸乙が集合した問中立

が配列する凶約件iiti が望ましく ，ζ のためには . AJ げん

の機物j危月] . 土岐改良ffiJ . ｴ￺ ， ｜ｊ 整剤 の 胞 ｬｔｊ が実際 的なブ ｾｲｬ ょ

として斤j いられる。

土岐の酸性反応は植物の生育と街j. l t な関係、をもち . 1!l1 

論的には中性が望ましいが，わがl副とあっては多雨とい

う白書長条件もあって酸性土岐が多く ，特 lζ 乙の傾向は造
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図 樹木の 初合 ， 酸性肥料の ｾｭ で助 ｪ 之さ ￼ やすい 。

なお ，都市ではガスや下水の地下配:t¥; から有本成分が

発生したり，構造物のため地下水が影響を受けたり ，土

峻表面が踏圧され土段構造がl政泌されたりして，植物の

生育を阻? どするといった土地的姿凶も注目される 。

生 物 的 要 因

乙の問題は土岐の有機物を分解して型ましい桜半年を与

える土峻微生物，樹木 1<:: 病与を与える閣ftj. 樹木を11食1

する虫矧 ， その他弘知やＡ吠獄の拶轡 ｾｈζ 大別されるが，

ととでは問題が多岐におよぶのでふれない内

いずれにせよ ， 以上のｾ比 ｼ が ｾＱ Ｑ Ｑ ｩ に ｬ 刻辿して樹木』 ζ ノ Ｑ

ｬ ￬ＡＺ的な拶轡を与えるととは ， 特 ｬζ 注訟をｾーすると乙ろで

ある。

×  

、
ノ、 ×  

つぎに II ¥] J 凶を樹木の配槌と白血の側 1(11からとり dうけた

し、。

進 ｩ 凶植 ｪ 主は，防災保 ｊ 峻能や ｾ ｪＺｽ ＭＡ［ '1: I l ¥J i f i 成の機能JS を 11

ｮＧ ｾ としてなされ ， 後者の Ｑ 弘子 Ｇ ￬ｉ ζ はレクリェーション的な

装飾やムー ドの械成主与を主な内容として，人#1の乙のH

生活のリズムを表現する配値がデザインとな る勺

それは外郎笠| 切の基本; rl闘について . ，lI' ll lJ j される笠mJ

ＱｾＱζ 持たれる生活行動やそれからｾ求される機能 ｋ 対応

し. 1司IL'f IC部分と全体を多段化しなが ら統一するように

巧1邑されるぷ匠を結果するであ ろう《

樹木の配植用途別分類と植栽様式の分類

造凶樹木を' 1: I I ¥J) 診J!X:の" U; ，J とし て巧えると . っさの. 1 :

うな分知ができ. 1樹極がもっ川途の磁#1はその樹木の

タイプ』ζ よって制定される性質のものである内

(.:1::*) J ! 1. 本的な鋭: i ' l と '1: IL¥JI 己点的な強測をつ tj る。

(ダIJ 植) 刈状に拙 l主して線としての強訓をぷ凶する q

Ｈ他込Ｉ樹木 ｾｉ サＡとしての槻日とな ｦ ，ｦＮＺ的 ｬ 止 を強制する 勺

( 刈込) 樹木を列主主造型してれ隔の造J型を情l点す る勺

Cl . 1! i ) 樹木集1:111ζ よりて主 II¥J を分別し分Ｇ ，ｉ［ ｾｗｾ を強品目す

るq

(J 也被) 地表を被い山の強制をぷ| 町する内

樹木の川途別性質をt&縫として使II (I(J 1<: ｾｉＧ Ｈ＠ ｾ Ｎｦ，Ｇｩ ｩ＠ J ¥，を分

制してみると ，規則式と不規則式に大}JIJ できる内
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Ijij r， は整形の雌凶として悠築の周囲等，人工的に規制

される色彩の強い空聞にふさわしいものとして発注し .

Ｒ 間内の ｈｾ 点、に対する視線をな識した制 ｨ 線や対称性の強

測に効果的な段式と考えられる 。

後_r，・は II 然風のl必図空| 聞に多川され，自然の l ;aJ !.f ζ 対

する，u'+，j拘l性を持ち ，空間を観立する観点からのパノラマ

ＨｉＧｾ な見放しに ｪ 直した段式といえよう。

規則式fl 直j主が1' -1然環境と l定闘を隔離する 11I泌を IIJ 心と

した凶亜の文化地方を起えとして発述し ，不規則式地裁

が人間生活と調和的な季節風気候祐・の東 ｾｅ 文化 ＴＱ＿ を郷台

IC ，開放的なl怠闘をiliH足として発達した歴史的事実も ，

乙のような条{ 判ζ よって理解されるの

造 園 植 栽 の 諸 問 題

I; j・及本命を先端とする現代の初 dJ 時代1<: おいては ，緑

地の樹木lζ 対して，人1: 羽生活の側面と植物環境の側 i札

すなわち樹木を凶むとlミ1i ! : 系に多くの IUj 泌が先生してき

た勺

ＧｕｦｪＨ ｦＮ ｊｦｩｉｉｊｬ￺ｩ としてはｩＧｉ然と隔縦された ｾＩｲｬｪ で，より欲

求される ILI 然とのf l } 接触の媒介として樹木がれf つ性質で

あり. ￭ より多くの緑を」という井ｩｉ ＼Ｚｾｾｩ ひＮつくものであ

るη

ｅ［ｩ 境 ｦ ド ｊｦｩｬ ｬ ｊｬ￺ｪ では気象 ｾＱ ，ｊｧや土 ｩ 主 ｾｬ 必をはじめとして ，

M物の他行により望ましくない問題の続出が指摘され，

アカマツやサクラなどの樹木K とっては ，部)r!i が: 制上の

j也でなくなったととが日常の体験からも兄られる。

特 t乙後者の In]J出ζ t.l ll すれば，笠公条例ーの必化した占n)

､ｪｬｬｬ で公企にＡｬｦ￬ＧしｪＮ ｾｊＮる樹騒が Ｎ その対却｛ Ｇｉ ｉ Ｍ ｾＺ 性という観

点では ， 後 ｩ こ ｪｻＯ｝ えする ｬＧｩｾｒ 紐の樹木 ＱＱ Ｑ Ｓ 分の ｬ にすぎな

いとと匂 ，関心きをひく 問題であ る《

しかし ，樹木環境の川 j越はデサ町イン と| 刻係してJ3える

場合，不IJ 川内の緑地生前行為との| 対辿でより刀工| され

る内

たとえば . Ｑ 本のクスノキが ιＺｪ ［［ｪＨとして世 ｉｉ 企に ｾｪＺｽ［ｲ［ す

るには ，その 11; イ1'1: I:¥J 樹川およひ私i泌 l直径を20m と

して， J也ぷへの投拶 l(J j積約 3∞nr の円筒状'1:1I¥J ・ー を利

川の1ｪￆＩｊｉ 幽から ｈｴι させる必ｾーがある《

乙れはデザイナーの犯しやすい川 ｪ 泊 ， ｩ Ｑ ＱＲ 犯行ｽいの ＱＩｾｪ え

な総 ｬ 也， ｬｩｊＭ に λ 本をｾＡＧｩ ｪ えし， ドライエリアにかぶさるよう

な総のキャノピーを従来し，以際の保護なしに広場J . 邑

:lil":S'; の併殺が l dl i J する 19r で緑陰樹の生以を j附与する乙

と. それらに検J.t の手応、りを与えるであろう。

車>RJ也の樹木はその社会的な環境. Ｎｦ ｉｊｽｉｉｾ の Ｑ ｪ ｬＮＮｾＡｬ ｉｾ を

合むものの制約化にあって生態系を形成するから ，植. l &

ｾ＠

ー
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計聞も人間と樹木の間に成立する相互関係を理解して立

に両立し得ることを前提 11 : : 検討されねばならない勺

同織の乙とは樹木の葉 ・ 花 Ｇ ｾｉζ 見られるｾｦＡ￭Ｉ的リズ

ムにも Ｎ 樹木の年次 Ｈ ｉ Ｏｾ な λｬ ミ長 Ｑ ＱＺＺも ， それらが紡県する ｍ

Ij 初社会の構造的活移にも考Ji J!. される。

乙の問題は日 l'阿の分野と同時に1 ' i' J 1J ! のう刊引ζ 対して人;

きい示唆をうえるもので ， 林地がｽ京地から ｉｴｬＧＨｾ 相 ・ ｉ 場樹

相を経過して服従の除 Ｔ 長 ｴｾ ｦｈＱＺＺ到達する ｩ 霊移椛治は ， その

純生が集部分 (ii から確率分，(i i Ki 整移す る動的形態と J Uこ

占IHl < デザインにあるf ' 1 ¥の JJ ; 慨を与えるものでもある。

また ，乙の n然の傾向を法調とするデザインに対照的

なTi 法として ，1!'f.布li の問題にも言及しておきたい刊

人てによる航肢はそれが巾木的になされる !J7j '(1. ｾ 大

な1' 1然景観や榊造物 Iζ 対して見劣りを免れない内

乙れを解決するため樹木の1:下問的なMはが試みられ，

わが悶では舵史的な典勾J 例として修学院縦下? の大刈込

を ， 現代例では駒沢オリンピック公ト［ｾの低木ＱＡ ｗｩ や京部

クカラヒーノレゴ ｾ ＮＮｉＺ｢｜ｂｬ閣のイ ｌｖｊ ＺＮｊ ｹ を指摘しのよう η

乙のような1: ' f . 航の例でI誌も多い' l ' .1ii をとりあけ . 以下

1: 判II{ の問題点を乙れについて見ょうの

乙のお[ ( 1&1ζj血. 、町した樹祁の条{ ' I : は F心の通りである内

a ) 耐除tt l : で卜J 先の好忠がはなはだしくなく 1，4!.1t' ，I{-I C強

い乙と 。

b ) 強度の刈込みにも樹勢が哀えない乙と門

c ) 生垣としては 'l I ' ; 綴で'1. :長後も下校の世t令な乙と内

また生長のＧ ， Ｇい樹祁は ＧＱＺＩ 口としての完成がＧ，Ｇ Ｎｾ 、が . 以

後は刈込をJ . . ( [ せ々ねばな らぬ欠点をともなう今

｀｣ｾｪｴ 限を ｉｦｍｬＢＨ する ｮｾＰ には Ｎ そのＡ日 ｪ の Ｇｕ ＭｩＺＮｩｩｬｩ岐にＩＨ

χＱ があると ｍｦｾ 持が ｭ Ｚｬｬｬ ｦ な乙ともちえねはーならない、

刈込を施す ＱＺ 洲市の ｬ｢ｩＰｾ 立 ， t'l' i-1木三 として大4校土のでき |上 勺
、

ていない 1 m以卜の 1"

4安泣のr日:J さiにζ みちびくとよい品対紡l1t 月来ミを1仰! リ; やす< ，MJ 也不1)) 1) r， 

の行動| 剖である JL、以や制服の〈キi/ I¥J 主似体がイi さないよう

に ｮ ぷする乙とはその在ｾ々でな ＧｉＧＮｦｲ のために特に必 ｉｾ であ

る内

造 園 樹 木 特 性 便 覧 索 引

後; 記己する樹A木、/炎4ぷ(はま剖j似仮めて

いて Ｇ その特 ｴｬｬＺＮ を時りにより ｬｾＯｊ 、したもので Ｎ せのが Ｇｊ Ｇｙﾭ

数には形状を〆 ｊｾ す ηＩＮＧ｝［ をそえた勾

( ヤ1 : 状) 樹木は刷物外1&の分知lζ より :n!t 樹と Jl 、広州に

大月1) し ｾｉ ζ 常似品Ａと務必樹 ｩζ 分 ＺｊＧｴ ｩ した ＱＧＮ ， そ ｕ 払い Ｚｊ と

ｪ 彰状により正 ｊｩ 本 ・ ｉｪｬ ，ｴＺ ・ 低水 ・ ｬ ＱＺ ｦＧｬＫＺＱ 乙 ｉｾ 川寸 ＢＧ｣ ，Ｚ

日木とは普通の平IJ m条件で，樹高が建築の 2 隣をとえ

るもの ，111本は同じく l成人の身長を乙えるものとしたぺ

( 分市) 樹木; の住所し仰る地域として . 冬季平均気ifi lの

4
0

C ， OOC ， Ｔ Ｐ ｃ 手キペ Ｚｾ｜ｪｬ 品和誌を ｭ Ｎ･ ｾｉ ＱＺＺ令悶を Ｎ 本州市l il 

以前 (1十D ， ， ｪＧ［ｾ￭ Ｎ＠ I刻点以! 十j (' j l ) ，北海道南郎以南

( . 1 ヒ) および北海道 '1' 北部と本州，:':jJ也(1:':;) Iζ 分航した内

()I)j 会) ｬ ￬￭ｩＮ ￬ￆ の配 ｍＺ 川途分知をＩ，ｾｦｦ， Ｑ ーと して ， -j=. 木 ( り .

列 ｍＨ タ ｉ ｊＩ 目 ｾＱＨＨ 込 Ｈｎ｛Ｉ ， メI j 込( 刈) ，生町( J i 1 ) ， J也

被( 被) Iこ分知し ， 11州市で数日] 途にあて仰るものは列

記 した内

( 観m樹木の季節(I( Jli QJ t の対象を . イヒ ・果実 ・新薬 ・

紅葉について ， その ＮＯｅ 色と ｪｾｋ 示した丹

( (1. /E0紅葉⑪) とすれば. その樹木は 4 月の (1花と 11

)  ｊ の新Ｚｾｾが見られる乙とを立 ｬ 沫するの

ただし， ./tJ 切勺はすべて J;H妓相1' . I t 1! 方を法司{ 三としてい

る。

また村 lこ必l J 彩をllJl. u するものは( J ¥' D '  ｾｕ 乏の ｬ 及太 ｉ ｾｊｾ

がtH，:':;30111を乙えるものには (1 D の時弓をつけた内

ＨｾＱ ｊｬ｢ｬＩ樹木は光線の ｅｅ 求 ｊｾｉ ζ より除樹 Ｎ Jlbl樹 . および

その 'I 'rlnに大月I)d れるが，乙乙では (1!1) ， e防〕のみ

を示し ，'1 1間性の樹木には目おり を)JII えない《

e，; 引の樹木はUi 阪の J J < 分要求をもつもので. 乾燥に耐

えるものを ( 吃) ， i!ii!.ll'，'-jf ζ 耐えるものを( 淘) で示す内

( 1) 主) j ) t;はf!l JFU( ド}l1::/，沙分の多い砂j 先! と*，' ; トタ〉の多

いMJ k 1: や 'I' J/ nのJk 1: があり， 1対向日1)の好忠ーがある内

ここでは砂出トを Hむものに( 砂) ， Ml 史 上を好むも

のに( t ，' ; ) の田おりをつけ， '1' 問のものは他と同じく省時

した内

Ｈ， ｴＧ ｖｩ ｾ ｬｮ＠ q、!flcli1¥dJ 公;l? の11¥):M:iをiJi : mして ， S  0 2や S 0 ;1  

をfTむや% に対する抗tJLt' I:. を( 強) Ｈￇｾ ｊＩで示す。

({Jll i  /15) ｾＱＱＧｩ 物ザＺ 1二の tl: ぷやw也iこい| えする卜，での1 1 : 泊、な

とについて Ｑ ｬ｜ Ｑｾ ｴＮ五 イたあげた、

なお ，ｩ 占 ｉｾ Ｑｃ Ａ Ｚ ｾ ｲＺ ｉｊ をつけたのは ｬ ーと して Ａ 日 ｝ 治 ｉｉＡ ｩ 代以降

に外米した災同ムードの樹木であり .÷-F印を つけ たも

のは樹木として特児な形態をもつもの ，111. {!tlt!i 物や惚

( Ml j 世Jそ j: とし， fL判樹木は ))1) にまとめた内

なお Ｎ この ｩ 出 ｔ ｊＺ ｉ こ収めるｼ財ｈｲ数｛ま紙数のＱ￭ Ｑ￭ｻｾ もあり ｬ ∞

仰にととめたが 乙れは iill 築家でも白木 l∞ 開 く ら い

I，jj: 1 I らないと凶る」という，むwこ桜する乙との多いのも

，PEIJI である内

終りに本会，] I:!l J点に協) H: mき，多数の '1j:!l を提供さ

れたａＮＺ ｗ Ｎｻ､ ｩＩ ，理Ｇア Ｚｾｩ￭ のＧ交政教 ￚｬ こ， ［ｬｬ ぷを Ｏえしたい の
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造園樹木特性便覧

寄り の内o 叩のbのは写 点III 紋あり

番 号 平日 名 分 布 用 途 叙 3賀 陰 陽 革主; 毘 土 1嘆 移 植 煙 害 Ｑ ｲ，ｾ＠ 考

針 葉 常 緑 高 木

。 I
ラ カ ン マ キ 南 主NU亘

If; 'l P会 ｬ ｎＺ ｩｾｬ ｴＮ＠ U't  J.)J  倒咋l変化に i; Yむ、耐 il 月十E

。 2 モミ 主がl 司リ 10: '.i l: 。:1; ｾＱＱ＠ 日首 ザｾ '，!:: に特に柄、、

o  .1 ヒ マ ラ ヤ ス ギ ※ ー主主11 'UJ5: |場 砂 ノｾＩ 弘首 枯fH，'Hi ｾ品 ｈ て

o  '1  ド イ ツ 卜 ウ ヒ ※ -It  オミヂ11 'r;リ 10: 〈吃 fi ¥レ 日11' クリスマスツリ ーに用い る

o  S  ツ ガ l栢 主制 除 官b 以， モ ミ と＿キ町 中 ｮｩｬｾ ＧＡ

。 6 ア カ マ ツ 」ヒ 」ミM.9
11

ｊｾｬ ｬＮ π＠ ｾＡＩｪ＠ 4吃 砂 ｾ ｊ ｾｪ＠ 代 表j的也i立I岨樹強木

や せ に L ｾｩｬ＠ ( 山地に 1'1'10.

。 7. クロ 7 ツ 主将i列 'r! I立 似J t吃 F少 海 ｊ［ｾ .f1直線に通し耐糊刊

o  R  ス ギ 主.f l!i 亨'11.TI Ｓ 出⑤ ｊｾｬ ｬＮ fI: i:J .  F少
*'J 

9世
i立林樹3木1唱、経 ｬ 咽用品陪 が ｾ い
1側l配li 二、、

9  コ ウ ヤ マ キ I有 ｾ ￈ ミ ｍｬ ｦｩ t吃 砂
令M ｾｈｪ＠ 端 ;1ーな.Pt!. .m的。i I 咽H' 1. ｩｍ 風に ｾ ｪ ｩ ｪ ぃ

。10 ヒ ノ キ 9
'  

.f i!(l il ，( 事 ｾｉｩ 百世 経刷用 品H! /，' 1匹、、

11 サ ワ ラ .f ilUil でI iイr肱， ｾｨ ｪ＠ 底Ａ 朝ｦｈ Ｎｦ ， Ｇ，ｦＧｩーがｾぃ

。12 サ イ プ レ ス 量買※ I有 オモ亨'1 Jf;'1. 陽 量生 世1ＢＮｾｱ ょ ｩＨ ｌｶ Ｎ 同作烈、風ｾに ｮｾ ぃ

針 葉 常 緑 中 木

。13 ソ テ ツ ※ ※ 南 主M
ｽｾｉ ｬＮ＠

"吃
U' t  画.Ii l.月刊ー

14  ヒムロ 主総 垣 ベリ 協ー !曲n  ヨ;J 討'1 サワラ 的変H

。15 カ イ ヅ カ イ ブ キ 主9
111亘

1巾-一j  
時5 !，吃 砂 関西以西に多も¥耐糊性

。16 タ ケ 類 ※ ※ M 
ｊｲｾ＠ ラtノtJ  地下革で繁町内する

。17 シ ュ ロ妻買 ※; . :"( Tf.j 主 ＮｦｾＧＨ ｊｾｉｾ＠ 易 画打倒刊

。l R ヤ シ要員※ ※ I有 二i=. f ll
IT' J  

iU)， J.); ＿，ｾＡ＠ 冬予えには{ 風弔刊;/i をlll!す る

画11M' 由l

針 葉 常 緑 低 木

。19
タ マ イ フ' キ メ11 町! 宇li 世1f. Ｕ ｪｾ＠ メI1込として 析結

。20 ノ、イビャクシン 組L
μ; 

t.it 砂 f斗I町内j也被によい、 . .Ii 納刊

。21 サ サ類 ※ ※ 被 ｾｩｬＺ＠ 今【，『J  5虫 地下! I ; て' 続前 する

。22 イ ト ラ ン 量買※ ※ .fj([亨'1 自 ｾｅｉ ① ｊ ｾｬ ｬＮ F品 t:i t  jj 1; 今ｾ Ｉ ユ ，IJ ともいフ、画- t i M刊ー

広 葉 常 緑 高 木

23 ユ ー カ リ 量買 ※ 南 主列 組 ベ1巨 E品 乾 13 lie少 骨量 生長が早い

o  24  シ イ要員 南 主制 Z鹿⑤ 型! ｩｾＱ＠ 砂 J.)) 樹冠の I ' i 然倒カZ英 しい、耐湖付1

25 シ ラ カ シ 南 Ｎｦ ｾｩ メ ＧＱ Ｎｬ ｅ｛ を(jJ 易 ｬ 則点 的 Ｇｕ 亘 にｾい、面打倒刊
ー

。26 タ イ サ ン ポ ク I釘 王位杭 白 花⑤ ｩ ｾｬ ｴＮ＠ [，1; 世ff ' '; Ul 
策 イEが大きい質飾樹、

ilijH札に仰い

。27 ク ス ノ キ 南 主列M 楽 ⑤ 医 ｾｊ＠ 強 lJ i l l¥世I1ニ刷 、、j!1 る

28 ア カ シア妻頁※ n奇 主列M j)' ( イヒ@ IU)j  量日

画ti 側刊、ハりエンジコがアカ y ア

とfl 千柄、されている

広 葉 常緑 中 木

。29
ア ラ カ シ tirr メ11tl( Z従⑤

匁二二F司J  関西町生J-O: に$- い、 耐1伺性

30 ヤ マ モ モ I軒 ，nii .  赤' *⑦ F会 4乾 li't  重佐 5虫 治 liI に問、、 得 る、 自ti伺性
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番 号 平日 名 介 布 用 途 観 賞 陰 陽 車z; i，¥I 土 壊 移 植 煙 害 イ緒 考

。31 つ パ メ ガ シ fl!( メI) .lli 1;tZ.  主is 面 ｴｩｾＱ Ｑｦ Ｑ があリ、やせ ｊ 也 にむ強 ｌ 、

。32
卜ベラ 南 M メ1)1立 (1 イE⑤ .;tlι e1サFu1， 

妙、 舵 ｩ ｾ ｴＮ と し い強い、血『柑11"1'

33 カ ナ メ モ チ fl 直メ1) .lJ l 主主④
|助 4必 府 ｲｾ がキ｛Ｈ己をＧ止する

。34
ク ロ ガ ネ モ チ F朽 主 制. l f l J 、米: ⑪ 品i ｾＩ＠ モチ町 Ｑ て Ｇ はｾｪＭｾｊｬ ｴＧ ｴ ［ｲ［［日 ｊｅ 、 Ｑ 耐掛けオ

。35 ネ ズ ミ モ チ 制メ1) 担 i!J t.  {i 少 4め リ ｾｬ '1自民的 1，1..... 、'1也 Ti l Mfι 耐湘l刊

36 マ サ キ ヰヒ れ!(メI) j-Jl A 、米O ':[ l乙e1‘tiu t  砂 hよs

車ｴｩ ｾｾ と ι に強い、ｊｪ｛人リ の ，｜， ＧＮ ｈ ｻ が

ある . 画ti llltt

。37 ツノ〈キ 主 M 刈 (1 ，.1¥<イヒ⑪ ー ④
fゆ、 Ｇ［ｾｬ＠ l量l工、 1111 やRが多い、両行IJI 1"I

。38 サ ザ ンカ 主 M 刈. l ii ( -1亦イE⑪ ~③ l沙 ｾｾｬ＠ 1<<1工3品 4・Rヵ' ' T い

。39
モ ッ コク 主 M

Ｑｾｬｬ＠ ｪ Ａｬｾ＠ 1封'¥・1変化に/ . ¥む

40 シ ャ ク ナ ゲ ｾｴ＠ 主 M (1 イヒ⑥
配合、， 

世I1 込昔 ィ Ｑ￬ ｾ ｊ［ｕ 也に』血寸る

。41 モ ク セ イ 重責 主 地メI) .l li ]I ' l(1 イヒ⑪ もｾＧ 5ヨ 化作が強lい

42 ヒイ ラ ギ 主 fl 1i 刈 .loi 1' 1化⑪ (i j，'  ，［ｾ，＠ イf 刺艇をし ウ. 耐 ti 朝刊

。43 キ ョ ウ チ ク トウ ※ 前 主 .ltli 仰l 1' 1判イヒ⑦ ~ ③ |場
{ゆ、

主11 4虫 Ｇｉ ｾ＠ J .fが 1[1，<  ｵｬｲ ， ｉ［ＺＡ こ ｾＱＺ ｾ、、陶ｴ＾ ｉｉｉ ＱＢ Ｑ

。44 サ ン ゴ ジ ユ 南 M メI) }i j 州、月ｾ ｀ ｩＡ ｊｬｾ Ｎ＠ もiz

袋町大 与い 'I :_ II  ｾ附‘

血tilll ' M; . Ifu.t六刊ー

広 葉 常 緑 低 木

。45 ヒ イ ラ ギ ナ ンテ ン I干I ft!i ..bI l Aイヒ③

jll: H:の ι のに

十. ソ" ヒ イラキ' ナノテノ カeある

46 ナ ン テ ン 二i".ft! i 1' 1イヒ⑦ 必、1' 1 *⑬
(1'); Ｎ ｉｊ 、ｾ何 ｻユキ ｲｩｬｲ する、緬 ｦ 槻 ｉ ｴｉ

。47 タチノ〈ナモドキ ※ 中li 刈 J1i 必、米⑪ 〈吃 慎!f 日11 1' ，ピラ カンサ

。48 イヌ ツウJ .It M lj l) メI)J1i ｊｾｲｾ＠ 五1-'
7 ノ i' ｾ ＡＧが 刈込 に 過す

。49 ジ ン チ ョ ウ ゲ M j-，( 1' 1イヒ③ {ゆ 翌日 ｦ 七 件 が Ｑｾ ，ぃ

。50 ヤ ツ デ M (1 イヒ⑪
rォllt， 吃tγt J  製貼をし ワ

。51 ア オ キ
M メI) j-， i A 、*⑪ i  ＡｊＱｾＮ＠ {沙 宅!)) Jj[人 的IJlt 刊がある、而打倒1 "1

。52 ア セ ビ
M j-，( 1' 1イヒ③ t吃

判1I 

相胤虻 ｛Ｑ 制 ｬ 二 Ｇ￞川される ｩ ｬｊｉ 陣 ｌ に Ｑｾ ・ぃ

o  53 ツ ツ ジ類
M メ1) 各色イヒ@ ー ⑤

切1I  内を1"1: I ) j ( 1ニ'jjll 、

。54 キリ シ マ ツ ツ ジ
M メIjJ 1i  A 、1'11ヒ⑤ 11品

ち1ワ1  J - l &<7l' ト{巳 がさく

。55 サ ツ キ 村1メI) j- 't ，)J、1' 1イヒ⑥ 112; 
ソ Y ジ ).11' 1'1::1 イEカサ盟、、

56 マ ン リ ョ ウ i干i 村I 必、見L⑪ t4" l' 
妙、

IH，':it制的 てfJ¥.' 、

57 
ノ、クチョウウr 雨 村l刈 1' 1イヒ⑥ グ}J)

fJ¥;，i')， i.1ニ'T 1!JZ， i l る

o  5R ク チ ナ シ類
p):j ft!i .メ1) 1' 11ヒ⑥

f叶a似l  ＨｅＮ Ｑ 咋カ Ｇ Ｑｾ ， (  ， Ｑ 判｟［ Ｇ ｾ ，Ｇ，Ｚ， ｦＫ Ｚ が多 い

広 葉 落 葉 高 木

。 Ｕｾ イ チ ョウ 主ヤtHI"( ＡＮｉｌ虫 ｩｾ ＨｪｊＩ I  (  {沙 ノｾＩ 蜘l i判1"1、00.1 火1"1

50 シ ダ レ ヤ ナ ギ 主世t HI"(
ｊｾｉｾ＠ b"  lk 句 ｾＩ 水辺li ! [，I&I C;必ずる

o  (j 1  
ポプラ書真※ .It ダ1Ht!( ｉ ｾｉｾ＠ I  ｾ＠ tサ，la， 勾tノ，J  

'JBl 

胤'I'. k の fll .l 、削iJr I持1剖

に ｾ ｪ ｾｪ ｬ ‘、 ｩ 併 ｉ Ｇ ｾｉ

62 ナ ラ 類
中11，

f立
ノM 11¥:111 1" 1'1 '1'. [.， ペ'ぺ士J也に(.， Ｇ［ｾｬｬ 、

63 ケ ヤ キ :: i二ft!i . 1
1
品 中山 .，.)) ｾｎ＠ tk.j'V.!の J:， しいiJr I告別

6'1 ニ レ 類 J ヒ 主 M
|場 r・E1仇a  も11

n然引 が J:， しい

やべt J也に b' Hl l 、、 自
til lJ tl

G5 カ ツ ラ 」ヒ i:: MJ 1i  必⑤ 1':

It1h ， 
五世 匂ｾＩ 水;UN! I主に』血する

o  66 ユ リ ノキ ※ .11二 -j" 合1] ＱＧ Ｑ イヒ ⑤ ｊｾｉｾ I  I  
:J.' t1j 日立i iJ r附枯れニ』直する

o  G7 モミヂノ ぐフウ ※ ※ iニダ1] キ｛ＩＡｾ ｀ 1‘l  il I  ， i¥!f iJr I品目tに」由寸る

o  6呂 ス ズ カ ケ の 木 ※ ゴミヂ1]
I;i白L'Letk， (i合 ｾＩＩ＠ 7 ラタナ スと むいう

69 サ クラま買 .1ヒ 二iミIj l] 十ll 'i. 1' 1化④
(ij，' 日泊 ｉ ｾ ￬Ａ＠ ｟［ Ｎ ｾ＠ .¥，'，同がJ-' 、

70 ハ リ エ ン ジ ュ 」ヒ yl] M 1' 1イヒ⑥
|場 t吃 グ!)) l..:. -t.tア プ'J :，... アとむい う. 向 til lltl
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番 号 手口 名 分 布 用 途 重見 賞 陰 陽 事 ｺ ｾ 毘 土 壌 移 植 煙 害 t層i 考

。i l l ン. . . . / : / ' 二L 」ヒ 亨1J.i' I!i Il品 !;{t !i 生、 4虫 街路樹に i唖する

。72 カエ デ 類 」ヒ 主ダ1J.i'j((J:!I 紅 葉⑪
イロハカエデが観賞111

ｬ 胡 ｟［｟ｾｉ 口，や｛Ｈが多い

。i : l トチ ノ キ ｾｴ＠ 主ダ1) r!J 易 街路樹に i直する

。74 ナ ン キ ン ハ セ f朽 亨I) M キ1: 民 10 |場 甲乙『止g』，， {沙 判l ｾｾ，＠ 街路樹に ｩ 直する紅ｾ甘 ｪ

。i 5 イイギリ 主 列 M 之町、米ー⑪ 11協 ｩｾ Ｍ ｾ＠ 樹ｾは鱗形に近 い

76 ア オ ギ リ
主ヂ1) ，fI![ |場 キJ 4シ; ｾｾｬ＠ 大き い裂策が特長

広 葉 落 葉 中 木

I I  ハ ク モ ク レ ン ｾｴ＠ 主 制 白イと③

d  

世佐 ｉｅｬ 守が ｾｾｩ ぃ ‘潮風に弱い

7R カ イ ド ウ
M.  利イヒ@ |場 車Z ポケ専問近寄止になる

。 i 9 ウメ
主 M 白イヒ② 14占 ｾｾｴ＠ 6¥レ 勿 ｾ ｊ りせ ｬ 量 ｉｾ ，品ｉＧ ｈ が多 い

RO モ モ
二i:. M 相イと④ 11品 E少 主12 暗唱 ｬ 量 ｉｬ Ｇ ｾ 品や ｒ が ｊＭぃ

RI  
ネム の キ 主 M 利干ヒ⑦ ド4i ｲｾ Ｍ ｾι＠ 任会、

与iz ｵ 叫 ｉ［ ｾｴＮＺ ｌ ｊｔｊｾ 、 られるＮ由 ｴｩ ｍ ｦｊ

R2・ムクケr .fJI[Jii 
白イヒ③ ~ ⑪ 料品 iJJ. 主:1 ｉ 事 ｉ ｬＧｾ ， ｈｉｎ ｴ が多い

R3 ナ ッ ツ バキ 中 主 M 白イと⑥
J;) JJ! i  L  :s しい

o  84 
サ ル ス ベ リ 主M 白糾イヒ⑦ ~ ⑨ [It)j ｲｾＱ 肱 E  

主1』 Itll .止し災 しい

o  85 ノ、ナミズキ※ 」ヒ 主ダI ) M 1' 1イヒ⑤ |場 在弘、
主12 」じ米 Ａ 恥 ｎ ｾ 、変 ｈ ， は利 ｉｅ

86 ハ コネ ウ ツ ギ ｾｴ＠ .fJI[ 各色イヒ⑤ 陽
易 ウソキ町l とF十カサてる

広 葉 落 葉 低 木

87 ボ タ ン -It M  各色イと⑤ |助 託生、
中之i!u! とι  ｬ こ ｾｪ 昔、Ｎ

8P. 〆 ギ fl! (J-.[ ll i. イと4 k，U 総⑪
a目; {l:

イ1刺て'. 't:_JI( にIIJ ' 、'"

89 ア ジ サ イ ｾｴ Ｇ＠ M 各色イヒ⑥ ｲｾｴ｟＠ 主JJ リ立i イとAミとしては煙' ，1; : ーに強い

日0，ウ ツ ギ類 」ヒ M.  各色イヒ⑤ 託金 主ip ウノハナ L 合まれる、 II'II 側t' J

りl ノ〈ラ実質※ 」ヒ j oM タ1) 各色イE |場
ノhJ J ｬ 会 ｉｬ Ｇ ｾ 品卜 ｒ が歩、、

92 ヤ マ ブ キ 」ヒ M /)'i.イヒ④ 品i 1沙 令t〆j J.;t-I  ｾＧｾ ｉｉｉｉＧｉ 卜 ｒ が ｊＭ い 、 ｩＡｉｊｉ 弘に ｾｪ 甘い

o  ｾｊＺｬ＠ コデマリ fl([ メ1)
1' 1イヒ③ 11劫 ｾＩｊ＠ ｲ モソヶ ｫ Ｑￍ ｉｈ ｾＮｍ しやす、、

o  91 ユ キ ヤ ナ ギ M (1 イヒ④ |場 (i合 YJ  ｾｪｾｪ＠ I: t 舶に i直する

o  ｾＩｓ＠ ポ ケ類 」ヒ fl([ メ1)
各色イヒ④ |場 Ｔ 吃 ｲ ｾ ｊｾ 1<<1工、品1' [( ヵe 多L 、

o  9G ノ、ギ類 」ヒ M ILIキl イと③ ~⑪ liJ)j (i:l 、
4ν ;  IJE事キイミになる

日7!
カ ラ タ チ -1仁 j-，[ (1 化⑤ ｩｾ ｬｊ ｾ＠ 面少 ｾＡｉ＠ ＧＩｾｬ＠ イi Jii IJ で '1:.. h[にJ l J' 、る

o  98 ニ シ キ ギ -1仁 主M. キ ｛ｾ必 ⑪ ノ ｾｊ ｾｊ 泊 怯拠に特l正がある

o  ＹｾＩ＠ ドウダ ン ツ ツ ジ i:. M.メ1) ( 1イヒ④ キ1:集。 1' ，品 ｩ ｾ ｊｴＮ＠ ノ ｾ ｊ 比較的税引の Il¥:IE:.+、

100 オウノ 〈イ -1ヒ h向 //1.イヒ③ 切1I  耐 ｊｈ ｉ が ｾ ｾｬ い

10 1  レ ン ギ ョ ウ M /A. イヒ③ Iゆ グ ｾｊ いイ手のイヒ本

Ｑ Ｐｾ＠ ア ベ リ ア ※ M (1 イヒ① ~ ⑨ ハナツタ" ネウツギという

蔓 性 樹 木

。lO:l .b.〆、c
fY-i  H主 1' 1イヒ③ 出t生金利 . t矧11' りす る

。I()，! ニ シ キ ズ タ 被 ｲｾ Ｍ ｴ ｟＠
令M Ｑ ｏ｜ Ｇｕ ＱｲＱＧ Ｑ パｾが ｩｦ￩ し い

。10;' フジ 被 紫イヒ⑤ 1tzlk ， f，j l  主b 棚 作 1) . 凶 i 芸品村1がJ- い、自li 側1' 1

106 テ イ カ カ ス: ラ 被 (1 イヒ⑤ 砂 4主 Ｇｩ ［｜Ｇ ｕｾ 王刊Ｎ

lOi  ス イ カ ズ ラ -1ヒ H主 (I ，¥'[イヒ⑤ 砂 勾 ｾｊ ＧＩｾｬ＠ 半 Ｇｩ［｜Ｇｾｫ 位性、 ｉ 也被 に ｈｊＧ 、る

。IOR ノウセ' ン カ ズ ラ t庄 b・l ，)J<1t. 1⑦ 11品 妙 花がj むしい
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2守モミ 幼附 4. ドイツ卜ウヒ

7 クロマ ツ メIJ 込

6. アカマ ツ

17. ワγ ュロ

8. ダイスギ 17.  トウシュ ロ



19. タマイブキ

26. タイサンポク
27 クスノキ

20 ノ、イビャク γ ン

31 ウ/ ，メカヘン

21. サ サ類

32.  トベラ

22. イトラ ン貌

34. クロガヰモチ 正':j
'
I) l (

24. シイ

29. アラカ γ
27. クスノキ 小央 39. モ y コク イi

35. ヰズミモチ・ ，1，.:.<:品 ' 1) ，(

l1EZIlII E. ィトトヘ園田・

首 畠 圃

38. サザンカ

41. モ クセイ類 。L 38. サザンカ 'i' 

29. アラカシー 下

8  スギ Tl i' i  41. モクセイ類. lr: l .

35. ヰズミモチ ｾ ＡＧ ｕ ， ｩ＠



41. モクセイ矧

43. キョウチク トウ

44. サンゴジュ

45. ヒイラギナンテ/

47. タチバナモドキ

48. イヌツゲ

48 イヌツゲ

51. アオキ l '/I ij 35. ヰズミモチ・' 1 '

43. キョウチクトウ・ 興

極調書

53.  ヒラ ドツツジ

31 . ウパメガシ 1); '  53 ツツジ類 '1'  

55. サツキ ー f' li ij

49. ジ/ チョウゲ ーl li ij

50 ヤ ツ デ 拠

52 アセビ・ ｉ ｾｉ 化状態

_._. 

58. クチナ γ
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72. カ エ デ 類

59. イチョウ
66 ユリノキ セ本

59.  イチョウ 67 モミチ! / { 7 ウ

6. 7 カ7 ツ 後五 74. ナンキンハゼ 並木

68. スズカケ の木

61  イタリアポプラ 75. イイギリ

84 サルスベリ
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8. スギ 後初J 92. ヤ 7 プキ 中折1

53. ツ ツ ジ 類 ・lioj 折l

85. ハナ ミズキ

29. アラカ シ 後 )j 94 ユキヤナギ

95. ボケ 72. カエデ類 ' 1' 央Ir: よ り

93. コデマリ. T'lioj 

93 コデマリ

98. ニシキギ

99 ドウダ ンツツジ

103. ムベ

104 ニシキズタ

105. フジ

108 ノウセ' ンカス' ラ

造園樹木特性便覧
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造 園 用 樹 木 生 産 地 リ ス ト

荒木造園設計事務所

荒 木 芳 邦

わが国の主たる造園用樹木の栽培地に おける樹種の調査は，下記の如くすあ )J ますが. 需要の高い樹種は ，しばしば

入手困難な場合があります。

@ ・・・ー・ー樹木生産量の多い地域

0 ・・・樹木生産量の少い地域

女 大 育 大 樹 木 生 産 地 一 覧 表 女 台 交 食

(  1  ) 針 葉 樹

樹 木 名

i|: li|: li|;  

アカ 7 ツ

アスナロ

イチイ

カイズカイブキ

カヤ
。

カラ 7 ツ
0

0

@

O

 

@

O

O

@

 

@

 

O

@

@

0

 

0

0

0

0

 

@

O

@

O

 

キャラポク

クロ 7 ツ

ン

ワ

キ

ザ

シ

7

ウ

ガ

ヤ

ヨ

テ

内

ノ

内

ノ

，
ノ

コ

コ

コ

0  

0 10  

O

@

O

O

@

 

0

0

@

 

@

@

 

@

@

O

@

@

 

0

0

0

0

 

0

 

サワラ

スギ

タA イオウシ ョウ

キ7

ヒ

キ

パ

ン

ウ

ブ

ヒ

セ

ト

イ

ボ

ウ

ツ

7

ヤ

ヨ

ガ

イ

タ

チ

チ

ツ

ト

0 10  
0

0

@

⑤

 

@

0

0

 

0  

@  
。

。
ギナ

ノ、イビャクシン

。

@

@

0

0

@

 

。

。

O

@

@

 

0

0

0

 

。

ヒノキ

ヒ7 ラヤスギ

O

@

O

 

@

O
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(  2  )  常 緑 広 葉 樹

。

生 産 地

樹 木 名

北海

東 関 東 関 九

道 :!t. 東 海 西
州、!

アカガシ
。 。

アラカシ
。 。

ウノマメ力"シ 。 。。

カクレミノ
。 。。

キョウチクトウ @  @  
。。

キンモクセイ
。。。。

クスノキ
。 。。

ゲ ッケイジュ
。。 。。

サカキ
。 。。

サ ンゴジュ
。

@  
。。。

シイ @  
。 。

シキミ
。 。

シ ヲカ シ @  
。 。

ツゲP 。。。
@  @  

ツバキ
。 。。

トベラ @  
。。@  

ネズミモチ 。。。。。@  

ハ ? ヒサ カキ
。 。

@  

ヒイ ラギ
。。 。。

@  

ヒサカキ
。。 。。

マテパシイ @  
。

モ ッコク
。

@  @  
。。

モチノキ
。。 。

ユーカリ
。

ユズリハ
。 。



(  3  )  落 葉 広 葉 樹

生 産 地

樹 木 名

北海

東 関 東 関 j L 

道 ｾｴ＠ 東 ?毎 西 州

アオギリ O l @  @ I O  @  

アキニレ
。

イタヤカエデ
。。。

イチョウ
。。。

@ I O  @  

イボタノキ

。
O l @  @  

ウメ
。。

@  
。。@  

エノキ

。。 。

エンジ ュ
@  

カシワ
。。。 。

カラタ チ

。
@  

。
@  

キリ

。。。 。。

ケヤキ

。。。
@  

。
@  

コフシ

。。 。。

ザクロ
。。 。

サ J レスベ リ
。。。 。。

シダレヤナギ

。。。
@  

。
@  

シラカン/ 'i @  
。。 。

ソメイヨシノ
。。。

@  @  @  

タイサンポク

。。 。

トウカエデタ
。。 。。

トチノキ
。。。 。。

ナッツ バキ
。。。 。。

ナナカマド
。。。 。。

ナンキンハゼ

。 。。

ニシキギ
。。。 。

ニセアカシヤ @  
。 。@  

。

ネムノキ

。。 。。

ノムラカエテ'
。。。

@  
。。

ノ、クモクレン
。。。

@  
。。

ハナズオウ
。 。

ホウノキ

。 。。

ボケ
。

@  
。。

ボダイジュ
。 。

ボ タ ン

。 。。

ポプラ
。 。

@  
。。

マユミ
。 。

ミズキ
。。

ムクゲ
。 。。

ヤ 7 ザクラ @  
。。 。。

ヤ 7 モミジ
。。。 。。

ユリノキ
。 。

@  
。。

(  4  ) 濯 木

樹 木 名 北

海

道

j L  

アオ キ 10 。両副 O l @

アセビ
。。。 。

@  

イヌツゲf

。
@  

。

イヌマキ
。。

カナメモチ
@  @  @  

クチナシ
。 。。

サツキツツ ジ
。。

@  
。

@  @  

サザンカ

。
@  

。

シ ャリンノミイ
。 。。

ジンチョウゲ
。。。

@  
。@  

センリ ョウ
@  

。。。

チヤ

。。。@  
。@  

ナンテン
。 。。

ヒイラギナンテ ン
。。。。。。

ヒラドツツジ

。。
@  @  

。

ホソパヒイラギナ ンテン

。
@  

マンリョウ
。。

@  @  
。。

ヤエクチナシ
@  

。。。

ヤツデ
。。。 。。

リュウキュウツツジ
。。。 。

レンゲツツジ @  
。。 @  

アジサイ
。。。。。。

ウメモドキ
。。。 。。

エニシダ
。。。。

コデマリ
。。。 。。

シジミパナ

。

プラタナス

。。。@  

ドウダンツ ツジ
。。@  @ I O  

。

ヒュウガミズキ

。 。

フヨウ
@  

。。

ミツノてツツジ
。 。。

ミヤギノハギ
。。 。

ムラサキシキブ

。。。。

モクレン
。 。。

ヤエヤマブキ
。。。 。。

ヤ7 ハ ギ
。 。

ヤマブキ
。 。 。。

ユキヤナギ
。。。 。。

レンギョウ
。 。 。

@  

テイカカズラ
。

ナッツタ
。 。

ピナンカズラ
。 。

フジ
。。 。。
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(  5  ) 特 殊 物

樹 木 1' ， 

イトラ ン

カンチク

キミガヨラン

シュロ

ソテツ

トウ ジュロ

ノイショウ

マダケ

モウソウチタ

')コ ウゼツラン

栽 培 地 風 景

上 / か い づ か

イ7下/ ふ じ

た下/ 柿 本 傾

76 

生 i!t 

J海h  
見I 関 ヨl

道 J 七 J:l r  1毎

。

@  

。

。@  

。

。

。

。

J也

×  y  
×  ×  三く ×  ×  

関 7L 

x  x  ×  

iJ q  州

×  ×  ×  X  

。。 (i t )  

。。 I I:.iIU也

@  

北海道 札幌市 1t i苅館市周辺

東 北 仙台市

。。
関 東 地li! !，t Z，:行r! J . 千葉市，東京都，神奈川県

。
@  

東 海 的肝心 li . 浜必I打，愛知県稲沢町

。。 関 内 大阪府池mTlT. 兵庫県宝塚市周辺

。。 ) L 州 久間米Tli ，鹿児鳥Tli . 長崎市

。。
×  ×  X  ×  ×  ×  X  

。。
、〈

×  X  X  ×  ×  ×  

。。



地 被 植 物 に つ い て

関西ゴルフ迎盟グリ ーン研究所主任研究日

前 窪 伸 雄

1. は じ め に

地被植物という言葉はいつどろから使われるようにな

ったのか知らないが，英語の Gr ound Cover  Pl ants  

と大体同じ怠味にとってよいだろう 。yi: 米では乙れら を

刈込をしなくても ， 地而を｜Ｇｦ ｩｬｃｾ 互い ， イ氏く織に拡がり ，

しかも観: n : にたえ得るような草や IYI i 木の意味 Iζ 使 ってい

るのしかし，高い樹木や芝草て干については除外している

ようである 。なお，日木では芝市を別にするほ と研究や

利用 は進んでいないの

とのような純物を使用する必大の目的は土Jk f1蝕の防

止であ ろうが，屋外の生活環岐を向上させる< u : 夏ーな役; 判

を果 している乙と も無初できない。土の流亡，ゴーぼ乙

り ， 法而の佼剣Ａと崩壊を防止し ， 植物の緑や美しい ｉ ｾ ｬ 然

の光や色や形' t ! j ; を提供し，場介によっては芝生などのよ

うに積額的にその rl' や上で. 前'H較で安全な生活を業しむ

乙ともでき ，人の心理的. ｾ Ｑ ＮＺ ｊＡ ｮ 的 ｬζ 与える彩轡は決して

見逃すことはできないの

残念なが ら， 現花のわが国では乙のような航物をNi

え，その効果を挙げる乙とにはあまり熱心で・はないn と

もかく ，jJ ql 吹の文化や住所総式は敏感過ぎるほど敏感に

取り入れられているようであるが ， 尾外環境をＮｦ ｾＱ 板的に

よくしようとする気持はないようである。乙れは日本の

気象やI i 然環J 1 : l がそうさせたのかも知れないが，122官な

刷物をもち， M物 IC接する機会も多く ，よく理解されて

いるにもかかわらず，熱心でないのは臼木人自身にも問

題があるのだろう内広い視野と長い目で見た計画と ，そ

れをやり遂げる根性をもつように努力しなければならな

いが ， 同民の大、ドが公 ￭ｾＱ 心と自然や夫しいものは臼分た

ちのものであるという 気持を養うように導くべきであ

るのそのためにも，立派なものを大衆に示さなければな

らない ，それが例えと. んなに小さいものであ っても ，そ

れには必ず仕事を成功させねばならない。

どのような場合においても ，施主はあくまでも安く航

切ろうとして木米の主旨を忘れてはならないし，: J J ! t i 工者

はもうけばかり泊先して仕事のでき上りと後々の ζ とを

考えないのは 3ド恋である。とのようにささいな乙とで

も，目的を達成し ，立派な仕事を現在 IC提供し，後1J I: Iζ

Ｙｾ すためには必ず失敗しない乙とであり ，それには 読み

の深い主旨をでっていさせる乙とであり，専門家の怠見

をうのみにしてはならない。

ニューヨークか らニ ュージ十一ジの有料道路 . ｾ￈ 面の［芝はきれいに管理されている。すべて機被が

入れるような傾斜と余祁 がとられている。樹木の 妓 し方も重ｾＮＺｊｴになる。 日本のように，ともかく木を

切ってしま って ， またＮｉＭｬｩ樹をする とい「た二 市手間と熊 駄と ｦ 面 倒判断 の事 Ｎｪｾ Ｎ そして 自然疋を愛す

仕事を失敗させないためには ，必

ず科学的に ，調査研究し ，予めどん

なものであるか，どのようになって

いるか知っておくべきであり ，その

結果からどのような対策をたて ，ど

のようなやり方でやればよいかを判

断して計画を紋る。計画や方針 ，方

法が決まれは: 心うだにそれらを泌っ

て行かねばならない。

心が…・ ' 0

以ド， ，ＱｉＧＱｉ ｾｩ を Ｐｬてるうえに ， また

る ｾｊ ｉ ・ ， 施工 ｉ ri 理をするう えに大 切

な'F以を写i門的 lζ 述べる の

2. 土地造形上必要な基礎

調査事項

2  1  j也j 診'、'{:(I内凱任

2- 1- 1 地区の標高

2- 1- 2 地Iヌの勾配

2  1- 3 周聞とのI刻.i!l!

2  2  地質学的調査
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2- 3 土質調 査

2- 3- ] 予備調査

2- 3 - 2 ボーリ ングによる調査

2- 4  地下水および排水の調査

2- 4- ] 現況地区の排水の実態調

査

2- 4- 2  J山下水の水位，流吊およ

び流向判定のためのm気

j 山下深夜

2- 5  ｾ Ｇ， ｜ ｉ 任結果 のまと めと実施計岡

3. 植栽計画と必要な調査

事項

3  ]  土岐の物取学的調査( ボーリ

ンク資料)

3  ] ー l 土JJt の粒係分布( 卜.t't 分

J斤)

3  ]- 2 土 j 主の締固めと透水試験

3  ]  3  J 二j長の三相分布， その他

3  2  J -) Jo; の化学的調査( ポ ー リン

グ資料)

3- 2- ] 土桟pHのiJl lJ定

3- 2- 2 土 j 真有害成分の検定

3- 2- 3 土 j 先有効成分の検定

3- 2- 4 土岐有機物の定 l百，その

他

3  3  破局の実態調t E

3- 3- ]  1誌向& 低気 iml . 雨 !百と IIN

天日数

3- 3- 2 日照H寺間

Ｓ Ｍ Ｓ Ｍ Ｓ 植物生態的適応環ｪＭ ｴｬ ＺＺＮｴＡｾ

3- 4  かんがい調査

3- 4- ] 必要かんがいJ}，: 立の; 間資

3- 4- 2 水源、の調査

3- 4- 3 かんがい水質検杏.

3- 4- 4 かんがい強度

3- 4- 5 かんがい設備

3- 5  楠裁の機械 ，種類と操作

3- 6 縞物の極類と適応調査

3- 6- ] グラン ドカノイープランツ

の椅類

( 別表参照)

3- 6- 2 芝植物の額類

Oll J表参照)

3- 7  まとめ
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グランドカバープランツの

種類

述〈増えるもの

坐生; ，型旦出

Hedera hel  ix  

包豆竺旦 henryi

包豆竺旦主巴豆竺也出担2

包豆 ｾ ｨ ｡ ｬｩ 豆生 ｬ ｩ ｵｭ

日旦詮巴盟旦E 竺旦生盟主 ( h)

P uerar ia 山umhergi ana

Hosa  wi chura i ana 

S asa 胆豆1，

色 竺 竺r iegat a

S3sa vei tchi  

V 川 ca mmo r  

，) ( . 緑のもの

邑竺担虫色旦盟主 ｩ 包 Ｔｾ 丘 ｾ ･ｳ

ｾ些旦豆ｾｾ竺 ｨ 竺旦
lI edera heli x  

主単監竺E 生且旦豆E 竺旦旦! l

h 辺監盟主竺豆竺竺

J uniper us  E..C_笠盟bens

I主豆巴旦E 竺主旦旦旦豆単色担2

Leucot hoe catesbaei  

日生旦担当辺白盟l

担生虫ｾｾ腔竺

ｨ 生出単一ｾｾ
也生丘担生旦笠豆旦l is

Vacci ni um ¥'i li s - idaea  

Vi nC3 mi nor  

: ? r . のきれいなもの

位旦担旦註旦竺旦呈

色竺旦竺竺 ＮＡＺｾ立ｾ

包豆! ' ! ' ! 包主単色出旦

r.. l ahonia  auiCol iu m 

Mahoni B ｾ盟主

ROS3 盟主丘三

ヨミのき れいなもの

Cotoneaster  hori zontali s  

F or sythia ・Ar nolJ D W: Hf 目

lI edera  hel  ix 

包 出竺旦 henr足hl

L盟主主主旦巴型竺也』回以工)

包豆旦旦也主豆盟主単ェi

日誌に適するもの

主主旦竺世竺! ( h) 誕

生盟笠且旦坐主旦旦 (h)

Hcdera  heli x  

L eucOlhoe cates b3ei  

L江並区盟竺竺主{ 川被

ｾ ｩＳ ｨｯｮｩ｡＠ 3uif ol  iu m 

笠坐旦ｩＡ竺監ｾ

也生注己旦旦竺企li 議

主生主竺生旦竺旦主i l i !

ｅ 且担己主竺旦坐旦竺 ｅ 巳 ｾＨｨＩ

包竺胆豆] 旦

主竺王立以盟坐! ' 長

Sas a vei tchi  

Sarcococca hookeriana humil is 

- 一一

乾 燥 土 I.: ..J}虫いもの

Ceanothus  amer icanus  

- 一色己ｾ笠竺竺主

b 記豆旦包2 迫旦

ＷＮ ｾ皮に強いもの

担E 旦己主笠笠匝単主主 (h)

Xanl horhi z a  s i mpl i ci ssi mlJ 

そ の 上 をあ るける もの

位盟主巴邑竺! ( h)  

A r enar ia  bal eari ca  (h)  

A r enari a manf ana ( h)  

色ｨ 旦目出 笠ｾ
Duchesnea in出 " ( h)  

Er i ca  earnea  

｢ 旦担虫 色丘 盟主 ｩ 担 当竺旦旦ｾ

担竺旦E 竺旦旦! ( h)  

笠旦注巴虫旦旦竺旦坐 ｾＨ ｨ ＩＮ

P hl 笠区笠盟単旦! ( h)  

日 盟主叫旦己主

主 竺 旦E 竺区竺

Vi nca mi nor  

立当坐竺主i3 fr笠竺出坐互 ( h)

とぴ石の問によいもの

Ar enari a  baleari ca ( 11)  

色旦但旦E 主主盟主i 註旦盟主E

Euonumus fortunei  m川， m，

包型旦担也担旦 (h)

主必旦笠竺竺呈 ( h)

ii :  (1，) 耐: 1) 0刊あり

( v) 強いもの

［ｾ＠ 1，¥'に3高する

芝植物の種類

冬型? 社主芝了F

匁旦出E 心主主

主旦豆l ! 竺盟主

住虫記i 巴lustri s

A rl i ngton  

Cohansey 

Coll i間

Congr ess ion:l l  

Ol d or chnnl  

Pencross 

P ennl u 

Sensi dc  

T oront o 

Washingl on  

ｅ 竺 Ｍ ｾ巴 些旦
P oa  tr iv i al i s 

ｌ ｯ ｬｩｵ 旦巴 ｾ･ ｟

L坐並E 旦単i l l . ! 主主叫一年刊;)

主 出2 副主竺ili

Fest uca ar undenacea 

F eSluca  rubra 

夏型冬枯芝1
1
'f..

位旦盟! ! ! . 豆!i nis

B uchloe da氾 lyloides

ｾ旦住叫主旦

公出旦竺旦竺竺注堅i旦

Cynodo旦hybr ids

Bayshore  

E vergl ades 

Ormand 

R O}' 31 Cape  

S unturf  

T exturf  H  

T exturC 10  

T iHi ne  

Ti f gr een  

Ti f la wn  

Ti f way 

U- 3  

E remochl 竺 世 並 立且竺

主笠坐旦E 盟旦盟旦

主盟旦aphr um竺旦M旦盟L

h 些l!.: ! ! .巴型竺

包ｾＮＡＡＡ竺ｾ

盈立主主型車主旦



4. 管 理 計 画

Ｔ Ｍ ｝ 施Ｑｊ ｾ［ｮｪｩｬｩｪ

4- ]- ] 法11巴の設計

4- ]- 2 迫IJ 巴の設計

4- 2 病虫害防除計画

4- 3  メIJ込. ｾｾ定 ， 移布 ｮ

4- 4  除草J I匝i

4- 5  符即ー機具と設備

5. あ と が き

以上のような頃目は t 事の脱似な

どによって不必裂なものも含んでい

るが，たいていの乙とは必変ーな乙と

であるの大而債や法而なとを利用す

るJil 合にはどう しても土地造形が必

要となり ，災dt の危険性をなくすた

めにも芯礎的な調査 と対策が絶対に

必要である。一般に植裁の計画とい

えば，単 fC植物の配置の仕方を考え

る乙とにあると恩われがちである

が，乙れらの材料は生物である以上，

生育し繁殖 しつづける乙とを決して

忘れてはならないの

したがって . -1::) 丸 水. 空気. 11 

光等を純物にとって良好な状態にな

るように 準備 しなければならない

し，その切所IC適する植物を選ばな

ければならない。生育を続けさせる

ためには施IJ 巴，かん7] <. 病虫舎のs)J

|徐. 除草. XlJ込，兇定，移植その他

の管理を必要とするので，乙れらの

管理を卜分に行なえるようにあらか

じめ計画に入れ，設計設工しなけれ

ばならないし ，工事や，管理を合1m

化するための機械化を進めるための

手法も考えねばならない。特に ，芝

生やグランドカバープランツの梢践

にあたっては ，大商積を行なう乙と

に効果があり ，機械化も十分に行な

える。したがって，植紘および管理

の機械化 をどのような形で行なう

かを十分に研究しておかねばならな

し、。

ジョージア 州ティフ トン il i 内のある中前t以上のa記胞の; 芝陛， 芝草の碕傾はコウ ライシパ ( ゾイ シT

グラス〉である。グランドカパープランツ ( H edera) との組合わせ で，管l l I l はすべて機滅でできる

ように iSえられている。

ロ スア ンジェルス市内 の高 級Ｈｾ屯地 。 相当なｾｾｾ傾斜地であるが ， みっともない石 li : i などや らな い

で，芝草とグランドカパープランツとの組合わせで曲線J ! とバターンをかもし出している。また己

地の管理は写真のように，小. ¥l 1 桟の管l l I l 業者によって持怠した機具や肥料などで尖 IC きれいに， てい

ねいに 仕事をしている。スプリンクラーによってかん水も半 自動的 IC行なっている.
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大阪ロイヤノレホテルの造園設計

位置は中之島地区堂島川に而し環境は周聞に倉庫群が

あるー蘭である。

乙の地域は公害および地現在沈下にともなう水il干もあ

り，川域より常に突風にさ らさ れ植物Jの乾燥がひ どく ，

樹種の選定土質の改良を考慮せねばならぬ。

乙の格調の高い建築 IC対して，いかに調和と憩う雰間

気が醸し出されるかに苦心した。主庭 1C7. 1<をたたえ ，優

雅な円型建物を7.1<IC浮べるのを基調とし. 50分の l の庭

悶模型を製作併せて設計の了承を得た。建築外部の諸施

設の処理および庭へのアプローチについて，当初より建

築家，訪技術郎門と綿密な協議をす( ね工事進行にともな

い. 工程の検討修正がなされた。

• • 

主食堂ロイヤノレガーデンルームの正面には，近郊の丹

波地方の自然石で層積の滝をして奥深い渓谷美ときびし

いタッチを見せ，J412な7. 1<を流し; 干nζ 押i涼な感を与える

べく ，土佐佐浜の百石と紀州背石の砕石を池底一而に敷

き並べ. Ｗ ＮＱ＼而はとかく煤煙その他が浮遊するので ｾ ｉｉｊ ＡｬＮ ｴ よ

り水道を噴射して釧水し . 7. 1 < の動的効果を高めた。周聞

の植裁は効率的に防 ｾｾｊ 堤基礎工事を補強して Ｎ Ｒ 米のｾ

土とし Ｎ ｩｬｬＺ厚な植 Ｑ おにて周聞の倉 ｉｾＡ 建物を問、した の 樹砲

はできるだけ自然感を表現できるよう選定して，数精の

園芸植物および12かな花木草花 lζ よりうるおいと変化を

求めた。



ITl 必の孟宗竹の庭は直射日光を避け てよい

が，巡公l性IC乏しく ，地下駐車協の上羽S ! C位

i丘し ているので，土質改良 . 排水，給水 lζ 注

14・; した。灯? むは室町後lV: Jの報恩寺形の模作で

ある 。かかる 庭園の畏観保持は今後の綿密な

管理によって保たれるものであります。

2 階中庭 前 庭

造園設計 K K荒木造園設計事務所

造園施工 荒 木 造 園 株 式 会 社

1階中庭

何 時 ，



特別史蹟百済寺跡公園について

J語版'，l¥l !i私， iJ 線の中宮駅を下車し て東へ 5 分も歩いた

岡の上 fL ，特別史蹟百済寺跡が見られる の

6 1l J紀の頃，乙の地方へやlを桃えた百済氏の氏寺が乙

れで「奈良引と平安朝を通じ度々の行ヰ: を見たほど，当

H与は盛観を誇る寺院であった」と伝えられる 。

公園の，1I ' ul ! i方針は ，礎石のみ現存するに過ぎない奇跡

に，発掘結果から 19J らかとなった i立構を緑化ノマタ ーンと

して復元するもので，地域の人々の休養の坊にも ，広域

から史J i j 'l見学 lζ::! ぐる人の教学の切にも ，乙の緑地を活Ili

することを目的とした。

;11匝|は II{坤 140年五L. ｾ 長良文化財研究所の縦本 ・ 森岡主

任および工麟技官 ，大阪市大の浅野教綬，文郎省のJ黒板

技官，京大の関口名誉教授等ーによる協議会で検討され，

同年秋には第 l 次案が，また同年末には基本方針決定案

が，筆者と奈良女子大戸外生活研究会の有志学生により

立案された。

計耐はその後，奈良文化財研究所の "リ 11技官等により

実路案が作製され，枚方市の設; f I 管塑Hζ より凶川路樹l弱

KKが約 4 カ月を裂して第 l 次施工を本年 5 } j l c 終 った。

全計画の予定工費は約 2 千万円 ，* 年はその%程度f C

相当する工事量が消化されたわ けである 。

実現部分の主な局部はつぎの通りである 。

「大垣」背 ｬ 時は土塁であった乙の境界は ， 低土ｾを造

成した上にカナメモチ 2 百本以上のと七厄で彼 JCする 。

「南門 ・巾l'fJJ 大垣の南正面 IC当る南川と，乙れから

金堂 IC至る '" 心線上の中門はやや泊iい燐土とし，斜耐に

はジンチョクゲとチヤの低木を合計 l 千株以上植A &し，

上回は礎石1mの見えるレベルでアンツーカ舗装する 。

「回l郎J ＧｾＢＢｊ から金ＺｬｬｩＺ ｉｃ 至る東西の回Ａ印は ， 平均 ＰＮＵ

買11 次 Jt 幽完成状況 ( 41年 6 月)
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奈良立子大学住居学科 近 藤 公 夫

続 型fij 而( 上方よ り)

m のi催上をして l付。liJI ζ 東凶i谷を阻むl沙手'J 広島』をrtJ J 園!@

K 見下ろし ，斜 Iu. iをコクチナシとチヤの街地，上 lui を遊

少のため のアンツーカ舗装とする 。

「京地 ・同培:J 守成中での小心でもあ り. 11込も必い盛

上は斜 IlJ ilζ ドウダンツツジ 'lti 約 l 千株を i洋経i すると; J t

fL， lJl; J日上 lζ 笠れる石段をも附設する

「金堂J 'r'火lζ 仏J : ! : ! 跡の高まりを持つ雌上とし ，斜聞

はチヤとサツキの1洋地とする 。

なお，第 2 次施工以降ICより ，講堂 ・食:i;t . W: W・東

川士号の復元と ，公闘周閣の大刈込地裁' ; ! ] ; が予定忘れ，全

_l. 'Jii ' l ( は盛土等約 2 千立米，砂利と架石約 1千 立 *，石

防延長 l 粁強，および'1' ・低木合計

l 万本以上，芝生延 3T W，*以上 と

なる予定である 。

ζ の緑地の呆観イメージとして

は，フォ ー7 ) レなバターンを地物材

料により拙η すると JUζ ，現存の 7

ツ林もそのままで去: 観椛成 IC生か

し， とより多くの緑をミの山長と ，

H' f . 植効果の追究とがぶな; む，" 践とさ れ

たが，その IIf 否はとの極緑地の社会

的意義と共 IC将来の|時点で検討され

るべきと ζ ろであろう。



阪 神 造 園 建 設 業 協 同 組 合

事務所 大阪市北 区茶屋UlJl 7 T  E  L  (371)  2  1  2 2  

大阪府ならびに兵庫県下の造園緑地工事建設業者の強力組合

市且

名 事1;

(株) 旭 植 物 園

荒 木 造 圏 (株)

植 捨 市E

植 村
ｾ白司 r  

樹 園

植 村 造 園 土 木

内 山 緑 地 建 設 (扉所了一

関 西 出 張

大 阪 造 園 土 木 (株)

加 茂 佐 造 園 (株)

(株) 金 岡 養 樹 園

関 西 植 木 (株)

関 西 造 園 土 木 (株)

関 西 緑 地 開 発 (株)

口 丸 明
'こ五ロa  園

京 阪 神 建 設 (株)

(株)
一

芳 園

容 興 産 (株)

昭 和 造 圏 土 木

回 中 建 設 (株)

(株) 竹 中 庭 園

辻 本
s屯""-

松 園

当 内 庭 樹 園

中 島 青 紅 園

西 JI I  庭 樹 園

阪 急 園 芸 (株)

大 あ や め 池 遊 園 (株所)  

阪 営 業

大(株) 山
都 屋

阪 営 業 所

. o.  

ロ

|  荒代中代代吾J表主軍西取表扇締役面F者号川I  

阪 上 貞 雄

柏 村 治 一

柏 村 新 一

所官長問 ｊ＾ ｊｾ＠ 彦

岩代表間取辰締太役郎

稲代表沢取締辰〆次

代金表五岡川取百締恥秀武役役州
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の 頁
4 9 材料部門 毒

プ ラ ス チ ッ ク を 主 と し た 床 材

本hfj は， r I " J 王建築協会のill 材委日会が1111和40年 9 月~

II{，和41年 1)  J  にわたって検討した結果をまとめたもので

あるが，委口会のI i ¥' 議』ζ 対して1' . i : i J l な実験資料を提供し

ていただいた東北大学吉岡) ' j 氏 ・峨浜同立大学 ・石 )1・

←ー犬氏 ・竹 '1' 技研・ I::j ノド杓太郎氏の名{ 立の ζ J'/. ぷを感謝

するとともに ，見学 ・スライド ・|決阿 ・資料等 ，f平栂、恒E々ζ

U防協7包uノ刈J いた fだだごご、いた|川l口1:臼応川化じKK • . u点と洋リ/ リウム KK . 松

下7屯丘」工: 悶郎( . 11 i，Y. j ゴムタイノレKK . KKA  B  C 商会の? 付u乙深

く倣芯をぷするものである 。

l  まえがき

2， 床仕上け‘材の評価について

(1)  プラスチック床材の規+11

(2)  床材の摩耗

(3) 床のすべりについて

(4) 床材の寸法安定性

(5) 火災時における床材料

(6) 施工性よりみた床材と伎1 ' ] 朔l

(7) 施工の実例について

(8)  プラスチック塗り床材，特殊タイノレ

3  むすび

1. まえがき

プラスチックという 言葉は古く，使用されてからすで

に半世紀にもなるが，通常その本質的な成分が打殿町分

チ物質であ って ，￺ｾＪ ｻｦ状態では Ｑ［ＧＰＱＱ 仰となり，その製品過

程 K /il tれによ って成形するととができるものをプラスチ

ックと H予んでいる 。

jよい怠l沫では ，天然樹脂製品やエボナイ ト・セルロイ

ドなども- n: 削ζ 取扱 っている 。プラスチックはJJ : t 料が;: JI

;if で緩く， Jぷ] 修が簡単で非常に能率的であり ，強度はか

なりあるが附'1性はたりない。また熱には一般に弱く 旧0

0

C 以下のものが主であるが，耐般 ・it アJ レカリなと ，耐

［ｗ Ｑ ｾＱ Ｑ 性および ｈｬＭ＾＼ｉ 絶縁性がよく，拠 ・ 透明性 ・ 感覚など

に優れたものが多い。 日産してコス トダウンができるか

らill 材としてのがj途は洋々たるものがある 。J木材料は11，';

イ、j 材を考えると， ｊｪｾｻ 化ビニーノレ樹脂が主流を， Ｇ￮ め，アス

ファノレ卜 ・クマロン樹J l 旨 ・ポリカーボネ ート ・コA ムなど

は量的には少い。ただアスファノレ ト系のタイノレはその低

制li 絡で=相 当の市裂をもっている。

日本建築協会建材委員会 ( 担当 米国正義)

現イE プラスチックの床材料はいろいろの極郊のものが

あり ， 観点を変えると極々の分類ができるわけである

が，乙乙では次のように分けてみる 。

(1) 形状による分煩

①タイ J レ状 ②シー ト状

(2) 工法による分類

① i; ，長り床 ②塗り床

(3) 合行成分による分類

①島li 化ビニーノレ r lfill アスベストを合むもの

!  2 経 アスベス トを含まないもの

②袖J l 旨系

③ゴム系

@ アスファノレ 卜・タマロン系

⑤特殊

以七を綜合すると次のようになる

)
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J

勺々J

床

h
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巨

民

ーゴム系

ー塩化ビ ニーノレ系

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

山

川
村

'- シー トーl 北iJ JI旨系

ーコo ム系

! エポキシ

一作! ぷゴム

「俗IJ 伽レタノレーl アク リル

l ポリエステル

ーアスファノレト

ーエポキシ

，- エポキシターノレ

: ポリウレタン

ー塗 り床

I ラ イ ニ ン グー アクリ J レ

ーフラン

ーポリエステノレ

- 1'( 1  酸ビニ - )レ

2. 床仕上げ材の評価について

材料評価i の基準になるものはいろいろの要ぷκ 分煩で

きるが，(1)力学 ・!JI!lJ理 ・化学的に: f ' Hlfi ので、きる妥ぷを耐
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表- 1 ピ ニ ル タ イ ル 工 業 規 格 比 較 表

的IJ

材

(極

寸

ｾ＠

芭 j1J 皮

タト

長 さ 変 化 五i

へ 乙 み

残 留 へ 乙 み

た わ み

ヲ

て

加 熱 減 j花

話?

m 色 性

性

品

川

辺耐

す

noi 

ノ1

燃

86 

日 本 工 業 規 絡

床 用 ビ ニ ノ レ タ イ ノ レ

J  1  S  A  5705 1966 

定
開 和41年 l J J 1 11 

極 化 ピ ニ ル 樹 脂 加 叩'11111 安定剤

添加材料 汗色材料

i  磁 石 結lを合む

2 純ー 石綿を含まない

米 連 邦 規 絡

ビ ニ J レ ア ス ベ ス 卜

L - T -∞345 

1959年 8 J 128日

縮化ヒ' ニノレ樹脂，組ピと酢ピ，

J l 4 化ピニリデン ，マレイン般

ヂエチル，または類似モノマーとの

共盟合樹脂，石綿，他の光年i剤，顔

料，可哩j 剤，安定押l

許容z : 0. 41、

;作'ii k 0.13、

Al I ，主なし

米 連 邦 規 格

ビニノレプラスチック

L - F ∞450 

Ｑ ＹＵＹ ｦｾ＠ 8 月25日

熱可塑J 性パインダー ，先境剤， 顔料，

熱可押l性パインダーはピニルプラス

チック

( A 5 T M  D833- 581‘ )  

またはh伝説を含んだ煩似樹目白

同 左

l司 左

IUJ l J度 u!) ，と掠 ICj J する: t rtL2

0.25' " 以内

泡， ＨＱ 弘 子ｾ，災山郎，且Ｚ物ｾｾ没がなく ， 色 ，f J 上，モットルは凡本と 一致の

色， ｦｊ上，絞 ｦ Ｎｾ ， マープルなと見本 ζ と。

と一致の ζ と。 泡 ， 亀 裂 ， 突出 ， 先物 ｾｪＡ 伐 のない ｅ

82 +  IOC ， 6 時1: 日加然後の寸法の変

化か ＰＮＲ ｾ 以ド

例 300、の持寄 ui 0. 6、

マァデパーニへ己み試験峨を1 f t いる。 マ γ タパーニヘ己みぷ験機

6. 35φ の、ド球 13. 6k g  20  IOC 水中 同 左

I 分武験片 15c mllJ 23 :t 1. 1・C 1 分

I 廠 0. 15ゐ以上 0. 178- 0. 381  句

2 駈 0. 25百以上 46 +  I
O

C  30抄

45 H

O

C  水 '1'301:少 0.813私以下

l Bt 0. 80、以下

2PJl 1. 00、以下

なとが，ω c mはなれて見た時 ，1.¥'し 無地は包むらがない乙と。マーブル と。モットノレは深部まで入っている

く目立つものかあってはならない は深部まで卜分入っている乙と。 乙と。

100 '  3

0

C ， 6 川uu加熱後の刊日。 99 1. I
o

C 6 P.¥/i U加熱後の減肢が

J， 2紐)1: 0. 5%以 Fo ;，t験H- J Oc mf(Jo O. 5%El  F o 

5'  ＼� の ｰ ｪ 川上 ｩ ζｾ ｕｕ 附 の Ｓ fi/，jの l 'φ

の鋼路上 ICおかれた 6' f1J のぷ験) ，' の

50.8c l11 上 )j より 1・の鋼成迎統 4 同

市E下せしめて( ( 1 災の1 : じない E と。

m，となし

大 l l nh， 1  r; マν>' nh， 95% エチー I  95労エチルアルコール ，'1'111，鉱物

Jレアルコール ， 2  % ....J 性ソーグ， 5  I  nli ，拙物削1， 5 % ，' ，[ 性ソー グ， テ -

% 附般，20  3

0
C  il l. l宜50 - 7090 ，48 I  パースクラ γ チテスター 3.1

11
1"，以ドま

時f! l Jテーパーユクラッチテスター 3.1 I  た変色しないとと

ペゐ以下，，.，t験) '.-L Oc mflJ 

嵐広なし

82 品 l OC ， 6 時間加熱後の寸法の変

化か "' 0. 17%以下

例 300明白の許容 frli ・0. 5私

アームストロングへ乙み試験機

4. 52弘 φJ Ij 住 140 e b  

23土1. 10C 初 l"I '1' ，J 40 C b 10分 1"1

'1' 0 回彼60分後 T "  

初期へ乙み E担= Ｚ ｾ ＺＲ ｘ ｊｏｏ 孟 ＲＵ Ｅ
ｾ＠ ， 

アームストロングへ ζ み与え験機

4. 5弘 φ [l J 柱36kg20 3
0
C  縦定なし

10分加任。問l ! l 60分後ぷ験片5c mf(J

i 桁 0. 2、以下。 2 ffi 1; ，1左

20"- 3

0

C  6 時IIU肱i l l :&び 80 3
0
C  23 '  1. 1・C R H  50 '1%でのテス 23乙l OC R H  50  4%でのテスト

6 時間加熱20 3

0

C  1時/ i 日以上級位 トおよひ8V . 1
0

C 6 時間加熱後のテ および 6 時/i U)RI 熱後のテストで l 'φ

1. 2極共50 ' ¥，たわみ時 ICひぴわれが ， ス卜で25.4械、以上たわみ l'J るE と。 の鋼持 JC ＧｊＥｉｃｾ＼＠ C とかできる E

生じない。ぷ験片5x 30( c l11)  I  と

ｾ潟 Ｒ Ｐ Ｇ 3

0

C  R II 50- 70% の室内 I  15. 2c mflJ カットサンプルのそり位

試験JI- 9c mflJ のそり 1. 2紐 )'. 0.76 '¥， I  0. 76 ' " 以ド。 品l ; t なし

以 F

T ，- T 日

波留へ ζ み = T  K  1002玉8%

IlIj 上

向 上

I，ij 上

95労エチルアルコール，'1 附，鉱nh，

杭 物 nhl こは0. 25私以 F

5 96，'/f 性ソー ダ， 5 % 1i1般 I Ｕ ｾ 百悦

般には 3. 2私以ド

また変色しない乙と。

脱) j よなし

向 上

料

類)

法

300X 300('".) 

許容z : ' 0.3'". 

尚当分の/ i U，303 X  303( 弘) 及び

304. 8 X  30，[' 8(  ' " . ) も認める

2.0('".) 

『

、ー
2.5  11 許容k 0. 15、

3.0  11 

観

ι 角度測定: ml ck1する J:，'il.::

0. 25、 以 内 室 温 20 3。

かけ ，ひぴわれ，はくりかない乙と

でζI . . C ，へ乙み ，段級 a 光沢およ

び色必の不自liij. i'j れ，f掴，J I ，物の泌入

80 . 3・C ， 6 時間加熱後の j 法変化

I 碩 0. 6、以下

2 車R 0. 75、以下

り

空控
m; t なし

J I5 - L -l 044による

試験片 6c m X  6.  5c I11 

り

J I 5- A- 1407 による( ぷ験訟のみ)

床すべり試験) j 桜

ト

ι

品

T

J I 5 - 1( -6911 

試験片 l c m x 12c m 
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シグラー滑り試験峨 23
0

C - 25
0

C  

J  IS  A l963によ る

Ｈ竹 中技研 ・ 州本ｴ［ｾ太郎氏資料品Ａ供Ｉ

滑 り 試 験F - 2  

(3)  床のすべ りについて

新しい. i 1 築物で非常にすべりやすいは材を使川する乙

とがあり ，それに )111えて近頃の女性のハイ ヒー ノレのN( が

小さな金属性のものが流行している乙となどが附辿し

て，転倒してi ' J . 似する事故がしばしば発生しているた

め，床のすべりに対する関心が，: 石まっている。床のすべ

り試験方快ば米辿 J!I 規絡のシグラ一式床すべり試験 ) ] 法

にもとづいて検，j " J の上 1963年 r r  S  A  1407として規約化

されているが，刷物111( は決められていない。 F - 2 は J

87 

久性とし ，(2)人聞に関連の大きい妥素を居住性，(3) 建築

生産に|刻述の多い要素を施工性，(4) 1 i 而絡や保全の姿J4; を

経済性として分けると，概D I I i 次の ζ とくになる。

(1)  耐久性

耐候性。摩耗性。くぼみ性。熱仲縮性。吸水吸湿性。

耐熱性。耐薬品性。耐総斉1)性。

(2) 居住性

防＿ｲｲ ｴＧ ｬ ニ。 断熱性 Ｓ 吸 ｐＺ， ｾｴＯ ｬ Ｚ 内 ｬ ， ｾ詰望感。足おと。足ざわり。

視Ａぷ 。 ｾ Ｚ ｲ ｊＺ 。

(3) 施 じ性

作業性。述搬性。耐久性

(4) 経済性

{ 而物。維持1i:図。

乙のうち ，特にク エイトの大きいものを選んでその試

験方法 ・mfちなどとともに述べる 。

(1) プラスチッ ク床材の規格

J  I  S M"l絡としては昨年 9 刀ビニーノレタイル工業会か

ら工ＧｪＮｾ技術院に床 ｭ ビ、ニー ｊ レタイル日本工業規絡 ａ ＵＷ ＰＵ

( 案) の成案を挺出してノ利下 1n 1 日公布された。そ の

他従来材料 メーカ ーや研究所がnrl，主にしてきたものに ，

米述) l S 脱船 L - T - 00345および L - F - ∞450がある。

表ー 1 はその比較表である 。.i1xビタイ J レ以外は依るべき

規絡がない状態であるが，シー ト類およびアスフアルト

タイル ・リノタイノレなとは ，Jti ピタイノレ lζ 準じて取倣え

ば比較する乙とができる。またアスファノレト タイノレなと

は米 ｾＩＱＱ 規絡が比較の対象となるであろう。

次 Ｈ ｃｗ 材の評価のウエイ 卜 の大きいものについてｾ揺さ

するが， 一応、41ビタイノレを小心にし ，必要に応じてシー

ト煩やアスファ J レト系や柚11旨系にふれる乙とにする 。

床材の摩耗について

床材のJlj 'Ltsは否要な: rn円であるので，その試験機は各

国で脱々研究開発され， ＩｉｾＧＧＺ［｜ｉζ 多くのものが使用されて

いるが，プラスチック床材全般の実際の! 挙粍lζ 厳衝に対

応できると .i える試験機はμ 、円らないようであるし ， 口

本; 工業制約及び米国規4れでも取り 1-げておらないので，

材のや，n:ft iが民! なる i必- 0や，あるいはまた試験方法の災な

る場作にはその絶対値を比較して，材料の優ゴ? を論ずる

乙とは1mぷl沫であるばかりでなく，危険であるといえる。

災地試験結果から ，有機Mミイ 1: 1ニげ材を耐J管%1WI ，のよい

方から! 町lにならべると ，(1)コム ，(2)邸ビシート， (3) リノ

リクム ，(4)J-<ml ビアスベス トタイル， (5)ブナフローリング，

(6)コノレタタイノレ， (7)ク7 ロンタイ J レ，(8)アスファ J レトタ

イノレとなる の しかし ，乙の同 f;u:ft lの材 料についての附粍

試験をすればその優劣の l順位は与えられる 。以上の} ) ) ，正(

のもとにj喰粍試験結果を検討すれば，特 』ζ j 学f f : の激しい

階段の踊幼 ・室の出入口 ・山本Lrr ・改札口なと・の場所の

床材の選択には効果がある 。 F - 1 ばテ ーバー j管粍試験

機 IC依る j飢削測l日山川[1)リ定h似f肉iである 。

J'nf 試 験F - l  

)
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1  S  による試験結果で，ワックスをほど乙したときと，ほ

ど乙さない両方の結果を示している 。 F - 3 もシグラ 一

試験機によるデーターであるが. J  I  S  制定以前の測定

111( で，すべり片 ・ばね庄 ・接触長さ ・振子ill I i 1 などが%

なっている。しかし ，乙れは踏の極類と名極有機床材 と

の組合せのすべり抵抗航が表わしである 。F- 4はl壁t E

試験機 C*大改良担) の回転数と ，ワ ックスなしのとき

の防祈係数との関係を示したもので，向転数 8 - 16同で

定の11自におちつくととがわかる。乙の一定になっ た摩

粍Tmの防滑係数とJtt t E しない而の防丹' f 係数の比較を ，ワ

ックスの有無の両 ) J fζ 分けて表わ したのが F - 5であ

る。 _ -. f f i 大きな仙のものはスポンジシー トで，乙れはぷ

! 支と内部の質 Iζ 相官!の差があり，また他の材質とも版本

的f C毘なる 。な お床のすべりはワックスの有無ばかりで

なく，水 . i111・砂などのイ子{ t や床の勾配などによりその

111'( が見なるから .JIJ 途によりそれに対する配慮が必2 f で

ある。

(4)  床材の寸法安定性

仮イ、j 床材が下地から浮き t って見氏しいめくれやふく

れをＺｧｾ山している状態はしばしば見掛ける乙とである

が ， その ｪ 京閃は ｬｎ Ｇｾ なものではない。下地 ・ 床材料 Ｎ ｊ￭ＭｩＢ ｩ

fli Jおよび外郎条例ーの 4 つがるifTしてはく離を発生さす原

IAlと なっていると巧えられる。乙の2 Q 囚を列記すれば，

(1)1ぷ 卜j也の不|栴 . TJ 也m. i i i の不良，胞工11年および施工後

の ｬ 以ＯＱ＼ ￬ｾｬ 澗など Ｎ (2)床材料の l政/1< ・吸湿および温度によ

る膨 ｊｕｾ 収納と ， そのＩＧｾ方性や衷地の ［ｪｾ 轡など Ｎ (3)接着剤l

の筏 iri 不良および床材との不適作など. (4)外部条件すな

わち温広 ・i!ll!.以 ・/1< .  iJi :f;;Y屯 ・1必} 喰の繰り返しなどであ

ろう。

τtB 

かがと材料とすべり低抗 シグラ一試験機

( 点北大学 ・吉附n氏資料挺供)
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i  ) 床材の吸水による膨脹収縮について

F - 6  は各種床材の48時間波出した際の吸水率の比

較表で，油脂系が段大，ゴム系およびアスフアル ト系が

最小で，ビニ ーJ レタイルは中間であるが. l '類の方が 2

類よ りも放水率が大きいと 言える 。

F- 7  は床材の波主主一日数と吸水率 ・fl ll率の関係を示

す。吸水部の大きいものは一般に利l率も大きく，圧延の

直j . ( J 方向と圧延方向との仰率の差の大きい材料は注志、を

ｾする 。 また 吸 水率の大きい材料はＮＷＮＱ＼を使用する場 所

へは避ける方が安全である 。なお J 1  S 規絡および米A

:)11腕絡には l放水と制lびの規11l 1Jはなし、。

ii ) 長さの変化量試験

J  1  S 規絡および* 述邦規格で， 長さの変化E の試験

の規制は 6 11寺岡加熱後の寸法変化についてである 。

( 表- 1参J1.日)

F - 8  は J 1  S  による結果である 。各般と も現在市

販のものに規絡値をオ ーバーする ものが散見するか ら花

怠を要する 。

(5)  火災時における床材料

F - 9  は日本住宅公団アパー 卜火災実験報告のう ち

の東大建築材料研究室の測定データで，スラプにプラス

28  

1' - 6  

28  

4. 8  

平 32

辛

D& 4. 0  

水

89 

床材の校記l n数 と吸水準 ・{I" 率

( JI( 北大学 ・吉岡丹氏資料提供〕

1' - 7  



表 床 の 温三度 と 床 材 の 接 着 剤 ( 繊浜国大 ・石井一夫氏縫供)

ア ス フ ア ル ト 系 接 着 剤 酢 酸 ピ ニ ル ヱ マ ル ジ ョ ン 接 着 距l ゴ ム 系 接 着 耳IJ

水平方向

k水のE平援j c活方m力向g  k水のg平使j c方者m力向2  
温度。c 観 著書 の接着力 鋭 理主 観

a保

k gj c m
2  

50 

70 やや軟化 0，0017  

どく軟化，接者着全剤の発泡，右前

90 

方 向 へ の 筏 力 く失う

0，0006 やや軟化 0，002 

靴慨を経くのせるだけで床材

110  

が水平方向 K 滑りはじめる

0，0006 同ぴ硬化し ，接着 JJ 十分にある

接着剤融けてどろどろになり

130 
発泡がつづく

( 再瑛び布板のめあてる軟床化材しの， とけはじめる150 

接着力 1; 1 十分)

0，002 

170 ( 裂水布平の方あ向るの床接材活の力接全活く力失はうかなりある) 0，0006 

190 裏布のある床材も接活力を失う

やや軟化しているが拶

行上支障のない程度

0，002 

210 接着剤は溶融状態となる 同 上
でややすべる

230 同 上

250 同 上

表 3 プ ラ ス チ ッ ク 床 材 用 接 着 剤 ( 雄研 ・今泉勝吉氏)

下海諸ｾ竺竺 ｼ 溢ピタイル ｬ 駈 Ｒ 極 ｼ 庖ピタイル 2 碩 庖ピ積タイル 2 額
ビニールシート リ ノ タ イ J レ

( 半倣! 質) ( 軟 質 ) ( 崩 )

木造 厚 18百以上の姶床 酢 ピ 系

酢 ピ 系

酢 ピ 系 F咋 ピ 系

( 袈製 悦 エ ル マ ジ ヨ ン 系 )

酢 ピ 系

iζ 厚3弘以上の耐水合板張 ( I ' i r. ピ塩ピM u合系)

なし溶剤系

昨 ピ 系

ア ス フ ア ル ト 系 ( 俳ピ極ピJ 長重合系)

酢 ピ 系

土
防 水 胞 あ り 酢 ピ 系

( 寝付きエ マJ レジヨン系)

昨 ピ 系

首1， ピ 系 エ ポ キ ゾ 系

挺なし抱月j 系

nu 
合 成 ゴ ム 系

コモ

床
ヱ ポ キ シ 系

ン
ヱ ポ キ シ 系 エ ポ キ シ 系 エ ポ キ シ 系

ク J レ 防 水 胞 な し
合成ゴム系( ニトリル) エ ポ キ シ 系

! タ

ゴム ・セ メ ン ト 系

i エポキ ν 系プライマー

ゴム ・セ メ ン ト 系 合 成 ゴ ム 系

卜J レ

下
』也 ゴム ・セ メ ン 卜 系

酢 ピ 系

下

防 水 届 あ り
ア ス フ ア ル ト 系

エ ポ キ ゾ 系 両t
ピ

系 ( 袈裳付きエルマジョン系) li1 
ピ 系

地
草色

合成ゴム系( ニトリル ) 1

床
昨 ピ 系 なし 1在剤系

酢ピ系( 酢ピ一位ピ

俳

般階

位t干し佼入水 ア ス フ ァ ノ レ 卜 系 j 七重合系)

ピ 系

酢 ピ 系 Ｈ 裂ｾ 付きヱノレマジヨン系

T品 ピ 系

床

分のないこと 酢 ピ 系 エ ポ キ γ 系

なし俗剤系

合 成 ゴ ム 系

I ' i r . ピ系( 酢ピー底ピ

直 射 口 光 の あ た る 床 昨 ピ 系

J 七重合系)

間: ピ 系 岡下 ピ 系 間 ビf 系

ヱ ポ キ シ 系

合成ゴム系( ニトリル)

エ ポ キ γ 系

水 . i ¥I . 分の多い床

ゴム ・セ メ ン ト 系

合成ゴム系( ニトリル)

エ ポ キ シ 系

エ ポ キ エ ノ 系 エ ポ キ シ 系

エ ポ キ シ 系

+ エポキシプライマ ー

ゴム ・セ メ ン ト 系

エ ポ キ プ 系 エ ポ キ シ 系 合成ゴム系( ニトリル)

金 属 L!< 
酢 ピ 系

エ ポ キ ゾ 系

酢 ピ 系 酢 ピ 系

酢 ピ 系

( アルコール溶剤系)

合成ゴム系( ニトリル)

( アルコール俗剤系) ( アルコーノレ的自l系)

エ ポ キ シ 系

90 



ター仕上げをした天井面の混度である。天井スラブを透

して直ヒ併の床の祖度上昇は， コンクリ ー卜 の厚さ ・含

水率などによってかなり臭ってくるが. 1∞ 。C までは割

合早く侃度が t 昇するととが予想される。建設' ( i ll3礎研

究所で測定した結果によると . J  J  S 加熱曲線に沿った

加熱を与えたとき5c mの コンク リー トス ラブの哀而Ilftt皮

が1∞ 。C IC述するには. 2 11年聞かかるが， スラブ厚が

3.5c mであれば25分で'1∞。 C の裏面温度となる 。 デッキ

プレ ート に Ｔ ｣ ｭ Ｉ 亨の コ ンクリ ート を 打 ったときはが ｾ Ｕ 分

で頁商lruU! tが 90

0

C となる 。表- 2 ( ま床のtl:: t皮 と 張イ、J'床

材』ζ 通常使月lするJ 1fi 剤 3 極郊を選んで，スラプ夜間温

度の t 界とともに起る変化を表にしたもので. 30c mj"(j 

のタイルをふんでt歩行したとき ，タイノレが清らない条件

は平均で O. ∞ 16kg/cm
2

の水平方向の接有力が必要であ

る。アスフアルト系の接抗斉IJの使JTJ の際は 70

0

C を越え

ると床タイルが滑りだし . 90

0

C で全然歩けなくなる 。

酢殺ビニールエマノレジョンJ 1 i " i 刻でも 150

0

C を泣すと ，

按才( j J が激減する 。 プム系J 1.t;' 1fi Jの利用の節は T J  S 規

格の列 liii 温度2ω 。C を越すまで大丈夫と言える 。以上よ

り火災H与の避難通路の材料選定には ，火災の条件を十分

検討する必ｾーがある 。

(6)  施工性よりみた床材と接着剤

プラスチック床材はイIIJ れも程度の差はあるが l汲水性が

あり ，それに起因する flll 縮性が材質や製造方法に依り相

判大 ｲｬ ｊ の ｦｴｾ 廷がみられる 。

一方下地もその場所の条件や胞工の方法 ・経過などに

より位/ J i i lのR が非常に大きいj J ; jつがある 。 また2患のJ f J i会

により Ｎ Ｗｬ＼や混気をｻ、 ｉｾ う湯介も多いから，乙の Ｓ つの条

件を勘案して床材料の材種や筏お邦! の選定および下地の

処理 ・ 胞 ｛ＱＱ 与 ｊｾ ｊ の選定 ・ 養生などを決めなければならな

い。表- 3は.i..!l IVf . 今)k氏のもので 乙の関係をよくぷわ

している の

(7) 施工の実例について

以 ｼ てプラスチック ｪ 木材の， ｾｉＨｦｬｬｬｩｦｃ 大切な項目について述

べたが，ー卜Je'ζ 実際Iζ 伎川され 7 "1三後状況調査したもの

を参 ｾｋｭ げる 。 通行 ｩ 止は附により多少差異があり ， 上

ばき tt 川

(1)  伎川島. j l 9r.htl 内院各階j出 lご

(2) 1  F  人研

2 F  シー ト CJ t，( ビ系 . 1J; .(ri麻布 2' '}/" グ リー ン

大きく収納 ( 10協 rlJ 程度) 継手の個所で' めくれ上る 。

材質的に巻き七る性質がある。

3 F  シー ト ( 続 ビ系. 1J; .(ji 腕: フェ ノレト)

2 務 グ リーン

大きく 収縮 Ｑｏ ｾ以 巾 程度 のりがきいていない個所が

ととろと‘ とろにある 。

4  F  シー ト ! 早さ 2 務 ク リ ー ン

数年前破損甚だしく下記κ 取換え

塗り床 両町 ビ系

き裂多し はく南11. 郎分あり

5 F  シー ト( 頃 ピ系) 2 務 クリ ーム

収納少し ＨＲ ｾ Ｓ 務程度Ｉまづ良好

イ円し友而やや滑 りやすし 煙草の焼穴目だつ。

6  F  1l 1)¥YjJ1[ ビシート 2 '係 茶 色

収縮小程度

7  F  it1i ll i ' i系シ ート 2  ':協

収納短めて小 ( 1 ｾ Ｒ ＷｮｻＢ 程度Ｉ

へζ み跡、多く目だつ

j核粍については ，上靴での通行ゆえ ー名シ ート とも大

Jをなく ，摩粍による支障はあまりない般機。

以上に見られるように ，収縮の問題が一喜子多く，き裂

およびはく南It たば乙のがEζ げの11阪となる 。

(8)  プラスチック塗り床材，特殊タイル

プラスチックの耐薬品性. 優れた援活力や耐摩粍性お

よび耐街惣性を平 ｉ ｊ ｭ して Ｎ 樹脂モルタノレや樹脂の品 ｾ ｉｍ ラ

イニングが床仕上げに利用 されるととがj科加 してきた。

樹脂モノレタ ノレとしては ，エポキシ系 ・ラテックス系 ・ア

タリノレ系などがあり ，伯区B ライニングとし てはガラスク

ロスやナ イロ ンク ロスを中に何んでj早さ 1務以上の回を

形成する 。 ζ れもラパー ・フラン ・ポリエステノレ・エポ

キシ樹11行なと¥ 多極多様で制Ji 絡の問題ぞ除けば . ;(E米の

アスフアル ト系や酢 ビ系の欠点をある科度補うと とがで

きる特性を持ち ，将来性のある部門と思われる つ

また特殊な用冶として，屯導タイ J レのどときものも邸

ビ系で作られ. 花; ! ミの方法IC比 し耐久性や美観上優れた

ものが今後も J:jY/}J Oしてゆく ととが似像される。

I  3  む す び |

以1: : J t . ¥ピタイ ノレを主と してプラスチック床材の概要を

述べたが. プラスチックの生産泣や多機性は自を見はる

ものがあり，現在では高価な樹脂も ，生産拡大によるコ

ス トダウンで丈t材に採 り入れられて I J.ti ビ樹脂では克服

されない欠点がどんどん改良されてゆくと，思われる。ラ

イニンクや主主り床， コー テング材料などに注目して ，明

日の建材の主役としてプラスチックが脚光を浴びる乙と

を期待したい。
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大 阪 化 学 繊 ー維 会 館 ・ P R

鉄骨工事

株式会社 春 本 鉄 工 所

!大一区間蜘

「ム;事

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

大阪 di 北区茶屋町78 iT1ifl i (341) 6431代

送 風 機 空 調 器

株 式 会 社 谷 山 鉄 工 所

本主1: じhL; 大阪 rli 城東区野江東之Ulr 2 の I

fG 話 (931) 7  8  0  3 代ぷ

ょ，ｮ ｊ［ｾｉｉｉ｜ ;1，長J9"r Ｊ［［ｾ占 ｩｪｓ 文京区湯山 Ｔ の Ｖ Ｍ Ｑ Ｗ

'.11 活 (811) 3  4  3  5 ・3 4 4  0  
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“ 人 " と 建 築
. 若 い 会 員 の 集 い

紙上ダイジェスト

第 1 1 回 「 現 場 監 理 5 0 年」

日 時 10月28日( 木) 午後 6 時 会 場 本 会 4 階集会室

ゲ ス ト 日建設計工務株式会社参事 山 田 英 男氏

兵庫県立工業学校建築科を大正 9 年に卒業して，住友 たものです。木製 3 段切梁を 6 段にし . 7 ] < を張り砂利そ

総本庖営繕課に入社し ，住友銀行上町支庖を皮切りに50 入れたのです。最近 5年目に湿式の外装タイノレが落ちた

年の建築監理の道l乙入りました。当時はまだ直営工事の のですが，乙れは最近の傾向として窓が外側へ出て水切

時代で現場施工図等，現在は各業者のヲ |く図面もすべて が悪いのです。相当入念にやったのですが . 無理な点が

自分た ちでやっ たものでした。 あったのでt しよう。昔は窓函は 150111111 以上タイノレ面よ

しかし，大正11年の住銀道頓堀支庄では，大林組の責 り入れたもので. 古い建物でもしっかりしています《

任施工となっていました。乙の乙ろに住友総本庄すなわ 乙の経験により最近の目立造船本社では間組の献身的

ち今の住友銀行本底の第一期工事が直営工事で行なわれ な施工で完全な中塗までやりました 3 とにかく仕上と同

ていました内乙の乙ろ現符する道頓掘の松竹座が出来， じように下地をしっかりやったのです合目立本社の前に

乙れに後. 赤い灯，青い灯と歌われた道頓掘時代となる

良い時代でした。果然大正12年に大震災が起ったのです

が，住友銀行日本橋支庖と越前婦の住友倉庫はまぬがれ

て住友工作部の名があがったのです。乙の結果住友銀行

本庄は工事中に 7 階の設計を急拠 5 階に変更して現在の

姿になったのですう昭如 8 年 6 月住友工作部は解散， 長

谷部竹綾建築事務所( 所員32名) となりました。昭'

11 . 12年には日本生命本社の工事に関係しましたが，こ

れは実質精算工事でした

基礎はニュ ー7 チックケ ーソンで. 30年前大阪で乙の

程度のことが行なわれていたのです。 乙の工事は支那事

変のため第一期のみで中止となり . 以後日本は苦難の道

をあゅんで行きました。事変は吋烈となり，建築も軍需

一本給となって行き，私も住友金属桜島工場，神崎プロ

ペラ工場にとり組んだのです。続いて 16年大東亜戦争に

突入し，静岡南部の住友金属プロペ ラ工場(50万五1' ) をや

りましたっ日本ーのプロペラ工場を呼号した海軍の造ら

せたものですが. すべて木造 卜ラス で した。この造成敷

地の中でわれわれが発見したのが有名な登呂遺跡、です勺

この工場も 829の空襲で 3 年半の苦労も灰となり，お世

話になった製造所長の S 氏をも失なったのでした 3 また

母も大阪の空軍基でなくなりました。

完全な虚脱状態で帰った大阪の最初の仕事は食糧を入

れるための住友倉庫の戦災復旧工事でしたさついで九州

飯塚の炭鉱の総合病院，診療所群の建設でした《当時石

炭は復興の重点産業だったのです。現在の石炭の斜陽産

業である乙とを思うと感無E です。

昭和25年，日悠設計工務が設立されまして 27年に住

友堺筋ビノレを監理しましたが. まだ冷房はなく杭も木製

でした。御堂筋の日動火災大阪支庖を経て . 29年毎日大

阪本社現場となり，乙の時はヒ ーピングを起しかけ，崩

壊の寸前となりましたが. 大林組必死の努力でくいとめ

貿易センター，本町ビノレ，大商金ビノレをやりましたが，

この乙ろから竹中工務l苫等の無振動工法の時代となって

来たのです。また地味な乙とですが. 最近日建でもモル

タノレ塗床の浮きが多いので，コンクリ ー トの同時打ちを

やるようになりましたが. 誤差 2-3111111で・成功してい

る。乙れは大いに推奨すべきだと恩います。

長い間建築監理をやっ て来ましたが，今日ではどこで

も施工者の責任施工となり ，現場の施工図も下請が笹け

るようになってきましたが，乙れが本当と思う司各施工

会社の立派な研究所も出来ましたっ完全な設計. 仕様に

より施工業者が立任施工し建築事務所は承認するだけに

なると思うー

しかし ，建築の生産は他の工業生産品と異り前近代的

な手工業の範聞が多く ， 仕様蓄の内容も逃げ道が多い

し また監理者の権限も明確でありませんの雨漏りは直

させ得ても壁の凹凸はど乙までやり直させられるか ? ま

た監理をしていて故障の出た場合，監理者の道義的な責

任は重いつまた施主からすれば ，建築と設備の分離発注

が最も良いと思われるが. 乙れは 。監理者の重任の重く

なる乙とでもありますさまたいつになっても経験をつな

ことが寿命の長い建築の監理には重要なことです。当然

なことだが，適正工期というものはやっぱり守るべきで，

ネッ トワーク，パート 等も出来てきましたが，適正価終，

適正工期を守る乙とは建築家の宣イ壬と豆、います

〉イ
、J
， ×  ×  

以上. 失敗談が時代のエピソ ード も含めて語る山田氏

の話はアスファノレ 卜防水. 石目占，工費の変遜と技術的な

話題にも移って行きましたが，程、は建築一途に生きた l

人の人間の歴史の上に大きく影をおとす動乱の日本50年

の哀歓を深い感銘をもって聴いたのでしたコ

( 文責 ・千葉春海)
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日 本 建 築 協 会 月 間 の 動 き ( 7 月分)

理 事

. 6.  

τ"" 

14日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 副 会 長 ほ か 11理事，宮飼兵庫支部長

議 事 ( 1)  ( 仮称) 建設資材デ ータシート作成の件

( 2 ) 後援名儀使用の件

( 3  ) 入退会者承認の件

( 4  ) 報告事項

( イ〉会計報告

( ロ〕事業報告

編 集 委 員 会

第 5回作品作風小委員会

1 日 51時一101待 於 会 館 集 会室

出席者 田中主査ほか

広告改善の件について協議

委 員 会

8  B  4時- 6時 半 於 会 館 集 会 室

出席者長谷川委員長ほか 5 名

議事 l  万博会場計画特集号経過報告

2. 造園特集経過報告

3. 歳近の地下工法特集経過報告

4  国立劇場特集幹事会の件

5.  11月号以降の特集ふりかえについて

6. 50周年記念号の件

7  作品作風，広告改普ーの{ L j

8. 新らしいシリ ーズもののイq:

9.  その他

住 宅 委 員 会

住宅展小委員会

4日 5 時半- 9時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 黒 谷 副 委 員 長 ほ か 5 委員

住宅展々示資料 K ついて

委 員 会

6 日 5 時半- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 黒 谷，野々村両副委員長ほか25委員

第 3 回 「よろず相談住宅展」諸準備の件

懇 談 会

12日 正午- 1時 半 於北浜清友会館

出席者( 協会側) 東畑会長，岡橋， 黒谷正副委員長

ほか 5 名( 記者側) 朝日記者ほか 10名

第 3 回「よろず相談住宅展」発表

出 版 委 員 会

基礎構造と実例原稿検討会

6 日 5 時半- 9 時 於 浜 忠

出 席 者 執 筆 者 ・谷口尚武，山肩委員長ほか 5 委員

木造建築編集委員会

7  B  6時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 長 沢 委 員 長 ほ か 4 委員

給排水衛生設備編集委員会

13日 6 時- 9 時 於 あ み ひ ζ

出席者 間中委員長ほか 8 執筆者

鉄骨デザイン現場見学と検討会

22日 正午一午後 B 時 於 村 野 森 事 務所

出席者 執筆者前川陽一，木田 ・宮川幹事

建築基礎工法と実例原稿検討会

26日 6 時- 9時 於 浜 忠

出 席 者 執 筆 者山田文三，山本一政

山肩委員長ほか 4 委員

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

18日 6 時一 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者窪田副委員長ほか 6 委員

… … … ぞラヌ年ユ〆

造の に 1/陶器の壁紙セラクロヌ
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委 員 会

19日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 増 井 委 員 長 ほ か 16委員

議 事 ( 1  ) 建設データシ ート企画 についての理事会での

審議経過報告

( 2 ) 建築法規の研究と討論の会の企画について

( 3 )  9 月一 11月の事業企画につ いて

( 4 ) 会勢委員会より要望事項について

( 5) モン トリオー J レ万博視察団の企画につ いて

( 6 ) 藤沢副委員長転勤に伴う各種説明会総括副委

員長の後任者に ついて

( 7 ) その他

各種説明会小委員会

278 5 時半- 8 1時 於 北 花 ふ さ

出 席 者 増 井，岡本正副委員長ほか 7 委員

第 1 回新しい防水工法と実例説明会の反省会と建設資

材データシ ー ト作成について協議

建 材 委 員 会

委 員 会

22日 3時一 5a寺 於 会 館 集 会 室

出席者 ( 協会側) 政問委員長ほか 9 委員

( 業者側) エパレヂン ほか 4 業者

化学防水 lζ ついて

法 規 委 員 会

委 員 会

27日 3 時 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 林 委 員 ほ か 8 名

基準法改正の問題点の討議( 相座委員の意見をめぐっ

て)

会 勢 委 員 会

委 員 会

2 日 l  時一 3 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鷲 尾 委 員 長 ほ か 11名

団体会員の増加( 場口〉について

委員の交替および追加委嘱

16日 1時一 3 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鷲 尾 委 員 長 ほ か10委員

個人会員の増加について

小委員会

28日 5 時半- 81侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 総 尾 委 員 長 ほ か 5 委員

個人会員の倍加方法について

150周 年 記 念 号 編 集 特 別 委 員 会 |

準備小委員会

B 日 正午一 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 滝 沢 氏 ほ か 2 名

50周年記念号編集特別委員会発足について人選その他

打合わせ

委 員 会

20日 3 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 滝沢委員長ほか 14委員

議事 l  委員長，幹事選出

l  編集委員会との関係

l  テー7 の協議および担当主査選出

1. その他

|50周 年 記 念 物 建 設 準 備 委 員 会 1

26日 3 時- 4 時半於大阪科学技術センタ ー

サイエンスクラブロビー

出 席 者 間 橋 委 員 長 ほ か 5 名

案として 4 策が提案され，来年の50周年記念事業とし

て，記念物建設をどういうふうにするかについて協議

4 案が提案されたが，結局「コンペの1 ' 1 用をもっ案」

にきまっ式こ。

説 明
..o‘ 

ココC

実務に直結した工事別説明会

「新しい防水工法と実例 ( 1  ) J  

7 "口!Y22RJ53受注/

ヴ . 0

舵 .:12; 《惨水谷ペイント
』
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27日 l  時一 5時

聴講者 137名

S 防水工事による現場施工例について

日新工業株式会社服部勝一氏

新宮殿lζ 選ばれた防水，ベ J レシ ー ト工法と塗工法

鐙淵実業株式会社 目黒清太郎氏

ゼロスパンションのかからない防水材

ミリベットノレーフミ

山出興産株式会社 山出敬二氏

モーランコート防水の施工例

株式会社A B C商会

於大阪科学技術センタ ー

杉 浦 修 一 氏

小田切陽三氏

太 田 隆 信 氏

ニュー タウン計画と建築

座談会のゲスト

村野，森建築事務所

彦 谷 建 築 事 務 所

坂倉準三建築研究所

参加者 30名

横山光男氏

大森健二氏

. 6.  

τ"" 

若い建築技術者のための左官工事講習会

28日 午前 9 時一午後 5 時

於大阪科学技術センタ ー

山田幸一氏

左官工事総論

左官工事各論( 新材料と新工法)

大阪市立大学助教授工学博士

左官工事各論

岡大林組取締役

174名

| 見 学 会 |

二条陣屋，南禅寺，円通寺見学会

5 日 午前 10時一午後 5 時

解 説 者 財 団 法 人 建 築 研 究 協 会

参加者 45名

時量野義製薬 (株) 杭瀬工場見学会

設 計 坂倉準三建築研究所

設計施工 ( 株) 竹中工務底

2時半- 4時、ド

参加者 40名

大阪化学繊維会館新築工事見学会

設計監理 日建設計工務株式会社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

習議

15日

山口尚武氏技術部長

E主識者

1時半 3 時

参加者 30名

若い会員の集い 「千里ニュータウンを見る会」

23日

14日- 19日

阪神百貨庖 8 階第 2 催場

23. 517名 相談件数 1.722件

編 集 後 記 ・凶特集の企直に近接公夫，荒木 制 ， 日 他 材 々

にご協力いただいた。 なお . r万博会場の造園計画 J ｲ 大ｾ［市工場 疎開

杭の緑地計匹」も予定したが釦合で駄目になった。 次号{ 土' 俵近の地下

工法」特集の予定3

会期

場所

入場者

よ ろ ず 相 談 住 宅 展

29日

見学の主な建物

南センターピノレ( 設計 村野，森建築事務所)

古江台近隣センタ ー ( 設計坂倉建築研究所)

青山台近隣センタ ー ( 設計 彦谷建築事務所)

中央公園展望台( 設計 日建設計工務附)

座談会テー 7

l  時一 5 時

計
-
ェ

設

作

施

.製.

特言を/ II，f翼冨を l

/ 柑火シャ・. ，9.... 全般 i

対モ

工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 電 話 ( 364)

本 社 東 京 都 北 区 国 主鶴 町 事 務 所 及 本 ヱ 場 埼 玉 県 与 野 市

タヤソ小イ果
、y

， 

.  
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ア友 ＷＷＱｾ ト ｚ 車 専 業 大J吉

塞歪欠偏商届

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

5223 大畠化学のひふくτっlぎんさ

|，1，1  k パ j叫 ! 瓜 球 連 続 式 偽 公

E，i6 fi己手事

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ル

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 がI 内市新庄 1141在地 'il i  11南大阪 (782) 4  17l - 3 ・6734- 8

支 l，li 新 居 浜 ・東 京 ・名 占 崖 . P4 臼 ，IT Ｎ 広島 ・ ｾ， ｾｉ ［ 山

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アス ファ ノレト防水工 事 警

護 ← ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アス フ ァノレ トタイノレ工事 選

議耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業J i R

大阪市北 区浮田町82番地 電話大阪(371 )' 1333番
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一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 側 を ご 手11mの 桜 お 国Jい 、 致 し ま す 一 一

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 潰 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

み 祉 大 阪 市 西I，(.，i (町制 1 rl l 62 '，11 ， ｉｾ＠ (443) 代J ; . 8161- 9  

出張所東京都北区上卜ｾ 1  TU10 電 話 (91 1)  3  9  4  1  

名古風市中村区牧野町 l 町 6 喧 ｊｾ＠ (54) 0  9  6  6  

神，; ，! i 生田区北蛙挟通 7丁目 l 町 l 電 話 (:14) 1778. 4386 

広 川 rli 袋 町 6 昨 1 号 電 路 (21) 757 5  .  7588 

話器喜 : 22 設計施工

雲言 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 di ｾｴ＠ Il{ r:';j ｾ豆 ｉｕｦ ｾ＠ .  i [I.;.ri大阪Jl I} .. j 715 l ( 代ぷ)

J;( /rII rn *II J I メ; 大剥 l 大路! E lf l I 上ル屯ぷ! ; ( IfI I九li }.. j 4945 ( 代表)

神戸市生川| 反 r; III 子通六/ ー . Ｇ，Ｇ｛ｪ ｊ ，ｲ ｩｾｉｉｊ＠ j J I}"j  5  8  9  2  

水道・衛生 ・l唆冷房・ ) t1也符工/n

設 計 並 綻 工

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

Ｎｾ ｬｴ＠ ，1; r. ' 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 帯

*1; ( -1'打 点1;( r.! 1千代田区大刊IIT2の8{作地( 11 -1'ビ J レ)

'.[L II !i 点点 ( 270) 7  1  1  1佐 ( 代ぷ)

ILI 蛙吋某所

ＱＺ ｦＧｴＧｾｲ＠ :l両

ｾＢｈｉ｜ 必耐
，書 ｩｴ ｲＺ ｴｂｾＱ 叶

札制， ｬｩ ， ｉｉＩ＼ 岨阿川 ＱＱＱ 札 ｉｾ ｯｬＡ ｪ 見十Ｎ，世話札幌ｾ［Ｉ i ; -I f) 

争以 ｲｨ 向附町 Ｒ 品 ｬ “ ｾｪＮ '1(1 Jli /[.: ｩ Ｑｴｾ＠
制作o I i ｬｉｫ之偽ド町 ｾＶ 1II ｊｩ 悩 ｪｾＨＲ
品 松 市 - $  ｊ 九市 ｊｾ 品 ｩ 松， Ｒ 5  1  

ｾ川蜘 山，1; A : 供松ノ本二八O ノー 1世 話 問 111 @5  4  8  6  

J令 IIZc u5 

給排水、書r' t:_水道

ftI ｾｻ＠

y  6  S サ y シ

ｾ＠ 環』克衛生地投

1 =、荷 役 迎 搬 機 械

- r ーーー可; - 1t  "f: i1i. 111 機 織

三 機 工 業 芸 誌 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支! 万長 樋 1 1 勝 栄

大lI!i<. ，10 ｊ ｊＨ ｉ ｸＺ ｾｴ 浜 ＲｔｉｉＲＲ 併 Ｒ 也 管l'I.，ur . 大阪( 202) 代 点3071

平 11
1
;  ＪｨＨ ｴｭｔ Ｔ Ｑｾ 川灰イ ｦ 猟開 f 1丁 11 10千件地

.Ji 1;1j H目的所 名 山 邸 、 制 問 、 札 帆 、 広 向 、 仙 台 、

ｲＮｾ山、全沢、静岡、高絵、

} 一一三二一 場 鶴 見 、 削 除 、 六郷、 iI'!i ，I見、 中 山 、山 賀

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

22 西原衛生工業所大阪信

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11 電伝大阪⑩ 353) 番
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空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

投 ril ・ 胞 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 ? 河 川 PI f  1  6  '，UJli  (3&1) 代表7031

支 '11; 東京都千代田区神田小川町2丁目 1 ・日必 (292) 代表7751

1ム向，J Ht Ulll lI f  1  rl l  2  f昨2 2 対 '心 Jli (21) 代1 <4535

1/，i! M! ，J i 大約 1 r  118 併 1 2  ｾ寸 Ｗ 日 ｊｬｩ ( 76) 代1<: ' 1795

ｲｈｾｍｬｩＧｩ＠ 名古屋市中 HI メ::Il: 小路州通 :1 1 目り '，'ltJ 占( 九(;1) ｾ＠ 94 8  

'晶i 111 ，J;抑1川小 Ji4 岡r 2  8  6  "・世話 (:ll) 2  2  7  4  

金 ｩｊｾ＠ ，); F  新 聞f 8  ;・註J t ω4) 4  0  8  9  

悩井市岡半永田f 2 丁目 1 1  3  "包 J l i {22) 1  5  9  6  

十公 i 1: ，); ｾＡ本田 ｦ 4  T  [1 1  4  7  ; ' UJ t ( 2)  5  0  9  8  

f立公. H産冷房・水道・衛生設備

設 計 地 工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

取締役社長 背 谷 三 郎

-1' l，!i 大阪，J j j)1j[>uU
i
lit! 1  60 '，!i "fi(.141) 823 1 大代

文 1，1; 点 以 ・ f ， 占 M ft ，¥ I判

t.u Ｑｌ､ｾ 庁 Ｑ［Ｈ r.! 1  '  tjl I  i ・1吋山・向絵 !ム J: ，lj ・熊本

ｾｌ 申見 (111 fi  • tfr ifJ '  '，;¥ U.I .  イI'i: iJt '  ft ，¥ JI 

創 業

大正二年

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・給 排 水 ・衛 生

株 式 x:  
藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 過 大 同 ビ ル 616号

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 6  

札帆，J i 北 卜 条 凶 1 8 丁口 3 6 番 地

1正 Illfj ｾし帆 ＨＶＱＩ ，1  :1 7  1  - 3  

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ピル522号

I正，. ，fi '1' 1，，) (261)  0  6  4  1  - 3  

会 社 昂1

東 京 庖

大 阪 庖

札 幌 唐

名 古 屋 庖

須 賀 工 業 株 式 会 社

均 気 調 和 衛 生 設 備

大阪 ､￯ 丙｛メｾ J: 佐 堀 通 1 丁目 14 市，1，Tj 441- 5171 

支 1，1; 一応) J t ・大 阪 ・名古出・京行s ・神 戸 ・福岡

ＧＱ［ｾＧＮ ｊｩ所 広ぬ

空 気 調 和 装 置 ・ 塗 装 設 備

設 計 施 工

株式 1* +-+ ...，ム

会社史! : 'J'.IJ 1:斗.

大 阪 支 庄

太阪市北I X . 'I' ノ J均 二 丁 目 ( 新朝日ピル 5 附 )

常 日 大 阪 @ 3 7 2 1 ( 代 )

本 社 及 東 !jC支 1古 来JjC術 中 央I烹 銀 座 酋 6 丁 目 3

Ｈ・初円ピル Ｘｾ 皆Ｉ

営 鍵 所 名 古 I毛 市 中 区 管 原 町 2 丁目

( セ ン タ ー ピ ル )

連 絡 所 11: J:J， ・4ヒ l後 ・ 札 税



一一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 木 欄 を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

.i iSi T 穿 丸 山 世 各州 制 機

，11 ・ 製 作 ・他 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 唐

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

回
品ｾ

一季ー

套拘
6虫高

大 阪 di 北 1)( .;;;: J:.'， ［ ｽｾ＠ iIfi 1  - 2  5  (新大ピル)

'11{ Ｑｉ Ｑｾ 大阪 Ｈ Ｓ ＱＱＩ 1  5  1  2  ( 大代)

ｾ｛ｊ［｜ｭｬ 小央 ｉ Ｎ ｻ 日本紙本イ ｩ 目下 Ｑ Ｍ Ｒ Ｈ ーｊｉＺ第 一二 別館 Ｑ

*  Ji( ・ 名 山 版 社ｾ ｾｬ＼ 所九州

防 F. りよ 北 足 立 mi .  Jk 1; 0: n11  Ｉ｟Ｈιｉｾ＠

t

i

J

 

4

'
川

M

q

M

A
サ

本

ト

A

「

東京都千代田区神 田駿河台 4 丁目 2 番地

大阪市北区梅田 8 番地( 新阪急ビノレ 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社

大阪支庖

空気調和・冷暖房設備

設計 ・施工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

興 商

中 山 敏 正

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 2 - 1  

電 話 ( 451) 3  3  9  1  ( 代表)

東 京 ・ 仙 台

神 戸 ・広 島 ・高 知 ・千 葉 ・八戸

A

G

一

A
栄株式会社

大阪市東淀川区IJU! ょう町357

大阪支社 向 上

東京支社 東京都港区芝浜松町2- 7 電話 (434) 6  I  7  I  ( 大代)

支 庖 北 海 道 仙 台 名 古 屋 広 品 ・福岡

営 業 所 盛 岡 ・釧路

取締役社長

社本

支 庖

出 張 所

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 川 区 間 IIII30 '，[i;f.li A' 奴⑩ jjG烈私。

本 社 東 京 郷 千 代 田 区 九 / 内3- 2( 新東京ヒ、ノレ)

電 話 (211) 8511 ・8 5 6 1 ( 代)

1111 介 di 新 伝 馬 IIIJ 6  0  

包 訊 7 3  3  2  

名 宵 屋 市 来 | ヌ 来 門 前 IIIJ 3  - 6  

屯 話 ③ 2 8  9  3  

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 j地J 工

iIi 川 繁

京都市南区西九条盟国町 2 0 番地の l

電話( 68) 5101- 5 ・夜間専用 ( 69) 1045

大阪市北区天満橋i f 7i l -37( 天 満 橋北J人〉

T;fL話 (352) 3501':" 3  

PY LI rlT dT浜口 l西木JムII IJ 電 話@7431- 3  

tl1 lI T 栄 IIII 2  - 111 電 話 ⑧ 3 6 1 0  

日 本 管 工 業 株.式 会 社

14[， 代表取締役

⑨ 

ネ土本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

仙 台 支 出

名古屋出張所

給 水

ネ土

工

業 株 式

平

大 阪 市 凶 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

電 話 大 阪 (441)代 1 9  9 4  (443) 代 0 3 3 1

平

-

口

小
山取 締 役 社 長

@ 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境衛生工事一切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 l灯 50

大阪事業本部 電 話 大 代 表 (312) 8  6  7  1  

東京事業本部 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 18

'i G: 1;lfj 大代表 (353) 9  1  5  1  

名占出J ! irl 'l 村氏下 lよJI:町f 3 ー 15

Ｈ Ｑ Ｑ り京 Ｇ［｛￨ｾｾｴＺ ｊ ｬＮＩ "正ぷ ( 581) 937ト 8

京 滋 、 下 関 、 新 潟 、金 沢

空 気 調 和 設 備

計 施

衛 生

設

A

Q

一

A
工山平

名古屋事業本部

各 事 業 部

jE 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・純 1: 

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大 阪 支 底

99 

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高 ￺ ＱｈＮ ｾＵ - 4 5  ( 興銀ビ J レ日IJ館)

1日 大 阪 代 (202) 7 7 4 5 冊子

* 点 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

'.-ll 東 京 代 (901) 3  1  9  1 喜子

東京都港区麻布弊町 ＱＵＵＨｾ［Ｕ ｴｍ州 ｬ ピノレＩ
電 東 京 代 (409) 0  1  5. 1番

名 占 出 ・仙 台 連 絡 所 制| 尚j庖

本社・工場

本社・分室

支

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑩ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 葬 地

電 話 (811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支脂出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本
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各 種 電 気 工 事 設 計 算 エ

株 式

エ
A

Q

宮

市

施

式

庄

町

株

村

三
河
川

エ

u

u

気

電

鰍

竃

藤

取

社
ふ
一
品

畠 -

ヌL浅 海 電
社エ

海

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 下 回 2 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

話 (481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

古 屋 ・札 幌 ・ 旭 川 ・ 福 岡

雄正浅取 締 役 社 長

ネ土本

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 (313) 代 表345日

東 京 支 応 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 姻 二 丁 目十二

電 話 ( 551)18 3  3  0 ・8 3  0  3  

所 名古屋・神戸 ・岡山・広 島 北 九 州

東 京 支 社

名営 業 所業営

電 気 工 事 設 計 施 工

事

工

式

装

エ

計

施

株

事

計

業

エ

設

気

工

電

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社社

. . 6.  

:zx 原栗

村

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 紋 町 五 六 番 地

t豆 諸 大 阪 代 表 (341) 8  1  3  1  - 7  

東京 ・名古屋 ・四日市 ・神 戸 ・和 歌

山 ・絵山 ・京都・f ，I . i主

騰

A 、

7  
取締役社長

社本

与と

大阪市北区高垣町16番地( 来阪急、ピl レ7階)

屯 話 大 阪 (313)  1  1. 0  1  ( 大代)

支 社 東 京 ・ 名 肯 j至

出張所 舞鶴 ・jぶぬ ・八幡 ・福 岡 ・沼 山

信原架取 締 役 社長

支 庖

営業所

マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京都港区新橋 5 - 34- 6  相馬ピル部皆

'.1I ，1再点京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪市 ・北海道・名古屋四日市・福山福岡

ｾ恥

:zx 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ

取締役社長

+ム
A

不

ι

東京営業所

選 択 制 御 監 机 装 置 --='..... 空 鯛 術 生貫生 側 監 視 盤

ｍｕ ｾ 動力制御盤 所辺 1 各 種 動 力 白 動 制 御 量 産

グ ラ フ イ ッ ク 盤 、f ペ/ 分 電 盤 ・各 穐 讐 報 悠

高 低 圧 受 配 電 量 産 設 計 ・製 作

森 井 電 業 株 式 会 社

取締役社長 森 井 定 勝

専務取締役 佐 野 春 吉

社 東 京 都 港 区 芝 三 回 網 町 一 岳 地

電 館 東 京 ( 451) 代 表 9 6 1 1  

東京都品川区北品川町 三丁目 2 7 7

電 話 東 京 ( 491) 1887・3482・4027・3345

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 6  ｾ昏地

電筒大阪 ( 443) 代 表8381 夜 間 ( 441) 0502

名 古 屋 ー広 助 ー福 岡 ・ 仙 台

東 京 ・ 大 阪 ・ 悩 問 ー 名 古 屋

本

本

東京支問

大阪支脂

電気設備 ⑤ 設計施工

_ _  ＮｊＮｾ・ー」ム

ヌｾ 'f.ヨド エ }

本 博 三

大阪 rli 北区中之1:¥3 の 3 柑! 日ビルディン グ

T E L  代 表 (448)  1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 上 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L  代 表 (448)  1  3  6  1  

京開市中京 区西/ 京 中合町 2 0 の J J  

T E L  代 表 (81) 9  2  9  6  

Ni q長
出

社

出 張 所

工 場

電気・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会

社

..6、

コ::;;電陽朝

山代表取締役

本 社

営集所

伝

大 阪 市 北 区 制 笠 町 五 0 ' ( 堂 ヒリレ三階)

電 話 (312) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 1 5  (辻 孝 ビ ル)t

1l ' i 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 ( 99 ) 5 1 3 1 - 3

小 絵 市 ・ 堺 市 ・ 高 槻 市 ・ 姫 路 市

納ヨE取 締 役 社 長

社

庖

本

支

営集所

営業所

出張所

電気工事・設計・施工
電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗係五丁目 二八番地

電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9務

本 社 東 京 高E千代田区西神悶 1丁目 8 番地

支 社 札 銚 ・仙台 ，) v 内 ・名占屋 .Iio¥! 河

出張所J t ! ! . 川 白河・償浜静岡. i:I山

100 

社

ｾ＠

ココE式株

. t = 

ヌL電本中

明疋本中取 締 役 社 長

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

語 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市械東区野江東之町三丁目一一電話大阪側7004

社本

資材倉庫
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社

電 気 工 事 設 計 施 工

血

〈

敏

株 式 会 社 三

代表取締役 林 夫

大 阪 市 北 区 制i 笠岡T 50 ( 堂ビル 7 附)

屯 治 ⑩ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 邸 中 央 区 日 本 総 箱 崎 IIIT 3 丁目 2 番 I也

市 J;ti ⑪ 1 4 ・7 8  ( 代)

川 崎 ・ 相 校 原 ，ey ， 福 山
出張所

エ レ ベ ー タ ・リ フ ト ・カ ー リ フ ト

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規絡表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 抗 策 之 !IIT

'.'n ＱＱ［ｾＧ 大阪⑪ ＶＵＳＱ (代 ) - 民

支 唐 名 占 l芸

営 業 所 東 京

出張所 岡 山 ・北九州

ヰ土

庖

電 気 工 事 設 計 施

令富士電業株式会社

工

本社大阪市大淀区天神橋筋六(天六阪急ピル) ( 351 )4927f t  

大 阪 営業 所 ( 351)4927代 サ ー ビ ス事 損 所 ( 328)0336代

東 京営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328)0336代

}と

大 阪 市 西 区 北 線 江 上 通 l 丁U 6  5  

電話大阪 (541 )0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 屋 ・広 仏 ・福 岡日業所

青写真とマイク口フィルム

式

社

‘

株

会

盲
一
ハ写外内株式会社矢 橋 大 理 石 商 庖

ｾｉＩＨｉ Ｇ トレ ー ス ・ 桜ＧりＧ万点
所張出阪大

T E L ⑪ 9055 ({!.::ぷ)大阪市北ｼメ［堂 ＧＨｉｉｽｾ 仁川 Ｑ Ｖ

大阪市東区高腿僑二丁目 ) L 野村ピル1 i 階

'，IL 話 大 阪 @ l 4 2 5 7 - 8 i 書

干上寺数1 . 1 ' I主: 川 瓦 …・ ・大 仏 瓦

耐 J!l 雨 緩 勾 配川瓦・・ ・… 大 手 口 瓦

J H有建築内外袋川タイル… - 大仏タイル

。

併|

3555 

京締市東 lul><: 今熊野大仏池III 町9の9 ( 56) 37宮5

大阪市 ｾｴｬ ｊＮｾ心田 ｔ ｬｲｕ ＲＸ (お1) 0703

名古屋市端似 l.i)}.j l，H! jiQ 1  J・目30 ( 88) 2703 

東京総渋谷似上院[ 1 r U2 9の 4 (c167) 1641 

持管絞五 Ｎｴ ＮｊＭｾ 管

1">1レ字_.V，ンホサ↓

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町 一 ノ ー 0

電 話 大 阪:( 358) 4 0 3 1  
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nI 中取締役社長
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7

1

 

ノド

l G l …uL J|  冷暖房機「 ゾンナル」その他 I  

ｩ 品 ｾ｡ ボイラー「 ハイテンプ
( 西独WE B S T O社 技 術 提 悦 . ・

株 式 会 社 大

本 社

大 阪 営 業 所

名古屋営蝶所

東 京 営 業 所

本 社 . 大阪市東住吉氏駒川町3- 54 "日( 791) 1¥: 7814- 6  

営撲所

代理后・ 点京市品川 i又京大崎 3 の 239 "目見t)j( (491)  9698 

西 日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

大阪山北! ，( 邑松町3-5( ; ( 附 州出1 ビル) '，L: .. i;  ＨＺｉＨ＾ ｉ ＩＲＲ Ｚｬ ｈＨ ｻｾ ｬ＼ Ｉ＠

点 ょ，j¥Ｈ， ＱＱ 中 央 Ａ 王 Ｚι ｉ ［ ｾ J:，l
j  

1  1  0  Ｇ ｬｬｴ ｕｬｾ＠ ＨＵＵ Ｑ Ｉ ＱＰ ＷｾＱ Ｇ＠ lGli  

八 峨 浜 市 大 引 田r Ｓ ・ Ｇ ｉ ｌＺ ｉｉ ｉｾ 八 制品 川 Ｚ＾ Ｑ Ｎ Ｑ ・ ｈ ｬｉ ｬ

社

京

国

本

東

四

.⑩ 
- 樹 脂 防 水 戸ー レヂン

. 樹 指 防 水 ゴ ー レ ックス

. 化 粧壁 材 ソ リ ジッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 脂 砂壁 エ パ ーサ ン ド 吹 付
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ｾ＠商アタ鈴
ネ土
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Z 玄式株

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 1 t : 話。71) 4  1  5  1  - 6  

北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9 ' f l L 話@ 2  2 8 7  

ナニワ媛匂g2ii

言扇71c 浸 入 剥 落 防 止
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昌 二 安 定 軽 量
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五株
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霊亙

作
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-

吉

田
特

所防予蟻 殺 滅白松 平 式

所 長 防 除 上 松平藤佐根

公 良 市 l特 械 戸 商 万 町 2 8  ｊ ｉ ｬｬＺ， ［Ｑ￯ｾ 矢良 ＴＰＹＸ

奈良市笠大路二番町( " t 草物自Ii fI Ii) m話公良4 0 9 8

出 ＱＱｾ 所俗良市在日町尾田組内屯話 ＶＰＱＱ ・ ＶＰ Ｑ Ｒ

ノド百11 高 知I !早稲[ ; rJ i 街も町 2 6  3  9  

b
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一

m

u

u
随

一
一

種
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活
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プ リント合積 ' /X' ムヲ，戸

ビニール合板ピニライト

ポ リ エ ステル化削減少ｾＺＺ［ＭＣ

立 体 力 目 板 ."'f ラシマー

工芸合板アジロ合板 ‘  

ヲｾＧｉＭＭ f':l n イシ

新 建 材 一 式

合 成 接 漕 劃l

そ の 他

l⑥ 盟 刊 行 |
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ｉｾｄｾｱｬ ィ ｉｌ

ff :.J ヲ%- ] 1

流 し 台 ・ 調 理 台

笹盈孟扇面

大 阪 市 西 区 阿 波 庄 中 I ! U 1  

屯 話 ( 532) 1  2  3  4 代 表

F UT A B A Y A  DE C OR A T OR S ， L  T D  

il 築 物 船 舶 等 造 作 工 'Ii

京 n 処 只 ・ヰ: I/g 装飾工事li 設計施工

1/; 外;} ! . 飾織物 ・f. U却額一式

⑧ 

二葉屋 装備工業 株式会村

{日1I 業大i T. 7 1
1  )  

取締役社長 若 林 繁 7守

大阪市大淀1> 1 : 木町川崎町 2 の 6

ｻ天六ｾｕＺ伴内 ｾｴ 2  r> 

屯，;li ・大阪 町1: 3321- 3 ・3630

特約販売・工事庖

Wi 下キャリア工業株式会社

東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パ y キング製造所

大 洋 ，)11 業 株 式 会 社

③日

販 売 エ 恵

各種保温保冷材料 冷 暖 房 て 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防熱防音工事

冷凍機 ・イJ 綿製品 各種配管工事

件 種 樹 脂 加 工 品 設 計 施 工

本 冷 熱 エ 産 株 式 会 社

取締役社長 V石 川 良 典

本社. a 大阪世t. 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 ;ill 1 の 16 ( 石川ピル)

司t Jk 大 阪 K443) 3  6  6  1  - 5  

九州支社及長崎営鍵所 峰崎市茂里町13番地 ;'{t，lk (4)  0092 ・0308

営難所友出狼所 広 ，ｲ，，｜ ・ 福 ｉｾｬ ・ 小倉 ・ 大分 ， ・ 徳 ｦ，，｜ Ｎ 舞鶴・東京

.. .  .  

2

・

・

?

'・・
1

}

‘

.  
-

本 社 大阪市住吉区万代東 6 / 3 電 話 大 阪 ( 672) 1281( 大代表)

堺 工 場 堺市浜寺石は町中 2 ノ200 電 話 堺 ( 3  )7301( 代 ぷ )

和泉工場 和 泉 市 観 音 寺 町 2 2 0 電 話 和 泉 ( 41) 4151( 代 表 )

出 様 所 名 古 屋 ・ lム ! ゐ ・ 福 岡 ・ 徳 1::; 

γ i':"._ ・・....... .  :. ・.・・.. . - ...:. . . . ・- . ・; ' :よ;... .・.-. ' : ;・、 4 ・・. _. ' ・・.・ 1・・. ' :. ': : : . -.  . . _-: : . . _; . : . . . . . ..・." ｾ＠ ｉ 二・己竺 ＮＮι ・ ＮＭＭＭＺＧＢＱＭＮＭＺＺ ・ＮＺＮｾ ..・ 1 ・・・J γ ・
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東京s - 王J 7J -JL工業硝百台祖

東 京 柿 椛 川 区 西 尾 久 4 丁 目 1 2  - 1  2  

旬 開 ( 893) 0  1  1  1 大 代

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 8 番 地 ( 島 被 ピ ル )

'ltt n;r; ( 364)  9  1  5  4  1-1: 

名 古 嵐 市 J I ( !孟 武 平 岡T 4  - 1  6  - 5  ( 1'主 i商 ピ ル )

地 附 ( 941) 2  5  7  7 代

東 京 柿 中。央 区 八 盤 洲 5 ー 7 ( 八 盤 洲三 井 ピ ル)

得 制 ( 272) 0  4  0  1  It  

l活j ・ ;f L  ｾｾ＠ ，.庁 す釘

本 社 説 工 場

大 阪 支 1苫

名 古 屋 支 庖
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ム
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工 場
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、認ジ7

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 譲 位 京
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 室 内 装 飾 紙 盟、舗 床 材 一 般

東リ拘ーペ吋ト発

井 株 式 会

大阪市東区南久宝寺 町内丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) - 6 ・9 996 

日際、壁紙窓掛 、椴帳、

ー -
7L!.フE

社

東洋リノリユームの

亀

• 
窮乏111化 券 の

もメント吻 Ｗｾ くＮ

責 任 施 工製 造 発 売 元

Z2 黒 川 化 学 工 業 所

+/{， ｛ 場神 ＢＧ Ｂ点適 ｉｾ 住，Ｇ ［ ｉ ｦｬＮ ｵ Ｚ， ｮ T E L 倒 幻 お

• • • 
判 A ニ ッ ポ ン Il) j J 1< i皮
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ニ ッ ポ ン 而.t J):;_ J'i IJ 

ニ ッ ポ ン II }j /1く 11 ! 也付

ビ ル コ ー ト

• • • 

標準包〆ント防水斉11
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網 入 光り 波 型 ガ ラ ス ば に は 設 ) 長 サ 965

m

/m 山 8 %

タ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリエステル板) 各種波、寸法( 長尺物有)

製造版売 大日本硝子工業株式会社

大阪支庖 ， 大阪市北区玉江IUT 2 /  4  ( 三炎倉庫ピノレ) ';[J丹⑩1389 ・3389 ・3281

本 社 判I !奈 川 以 相 総 収 rlJ 小山手: 久保 2 2 4 m⑫3101- 4  

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

. 特 許 内 外 式 .  

1 1電 動 ベ ン チ レ ー タ ー .

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

屋 上 強 制 換 気 装 置 の パ イ オ ニ ヤ

ご イ 言ｾ須におこたえで、きる

行 届 い た 設 計 地 工

内 外 建 材 株 式 会 社

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大阪市西区土佐堀船田丁目( 大阪商工ビノレ ) T E  L (44 1  )3983・4396

工場 六 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1 の141 T  E  L  (962) 1149 

設 計 施 工

岩 元 式

スカイライト並野明シチレーダー|

サ ッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カ タ ロ グ 進 呈

岩 元 工 業 株 式 会 社

本 社 大|仮 di )jJ: JJx; 1三束今 .']1.一回 f 4 の40

m 話i (981) 0 6 1  6  - 0 6  1  8  

ブ ル ー フ テ ッ ク ス

ブ ル ー フ コ ー ト の 併 用 を

何 れも合成ゴム、合成樹脂系のエマルジョンで簡

単に施工が出来完全防水の目的が果せます。

詳細説明書送呈



ｉｲ・ｾ藍ｾＮｾ撞翌週堕壇 軽い・燃えない・安い・亀裂が生じない

専 売特許ほか実用新案および意匠登録 2 0数件出願中

ＴＲ［ ま間仕切工ヨ二一 ｘＹＱ ＡＱｾ

_ 1 1，"_ 

。

⑨ 

発 売元

住 友 商 事 株 式 会 社 説 ぷZパ訪日f; ぷ! luff 舟 EiifiRA01}!??hgu

t四十 ・責 任 施工 ・製造元

株 式

会 社

その他 I  S  K 式 峰 泣 金 属 下 j 由ネ ー ル ロ ッ ク

マンテン の j 部し込み式天 井吊 金 具 モ ノ ー レ イ ン グ

ヱコニースタ フド絡エ例 金 属 逮 材 | 可 動 1111 f上 切 ム ー ビ ー バ ネ ル

l 簡 易 組 立 材 シ 守 一 プ ア ン グ ル

本 社 k 阪 市 南r，c 日本儲筋 3 丁目 2 品I也1 1 I ，.6.A: 1匝 (632l 1  1  5  1  ( 代 )

Ｚ 堂土朱， ｉｊＮＨｾｄｉｔ 東京世鍵所 東京何百江東同月 ｦＲＭＶ Ｑ 1 1 I 品川 (682l 324 1 (681) 71ω 

，f司去、ョ定1 F rJ l  名 古 屋 出 張 所 名 古 島 " 中 Ii ! : 宮川町 4 - 16(東海噌料ピル } 需 品 名 占 凶 (261) お 29

・ - 一. - - 司・・ 福 岡 駐 在 所 嗣岡 市 天 神 町58(天 神 ピ ル ) 住友商帯側品1間 五 町 内 電，;l; 福 岡 (75l ω 31

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ ・ ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ 一

三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

.. 

判

官

~

立
川
戸

12韮 三 高 製 作 所

本 社 工 地 1己ケ崎 市 川 崎 五 以 IlI 280 ;・1l ，11i 大 阪 ( 401) 6158 ・6159
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内 装 オ
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専

資

居

建 本オ の

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生I l I I天北長狭通 4 - 1  (英11] ビル)

l直通 '1'日 治 神 戸 (33) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区制i笠IUJ 50( 堂ヒ、/レ 5 階 502号室)

直通'.'ua1i 大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 市 立 合 l豆八申請通 1 - 5  (i' U: 訴⑫2923)

⑨ お部室の ムードは 壁材 の美 しい調和 で

建設省建築研究所試験合格品

( 一 種 繊 維 壁 材〉 - チ エ リ ー コ ー ト - マ マ ウ オ ー ル .  ( またるかぺ .Jj!J 香

- い す 立 か ぺ • 1'¥ 
ピ ロ ン - ふ く よ か ベ - 清 流 - 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ り あ Lオ - 錦 上 壁 K く三種繊維壁材〉

- ス ー パ ー ウ オ ー ル - 瑞 雲 コ コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

一

Ｍセンカウオール Ｈ ｾ 種繊維壁材Ｉ - 明 光 壁 ' 13 本 壁 - 金 音量

- あ け lま の - 錦 上 壁 - 昭 和 壁 - す ず ら ん 〈特 殊 壁〉

- 新 奥 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 ・大 和 壁

〈防火繊維墜併としてご使用の節は上記商品に シングシ防火如jを混入のこと〉

. シング ン防火.l i1J ・防鈎剣エパコン ・耐MfiiJオ ー トン ・化学制! スーパーシングン抑' J ｴ 全閑有名ｾ初底に有Ｉ

株式会社新興建材工業所
大阪市西区四ソ僑 T  E  L  (538)2951代(54 D5757代

営 業 所 東 京 ・大 阪 ・明 石 ・広 島 ・耐 附
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- 御申越次第カタログ進呈
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陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

前、，ト陣取帯

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥 山 化 工 業 株 式 曾 枇

* 京者間3 央 区 銀 座 丙 8 - 3  '，!J:話 (571 ) 2703 - 4 . 2370 ・4064 ・ 0264

大 阪 出 版 所 大 阪 市 都 品 1>( r.l>1::) 中通り 5 - 4 屯 話 (921) 2497 

名古昼ｬＺｩＺＧ， ｾｌ ｾ 所名古嵐 山 ｲｾｪ 1又 抗 巾 町 3 3  Ｇ ， ｉｌｾ 丹 Ｈ Ｘ ＱＱ Ｉ 3660 

新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

( カ タ ロ グ
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鉄 鋼 会 館 日進式ボード下地 新阪急ビル

ボー ド下地や ア ル ミ ニ ウ ム の I  1  

仕事に つ きましては 何卒 I  1  

奥村重兵衛商腐 に ご照会下さい

大 阪 市 北 区 木 幡 町 6 0 番 地

K. K. 奥 村 重 兵 衛 商 庖

電 話 大阪 ( 364) 4131(代)

稲岡出張所 電話 福岡 ② 6460

モダンな

都市美を

創る・・…・

ア / レ ミ l

ステンレス } サッシ

1/ ドア

ス チ ー ル j

住宅用アルミサ ヅシ

エリ ー ト

ダ イ ケ ン の

アルミレディーメード

サッシ/ ドア

動ー号シ司 ｴ ｊｴｾゆ
' 米間バレー メタル社と技術悦悦 4

q ィケシザ: ァシ株式会社

本 社 ・工 場 堺 市 松 hl 町 1 - 6  T E L 側 1 1  4  1  

営 割陸 部 大 阪 市 内区制 本 町 l - 109( 日上ピル ) (532)  1141 

鳳 エ 喝 堺 市 平 | 湖町 4 8  T  E  L  (7)  1565- 6  

東 京 営 業 所 東 京 侃 千 代 田 区 平 河町 1- 1 T E L (261)  6 641  

名 古 屋 営 雛 所 名 占 腿 市東 区東 新 町 4 ( イースタンピル) $4)3911 

福 岡 営 襲 所 制岡 市 持 鶴 2 丁 目 l 円 2 4  T  E  L  (74) 5  4  0  6  

金 沢 営 業 所 金 沢 市 下 新 町 1 3  T  E L 白1) 3427- 8  

長 野 代 理 I苫 良 野 市 占 旧 東 町 1 2  5  1  T  E  L  (3)  2  7  2  9  
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価

事 監 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル

電品 川1) 0  8  7  1  - 2  

図 建 材 練 式 会 社

名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  

官Eぷ (571) 7461- 3  

4車 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 白 出 町 4 1 ノ 2

電品 (261川67 1- 2，3制 8

東 物 産 練 式 会 社

本 社 田名 占屋 市中 区 東 瓦町 3 9 電""( 261)2501代 必

舷阜出張所・ 鮪 阜 市 竹 屋 町 2 7 電 ，J i③2201 .  23ω 

盛 建 材 稼 式 会 社

本 社 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 電話代表 (21)2281

岡 山 ・ 岡 山 市 東 田 町 3 '，It品f t &( 23) 82邸

摘 陶 悩 岡 市 冷 東 町 畠 番 6 {J 電diift ，!i: 128155ω

松 江 ・朽ｾ II 市 西 ‘ F 田 町 2 5 8 屯 ぷ ② 9 5  5  1  

関 西三星タイル会員

線 式 会 社 木 下 値 三 衝 唐

大 阪 市 西 区 江 戸 嶋 南 通 5 ノ 3 5  

電話( 443)0115 8  

商 唐

砂 町 5

¥1t.:li (364)  0206 

三 友 エ 集 橡 式 会 社 大 阪 支 唐

大 阪 市 西 区 南 堀 江 大 通 1 町 1 9 電ぷ (541) 6161 - 4  

合 名 会 社 事j 倉 拳 葡 庖

k 阪 市市区長相 循筋 2 ノ20( i I 頓梱電停制) 電話 (21 1) 0571 4  

販売部分室 電話 (211) 6923 ・凶75

京観賞集所 京都市中京区河原町到川下ル ( 23) 3277 ・3279

泉 産 蝶 練 式 会 . 社

太 阪 市 南 区 日 本 信 筋 2 ノ 3 6  

定ぷ(632) 0 1 2 1 - 4  

会 社

.r 1  

電 話 @2697 ・2140

間

日

保

区 真

車産式会社 久

大 阪 市 北

膏
和

有 限

区 荒 田

ご 入 舎 の お 申 込 は …・ ー・ーーー・ ー

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 電 信 大 阪 ( 231 ) 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0

振 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

3 7  

材

兵 庫

弁 .

神 戸 市

石


